
    
      
        
      
    

  






			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信・放送したり、ホームページ上に転載することを禁止します。
本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品を示すサムネイル等のイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

			※本作品は縦書きでレイアウトされています。
また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示される文面・画面に差異が生じる場合があります。

			※本作品を電子書籍版に収録するにあたり、一部、漢字が簡略体で表記されている場合があります。
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			プロローグ

			


			　ＶＲバーチャルリアリティ、そのシステムが完成して半世紀ほど経った現在。今では世界経済になくてはならない技術になっていた。

			　学校は、家から専用端末でネットに繋ぎ、仮想現実で登校して授業を受ける。登下校における危険もなく、校舎を維持するための費用も必要ない仮想空間に作られた学校は、現実世界の学校を駆逐しつつあった。

			　仕事も仮想現実から取引先へ挨拶をし、全てを電子プログラムで代用する事で書類等の経費もかからなくなった。本社等のビルも、その維持費よりＶＲ専用のサーバーを管理する統合施設から法人用サーバーを借りる方が圧倒的に安く済む。

			　物理的な需要以外は全て仮想現実で事足りるため、ＶＲ技術は更に飛躍的に進化し続けた。

			　もちろんこの技術にゲーム業界が目を付けない訳がない。まだ少し割高な装置が必要だが、それでも一般家庭ならば成人祝い等で贈られたりする程度の普及率を誇っている。時期の差はあれど、数々のＶＲ専用ゲームが開発されていった。咲さき森もり鑑かがみも成人祝いにＶＲ装置を贈られた一人だ。

			　仕事はＶＲ装置により全て自宅でこなし、休憩時間は母の作りたての昼食を食べる。通勤時間もかからず、残業もほとんどない一般的な中小企業で、特に不満もなく日々を過ごしていた。

			


			　ある日『アーク・アースオンライン』というＶＲＭＭＯ︱ＲＰＧが現れた。その始まりはとても静かなもので、クローズドβテストはいつの間にか始まり、気付くと終わっていたくらいである。

			　鑑がそんなマイナーなオンラインゲームを知ったのは、深夜にやっていたテレビ番組のＣＭでだ。そのＣＭは音もなく動きもなく、ただＶＲ専用のアクセスコードだけが十五秒間映し出されているだけというものだった。

			　興味本位でそこに接続すると、全方位が白い仮想現実に『アーク・アースオンライン』というタイトルが浮かんでいた。あとはたった二行。

			　オープンβ開始、ダウンロード、という文字だけだ。

			　媚こびない姿勢に興味を持ち、ダウンロードに触れた。そして『はい』を選びインストールが始まる。白塗りの世界に浮かぶ、ごく一般的なフォントの文字からは、それがどのようなゲームなのか皆目見当がつかなかった。けれど、惹きつける何かがある。口では説明出来ない、どちらかというと強制力に近い何かが操作を続行させた。

			


			　インストールは十五分程で終了する。早速起動してみると、まるで現実のような世界を背景にしたホーム画面が現れる。

			　こうして『アーク・アースオンライン』漬けの日々が始まった。

			


			○

			


			　正式サービスが始まってから四年。ゲームに関する広告等は、ゲーム誌やネットではほとんど見かけない状況だったが、プレイヤーは大手のオンラインゲームに迫る人数になっていた。むしろここまでプレイする人がいるのにネットに出回らないのがおかしいくらいだ。

			　ゲームの内容自体は、定番のファンタジーものだが、その圧倒的な自由度が大いに受けた。しかし一つだけ、オンラインゲームにとって一番不可思議な点があった。それは運営だ。バージョンアップは四年のうちに二回しかなく、正式なホームページも存在しないので運営方針も分からなければ開発者の名前すら分からないのだ。

			　だがそれを含めてもゲームの魅力は圧倒的で、むしろ放任してくれた方が色々出来ていいなどという者までいる始末である。何より、バグが無いというのが大きいだろう。

			


			　鑑がプレイするキャラクターは、威い厳げん溢れる老魔法使いだ。一日がかりで作成した、白髪に白髭を蓄え老練な魔法使いを彷ほう彿ふつとさせる姿は、存在感抜群である。その名前は、大好きな魔法使いの名前、世界的大ヒット映画に出てくる校長と、指輪を巡る冒険映画に出てくる魔法使いからとられている。

			


			[image: （威厳あふれるダンブルフ）]

			


			　その名は、ダンブルフ。クラスは召喚術士。オープンβ開始時に魔術士を選んだが、魔術の習得方法がまったく分からなかったのだ。どれだけ敵を倒しても魔術は覚えず、説明書やチュートリアルのようなものすらない。

			　世界に産み落とされて即、完全放置というとんでもないゲーム内容だったが、独自の遊び方を探りながらというのもまたプレイヤー達を夢中にさせた。それでも当時は魔術の習得が出来なかったのだ。

			　召喚術士は、精霊系の敵を倒し契約する事で使役出来るようになる他、専用の召喚術クエストをクリアする事で召喚が可能になるなど習得までの難易度は高かったが、方法は専用掲示板に少しだけ載っていたので基礎は判明していた。

			　もちろん、説明不足が過ぎると不平不満も多く出ていたが、厳しい条件を達成すればプレイヤーでも建国出来るというシステムが発見され、プレイヤー達の熱はそちらに大きく移り変わった。

			　国王となり、街を発展させ軍備を整える。他国へ侵攻する、砦を築き防衛する、傭兵を雇うなど、物語の中でしか見る事のない出来事を自分達の手で紡いでいける事実に皆、熱狂したのだ。

			　それからは、野心を燃やし建国する者やそのプレイヤーに憧れて国に仕官する者、自由を愛し冒険者となる者、秘密結社を創設する者、他にも商人や傭兵、果ては暗殺者まで、幅広いプレイが楽しめるとあって不平不満も次第に下火となっていった。

			　しかも自由度は、その程度ではなかった。例えば武器や防具、薬などのアイテム類は伝説級を含め数多くの種類が存在するが、プレイヤーの工夫次第でまったく新しいアイテムを作り出す事も出来たのだ。伝説級や、それすらも超えるものを作り出す事さえ出来た。現実で出来てゲームで出来ない事は無いとまで言われている程にだ。

			　鍛か冶じの楽しさにどっぷりと嵌はまったあるプレイヤーは、全てのプレイヤーがその名を知るほどの名工となり、剣一本が数百万で取引されている。木工を極めて、そこから建築技術へ発展させ城を建てたプレイヤーもいた。穴掘りに執着していた者は温泉を掘り当てて、今では巨大な温泉街の元締めだ。道場を開き自分で編み出した剣術を教える師範まで存在している。

			　どんなスキルがあるのか、どんな事まで出来るのか。術を駆使した新しいスポーツを発案した者、海賊というロマンを実現した者、大陸中の情報を一手に集めて、情報屋として危ない橋を渡る者。プレイヤー達は様々な事に挑戦し、あろう事かそのどれもが成功した。

			　そんな中、溢れる沢山のスキルを種類ごとに分け統計したスキルリストを作成した者がいた。各プレイヤーのもとを訪れて、技術についての詳細を聞き本にまとめたのだ。技能大全として出版されたその本は、大ベストセラーとなり巨万の富を築く事になった。

			　実はダンブルフも特殊な技術をいくつか開発した偉人であった。一つは後衛職である欠点を補うために試行錯誤した結果の技能。それは、セカンドクラスとよばれる二次職業の開発。ダンブルフは、メインである召喚術士の他に術士系近接クラスの仙術士でもある。滝に打たれる、木に逆さ吊りで一日耐えるといった修行により、仙術士は術を習得出来る。

			　ちなみに、サービス開始から一ヶ月と少々で判明した魔術士の魔術習得方法は、触媒と対になる魔法陣が描かれた紙を一緒にして初期魔術【火炎】で燃やすという方法だった。

			　そんな奇跡的なゲームを始めて四年、鑑は九賢者の一人という国の重鎮となっていた。

			


			　ある日、所属する国の国境付近に現れた魔物の群れの討伐をする事となった。このような任務は良くある事で、同じ国に所属するプレイヤーと当番制にして遂行している。そして今回、その当番が回ってきたという訳だ。

			　拠点として使っている塔から出て、気だるそうに国境へと向かう途中、現実世界からのコール音と妹の甲高い声が夕飯の時間だと告げる。

			　夕飯後、再び仮想現実にダイブする。するとその時、メールが来ている事に気付いた。開いてみると、その内容は、ゲーム課金分のネットマネーがもうじき期限切れで失効するというものだった。

			　アーク・アースオンラインにも、他のネットゲームと同じように課金アイテムが存在する。扱われているのは、ちょっとしたゲームプレイをサポートするようなものだ。

			　その課金アイテムの一つに、全プレイヤーが購入しているといっても過言ではない定番商品がある。『化粧箱』というアイテムだ。それは一つ五百円で、使用するとアバターの容姿の再設定を行えるというものである。これが売れる理由は、その選択パーツの豊富さだ。

			　ゲーム開始時に無料で選べるものでも数千とある容姿パーツだが、化粧箱を使った再設定では数万に及ぶパーツから選ぶ事が出来た。全プレイヤーは、まず適当にアバターを作ったあとログインし、化粧箱を使い好みの姿に再設定するというのが常識といってもいい程だった。

			


			　化粧箱の他、もう一つの定番課金アイテムに『浮遊大陸』がある。百メートルトラックがある校庭くらいの広さで、敷地に収まる範囲でなら大抵の事が出来る便利アイテムだ。更に空を飛んで移動出来るので、地形を無視した乗り物としても活用されている。この『浮遊大陸』が二千円。課金は千円ごとでしか出来ないので、化粧箱代を差し引いた残り五百円が失効対象だ。流石に四年前の五百円なので大した未練もないが、貧乏性ゆえか勿体無く感じて課金アイテムリストを開いた。

			　生産関連の上等な道具が揃った職人部屋、千円。浮遊大陸を含め、そこに置ける建築物や湖などの地形関連、二千円。このラインナップに『化粧箱』が加わり全てとなる。

			　結果、選択肢は化粧箱しか無かった。化粧箱しか買わなくても最低千円課金しなくてはいけない仕様である。これが大人の世界。

			　そのまま失効するのも勿体無いと化粧箱を一つ購入。ＶＲマネーは残高０になった。

			　それから討伐任務を遂行するべく、ゲームをスタートさせた。腕輪型の端末を操作してアイテム欄を開く。そこには先程購入した漆塗りの小箱、課金アイテムの化粧箱が入っている。これを使ったのはもう四年前の事だ。

			　当時は、理想の男性像である今のアバターが作れるかどうかしか頭になく、他にどのようなパーツがあるのかまったく記憶に無かった。

			　そこで少しだけ興味が出た。化粧箱を使い、実に四年振りのアバター作成画面を開く。

			　パーツは「活発」「控え目」「強気」「弱気」など他色々とある印象カテゴリや、「ミステリアス」「荘厳」「陰気」「陽気」などの雰囲気カテゴリといった括りで検索が出来る。

			　そんなパーツ一覧を眺めながら感じた事は、やはり今のダンブルフは最高だという確信だった。

			　このアバターを超えられる者は存在しない。なんといっても自身の思い描く理想を作り上げたのだから。鑑がかつての自分の偉業を満足そうに見つめていると、目端にある一文字が映った。

			　男、というアバターの性別を表す文字だ。その時、脳裏にふとある思いがよぎった。それは、理想の男性像は完璧に再現出来た。では、理想の女性像はどうだろうと。

			　性別を男から女へ変更すると、ダンブルフが少女に変わった。同時に少々こそばゆい気持ちが胸に込み上げる。ゲームとはいえ、少女の姿をまじまじと見つめるのはなんとも言えない気恥ずかしさがあったからだ。

			　そこをぐっと押し込め、……むしろ少々興奮気味にパーツを選ぶ。「強気」でソートしたパーツを一つずつ吟味していった。

			


			　理想の女性像を作り始めてからどれくらいの時間が経っただろうか。充分に満足出来る仕上がりとなったアバターをニヤケ顔で見つめていると、朝食を告げるコールが鳴り響く。

			　気付けば時刻は朝の九時を示していた。

			　直後、猛烈な睡魔に襲われた。メニューのログアウトに触れようとした時、世界が暗転し、急速に意識は遠のいていった。

		

	









			１

			


			
			　ああそうだった。ログアウト前に寝てしまったんだと、完徹して朝食コールのあとに眠ってしまった事を思い出し、鑑かがみは眉間を指で抓つまみながら天を仰ぐ。

			　何時間寝ていたのかは把握出来なかった。しかし妹に叩き起こされていないという様子から長い時間でもなさそうだと判断する。

			　眠気を払拭するように強く目を瞑つむってから見開くと、そこは深緑に囲まれた森の真っただ中だった。所々に名も知らぬ花が点在し、揺れる梢の隙間から雄大な山脈が覗く。そしてその山間に、鈍く輝く銀色の塔が垣間見えた。

			　既に見慣れたゲーム内の光景を前に立ち尽くしたまま、頭に浮かぶ疑問を整理するべく顎に手を当てて物憂げに考え込む。

			　一つ、『寝落ち』というネットゲームでは有名な言葉がある。ゲーム中に眠ってしまい、アバターがなんの反応も見せなくなるという状態を示す言葉だ。だがＶＲ関連は、寝落ちすると自動でシャットダウンとなり、装置の電源が切れるという設計であり、ゲームの中で目覚めるというのは基本的にはありえない。

			　だが目に映る山間の塔は、どう見ても『銀の連塔』である。九本ある塔を、それぞれ九賢者が拠点として使っているため見間違えるはずもない。

			　真っ先に疑ったのは不具合だった。だがこの時、珍しい事もあるのだなという程度で考えるのをやめてしまった。もう一つ、不可解な点があったからだ。どちらかというとこちらの方が重大である。

			　それは、匂いだった。風が吹く度に、青臭い匂いが鼻先をくすぐり違和感を覚えた。

			　進歩したＶＲ技術は、触覚をそれなりに再現出来てはいたが、味覚と嗅覚はまだ実用レベルには至っていない。それなのに鼻から息を吸い込めば、脳はハッキリとその香りを認識するのだ。これは不可解であった。

			　ならば試しとばかりに足元の草を引きちぎり齧ってみれば、口全体に苦味と渋味が広がる。堪らず、多量に分泌された唾液と共に吐き出し、手の甲で口を拭う。味覚は忌々しいほどに舌を刺激し、ご丁寧に唾液まで再現されていた。

			　草食動物の気が知れないと、いつもより随分と近くに見える草むらに視線を下ろした、その時である。森の奥から唐突に雄叫びと地鳴り、そして金属を打ち合わせる甲高い響きが爆風のように轟とどろいてきた。

			　それは聞き覚えのある音だ。

			　ああ、そうだったと、国境付近に現れた魔物の群れの討伐を遂行しにきた事を思い出す。誰かが運悪く遭遇したのか、それとも誰かが今回の係を代わってくれたのか。

			　二つ目はないなと苦笑しながら走り出した。そのまま森を抜けた先に広がる草原では、見覚えのある国章を誇らしげに掲げた騎士が、子供ほどの背丈で鼻と耳の尖った青い顔の生き物を切り裂いているところであった。だがその直後、鈍く輝くナイフを片手に持った青い顔の生き物が二体三体と集まり、その騎士に襲いかかっていく。そこは、正に戦場であった。

			　草原は、銀色と青色の二色で埋め尽くされている。鏡のように輝く鎧を身に着け喊かん声せいを上げて突撃していく騎士達は、九賢者の所属するアルカイト王国の精鋭、術じゅ装そう騎き士し団だんだ。その騎士団が相対する敵は、魔物の定番ゴブリンであった。

			　その光景を前にして、随分と寝てしまっていたのだなと悟る。自分が余りにも遅かったので、騎士団を派遣したのだなと。

			【召喚術：ダークナイト】

			　術を発動すると、草むらを覆うように昏くらく光る穴が開き、せり上がってくるように大柄な騎士が現れる。寒気すら感じさせる漆黒のフルアーマーに、黒い炎を思わせるエフェクトが全身から吹き上がり禍まが々まがしく揺らいでいる。顔は無く、黒く塗り潰された空間に目のような赤い光が二つだけ浮かんでいるだけだ。

			　そんな明らかに異質な気配を放つ黒騎士が、騎士団とゴブリンがせめぎ合う戦場の真ん中に突如として現れた。

			　得体の知れない黒騎士に足を止め、威い嚇かくするようにキーキーと声を上げるゴブリン達。ここでまた違和感が生まれる。

			　ゴブリンには、このような思考ルーチンなど無かったはずであると。

			　良く蹴散らしていたゴブリンは常に勇猛果敢に、悪く言えば身の程知らずに突っ込んできては散っていく魔物だったはずである。しかし今目の前にいるゴブリンはどう見ても「恐れ」を感じているかのように騒ぎ立てているのだ。

			　だが、今気にしても仕方がないと、ダークナイトに掃討命令を下す。

			　するとその場は一瞬で殺さつ戮りくの地獄と化した。黒い大剣が風を切り、暴風を巻き起こす。ぞんざいに振り下ろされる度に五、六匹のゴブリンが断末魔と共に四方に飛び散り、肉塊と成り果てる。

			　次第に威嚇するゴブリンの声は、絶望に染まった悲鳴へと変わっていく。その地獄より逃れようと走り出すが、掃討を命じたダークナイトに慈悲は微み塵じんも無かった。

			　急速に間合いを詰める黒い塊に悲鳴を上げる間もなく、運悪く傍にいたゴブリン数体が千切れて宙を舞う。その様を目の前で見せ付けられた周辺のゴブリン達も、構えるという最低限の判断を下すこともできず、黒い大剣一振りで体液と臓物を撒き散らかしながら、弾け飛ぶように地面を転がり瞳を濁らせた。

			　近場を一掃したダークナイトは、鎧を着込み一回り大きな体たい躯くのゴブリンを含む集団を捉える。

			　鈍い金属音を響かせながら焦燥交じりの声を上げる重装ゴブリンは、その重量ゆえに足は遅いがそれだけの耐久力を持っている。ゴブリンの中でも特に小賢しい数体は、そんな重装ゴブリンの周囲で群れて自身の生存率を上げようと無い知恵を働かせているようであった。

			　しかしそれは、殺気を孕はらむ黒騎士相手では愚考以外の何ものでもない。生き残りたければ、対たい峙じした刹那に反対方向へと走り出すしかなかったのだ。

			　だが、それももう叶わない。黒い凶刃が迫り、絶対的な死を目の前で見せ付けられた魔物の群れは恐慌状態に陥り、集団としての意味を欠いてしまったからだ。こうなってしまえば、もうゴブリン達には独り舞台を彩る獲物の役しか残ってはいない。

			　ほんの一瞬の出来事であった。ゴブリン達は何が起こったのかすら理解出来ぬまま、大地を赤黒い血で染める。

			　ダークナイトは命令通り、その場にいた全てのゴブリンをもの言わぬ骸むくろへと変え契約を履行した。

			　ものの二、三分の出来事だ。穏やかに風の吹く草原は魔物の血で染め上げられ、誰もが壮絶な殺戮を幻視するであろう光景が広がっている。草原を二分していた色のうち、青は黒ずみ地に伏せて、銀は寄り固まり陣形を整え黒騎士を警戒していた。

			　その場に転がるゴブリンの死体は百体程度だろうか。ダンブルフは軽く一いち瞥べつしてから当番完了を確認すると、ダークナイトを送還した。

			　そして再び脳裏に引っかかっていた物事を思い返す。匂いに味、それと覚えのないゴブリンの行動。到達した答えは一つ。

			　三度目のバージョンアップである。

			　まさか、世界的にも研究段階であった嗅覚や味覚をこれ程のレベルで再現するとはにわかには信じ難い事でもあるが、実際に全身が五感を伝えてきている。飛び抜けた技術を真っ先にゲームに使うなどおかしな話だが、そうでなければ説明がつかないのもまた事実だ。

			　流石、『アーク・アースオンライン』運営。寝落ちでシャットダウンしなかったのは、きっとバージョンアップによる影響だったのだろうとダンブルフは結論付けた。

			　そうして一人納得していると、金属の擦れ合う音が近づいてきているのに気付く。

			　音の正体は騎士団であった。盾には、この国『アルカイト王国』の国章である大樹と月を表した紋章が刻まれている。

			　アルカイト術装騎士団だ。特徴は鎧と盾にある。鏡のように光を反射するその鎧は周囲の景色と同化し、その盾は術や魔物の吐くブレスに対して高い防御力を誇る一品だ。

			　そんな精鋭である騎士団の隊長であろう人物が、後続の騎士達を片手で制し一歩前に出る。少し白の交じったロマンスグレーの髪をオールバックに整え、彫りの深い顔には歴戦の証でもある傷痕が斜に入る。鎧の上からは隊長の証であろうか、赤いマントを羽織っていた。ダンブルフ程ではないが渋く男前だ。しかし、その顔に覚えはなかった。自国の精鋭集団の隊長を務める人物は、立場上全て把握していたにもかかわらずだ。

			「先程の黒い鎧の騎士。使役系の術とお見受けした。あれはお嬢ちゃんが？　もしや援軍、と考えても良いのかな」

			　隊長と思われる男は、そう話しかける。だがそれが自分にかけられた声だと分からなかった。相手の言葉の中に、明らかな相違があったからだ。

			　では誰に、と周囲を見渡す。するとその時、ゴブリンの死体がぐらりと揺れ、その下から何かが飛び出して森に向かい逃走した。

			「ぬ、まだ生き残りが……おった……か？」

			　そう声を発した瞬間、二つの違和感が湧き上がった。一つは、生き残りがゴブリンとは明らかに違う特徴をしていた事。

			「なんじゃ……これは」

			　そしてもう一つは、鈴のように響く可愛らしい声だ。

			　ダンブルフは正面に立つ隊長の、鏡のような鎧に映った自身の姿を前に呆然とする。

			　アルカイト術装騎士団の正式装備、鏡きょう明めい鎧がい。その鏡のように光を反射する表面は、もはや鏡そのものでもある。そこに映った自分の姿を見て、右手を動かし左手を動かす。すると一分の狂いもなく、隊長の鎧に映った少女は行動を模倣した。いや、もはや模倣というレベルではなく、同体だ。

			　そして、その少女の姿には見覚えがあった。

			　腰まである銀色の髪に、目端が吊り上がった気の強そうな碧の瞳、うっすらと紅が入った頬と小さな鼻にあどけなさの残る顔つき。ダンブルフの時に身に着けていた装備だけはそのままだったが、明らかに中身だけが変わってしまっている。

			　そう、その中身は理想の女性像として『化粧箱』で作り上げた少女の姿そのものだったのだ。

		

	

			２

			


			　どうしてこうなったと、脳内では目が覚める前の事を思い出すために全力で記憶を辿っていた。その間、心ここにあらずな少女の姿に隊長は困惑気味だ。

			　そこに、数人の部下が駆け寄り報告する。それは、先程ゴブリンの下から飛び出した魔物についてだ。どうやら、手傷は負わせたが素早くて仕留め損なったらしい。

			　隊長が追撃と捜索のために班を分ける指示を出す中、少女は自分の小さくなった両手を見つめていた。

			　鏡の鎧に映った姿は、あの時自分自身で生み出した理想の女性像そのものだ。

			　これはいったいどういう事か。作成はしたが完了はしていなかったはずだと、原因を記憶の井戸から引き上げていく。

			　キャンセルしてログアウト……。

			　そこまで思い出して行き詰まった。ログアウトする前だったかもしれない。その前に眠ってしまった気がする。更にはキャンセルする前だった気もする。

			　思い出せない当時の状況をなんとか捻り出そうとするが、朝食のコールを聞いてから先が霞みがかったようにハッキリとしない。

			　そう思考する最中、ある事を思い立ち腕輪型の端末を操作してメニューからステータス画面を開く。そこにはアバターの様々な情報が一覧で表示されている。

			　自分の名前、ダンブルフ・ガンダドア。そしてクラスである召喚術士と所属国、拠点。魔力はずば抜けているが、肉体的なところは一般的な術士に毛が生えた程度のステータス。それを補う装備による修正値。

			　見た限り記憶どおりで、特に問題は見当たらない。別のアバターでログインしてしまった訳でもなければ、消えた訳でもない。四年間を共にしたダンブルフ自身のステータスだ。

			　続いてステータス画面の次ページを表示すると、少女は希望が完全に失われた事に肩を落とし、うな垂れた。

			　賢者用に特注された装備が並ぶ一覧だ。どの装備も一品もので、アルカイト王国、銀の連塔の長であるエルダーになった時に国王から贈られた品である。そのどれもが生産において名が知れ渡った一流の職人であるプレイヤーに特注したもので、ダンブルフしか持ってはいない。

			　問題は、となりのアバター表示の方だ。自ら作り出した容姿の少女がステータス画面でそれらの装備を身に纏まとっていた。今までは、ここに渋いナイスガイ、ダンブルフが堂々とその姿を見せていたはずだった。

			　これはどういう事かと、少女は試しにローブの裾に手をかけて捲り上げるように脱いでみた。すると同時に、ステータス欄の装備箇所も『なし』に変わる。

			　ローブを片手で遊ばせながら露わになった身体を確かめると、肌に纏わり付くようにしなやかな銀色の髪がフワリと舞う。

			　小さな掌から少しこぼれる程度に膨らんだ乳房に、透き通るような白い肌。控え目な尻に、二本の程よい肉付きの脚が伸びる。その身体は正真正銘『化粧箱』で作った理想の結晶であった。

			


			[image: （脱ぎ始めたミラに驚く）]

			


			「おぉぉいぃ！　おいおいおい！　何してるんだ!?」

			　部下達への指示を済ませた隊長が、いつの間にか裸になっている少女に驚き声を上げた。そして大慌てで羽織っていた赤いマントを手に取り、少女の身体を隠すように被せる。周囲の騎士達の視線が、少女のあられもない姿に全て注がれたが、今は鋼の自制心を働かせ顔を逸らし沈黙を守っているようだ。

			「まったく、お嬢ちゃんも女ならそんなに肌を見せるものじゃないぞ。我が騎士団は誠実実直な者ばかりだから問題ないが、世界には油断出来ない者もいるからな」

			　何もそこまで過剰反応しなくてもいいだろうに。そう思ったが、同時にこの騎士達の反応を見ると皆プレイヤーなのかと感心する。それなりに名を上げて実力を付けたプレイヤーはＮＰＣノンプレイヤーキャラクターの従者を連れて歩く事が出来る。周りの騎士達は隊長の従者だと思っていたが、反応から見てどうやら違うらしい。ＮＰＣはこのような反応はしないはずなのだから。

			　余り信じたくはなく認めたくもないが、少女は今の状況を誠に遺憾ながら受け止める事にした。どこをどう間違えたのか、作成完了してしまっていたのだろうと。

			　きっとバージョンアップによる影響だ。そう結論付けると、また課金して『化粧箱』を買い直そうと考える。だが、五百円なのにまた千円課金しなければいけない。その事に少女は顔を顰しかめる。

			　マントの中でもぞもぞとローブを着直し、再びステータス画面を見ると、画面内のアバターも裸からローブ姿に戻った。

			「それは、操者の腕輪か。お嬢ちゃんは冒険者だったのだな」

			　返されたマントを羽織り直しながら、少女の腕を見た隊長が呟くように言う。

			　操者の腕輪。それは聞きなれない単語だった。隊長の視線の先から見ても端末の事を言っているのは間違いない。しかしわざわざ訊くまでもない事だ。これはプレイヤーなら誰もが持っているのだから、これだけで冒険者というのもおかしな話だと疑問が浮かぶ。

			　騎士団の隊長、しかも精鋭の術装騎士団ならば素人プレイヤーであるはずはない。いくらアルカイト王国が小さい国だろうとそれなりの物好きなプレイヤーが所属しているので、どうにもその発言に疑問を抱く。そもそも冒険者とはプレイヤーの事を指す言葉なのだから。

			「冒険者かと問われれば、当然そうじゃな」

			　腑ふに落ちないが、肯定する少女。なんとも慣れない自分の声。可愛らし過ぎる声色に、今までの口調が合わさりなんとも言えない感情が湧きおこる。

			　その言葉遣いは正式サービスが始まり、ダンブルフで冒険をするようになってからのものである。

			　やはり、威い厳げんのある見た目に合った口調にするべきだと、自らＲＰロールプレイを開始したのだ。そして四年経った今、ログイン中はもうこの口調が板に付いてしまい、自然と口に出るようになっていた。慣れとは恐ろしいもので世界観が優先されて、少女の姿になってしまっても、言葉遣いを変えようにも不可思議な違和感を覚えて、いきなり変える事が出来ないのだ。とはいえ、特に困るような事でもなかったため、口調を戻す努力は早々に放棄していた。

			「そうか、冒険者だったのか。お嬢さんのように強い冒険者の手を借りられるのはありがたい事だ。だが、先程の黒い騎士。見た事のない容貌であったが、なんの術だったのだ？」

			　隊長は少女の言葉に納得しながらも、その強さに興味を持ったようであった。特に少女の可憐な見た目に似つかわしくない、禍まが々まがしい気配を纏った黒騎士の正体にだ。

			「何と言われてものぅ。見てのとおり召喚術じゃろう」

			　言いながら【召喚術：ダークナイト】を発動すると、傍にはまた黒騎士が姿を現した。その圧倒的な威圧感に騎士達がどよめく中、隊長だけは興味深そうにそれを見つめていた。

			「召喚術……。これは見事な。そうか、武具精霊か。珍しいな」

			　自分の記憶と比べたのだろう、隊長は思案げな表情を一変させて、一回りも二回りも大きく雄大な黒騎士に舌を巻いた。

			　召喚術士が行使する精霊には、人々の作り出したものに宿る人工精霊や、自然界に宿る原初精霊などがある。

			　原初精霊の方が上位の存在となるが、人工精霊は人が作り出したものに宿るため、扱いやすく懐きやすい。戦う事を身上とする者に使われていた武具に宿った精霊は『ダークナイト』と呼ばれ、守るために戦う事を身上とした者に使われていた武具に宿った精霊は『ホーリーナイト』と呼ばれている。

			　武具精霊は下級召喚術に属するが、その使い勝手の良さから使い続けられたダークナイトは、上級召喚術に匹敵する程の剣闘士に昇華していた。とはいえ、召喚術の初歩である武具精霊召喚を珍しいなどとは変な事を言う隊長だと少女は思うが、確かに今時こんな下級召喚を使っている召喚術士は滅多にいないだろう。なので珍しいといえば珍しいといえる。

			「しかし、いつの間に依頼を出していたのだろうな。最近はこういった群れの出現が頻発しているのでありがたいのだが、話しておいて欲しいものだ」

			　隊長は少し不貞腐れたように呟くが、その表情は随分と嬉しそうな様子であった。それだけ、魔物の対応に忙しかったのだろう。だが、その言葉には引っかかるものがあった。まず一つ、魔物の群れは九賢者の当番制で充分に対応出来ていた。もう一つは頻発という程でもない発生件数だ。自分の番が回ってくるまで数ヶ月は空いている程度なのだから。

			「ふーむ、月に一度、多くても二度程度の事じゃろう。大した数ではないと思うがのぅ」

			　そう言いながらも、少女はどこか違和感を覚えていた。月に一度でも多いと思う者もいるかもしれないが、そういった事とは違うもっと根本的な相違点が自分と隊長の間にあるような、そんな違和感だ。

			「月に一度か。十年前ならばその程度であったが、今では月に最低でも三度は討伐任務が下っているからな」

			　隊長は、ダークナイトと自身の体格を見比べては子供のように落ち込みつつ、何気なくそう口にした。

			「十年前……じゃと？」

			　思わず繰り返したその一言は、明らかな相違点だった。

			「お嬢ちゃんも冒険者なら聞いた事はないか。十年前の空から飛来した魔族達との戦争、三神国防衛戦を。あの頃から魔物の群れの出現数が倍近くに跳ね上がったんだ」

			「三神国防衛戦とな……。聞き覚えがないのぅ」

			「知らないのか。うーむ、まあ十年前といえばお嬢ちゃんは二、三歳といったところだろうから無理もないのか」

			　隊長はそう言うが、アーク・アースオンラインでのゲーム内時間は現実の時間と同じに進む。つまり十年前となるとクローズドβすら始まっていないのである。

			　腕輪の端末を操作していつもどおりのメニューを開く。ＳＦ系のアニメや映画等で良く見るタイプの空間に浮かぶ画面は、本人にしか確認出来ない。他人からは空間を突付いているように見えるだけだ。

			　神妙な面持ちでメニューを操作する少女を、隊長は何を言うでもなく待つように見つめていた。

			　メニューから年表を選び表示される歴史は特にどうという事もない内容だった。だが、少女は言葉を忘れたようにただ一つの数字を凝視する。

			　それはもっとも新しい出来事が書かれていたところだ。

			　アーク暦二一四六年四月二十三日ミルストン王国に第二王子誕生。「アトルザード」と名付けられる。と、そうあった。

			　驚愕したのはその内容ではない。問題なのは年数の方だ。慌てて年表の右上に表示されている現在時刻を確認すると、アーク暦二一四六年五月十二日午後三時十二分となっていた。

			「一つ訊くが、今は何年何月何日じゃろうか？」

			「今か？　二一四六年五月十二日だな」

			　質問に返ってきた答えは、端末が認識している日付と一致し、故障ではないと証明した。

			　ゲームが始まったのはアーク暦二一一二年である。これはどう考えてもおかしな事だ。現実とゲームの時間は同時に進行しているという事をふまえると、これでは『今』より三十年は経っている事になってしまう。

			　しかも、少し年表を見直してみれば身に覚えのない歴史ばかりが並び、話にあった十年前、二一三六年六月二十四日には、確かに三神国防衛戦勃発とあった。

			　自分の銀髪を束ねて手に取り、それを鼻先に当てる。すると仄ほのかに甘い、バニラのような少女らしい匂いが、ふわりと香った。その髪を口に銜くわえれば、味はなくとも舌と唇は毛髪の一本一本を繊細に感じ取る。

			　記憶にあるＶＲ技術では、五感は研究段階だ。それなりには再現出来るものもあるとはいえ、ＶＲでの感じ方はせいぜい触れた事が分かる程度が限界である。もしこれ程の感覚を再現するバージョンアップがあったならば、それもしっかりと年表に表記されるはずであった。事実、過去に二回あったバージョンアップはしっかりと記載されている。しかし、つい昨日あったであろうバージョンアップについては一切触れられていなかった。ざっと過去を見返してもバージョンアップは記憶にある二回しか見当たらない。

			　現状はバージョンアップによる影響ではないのかと、疑問と同時に不安も浮かぶ。草の味や漂う匂いといった、味覚や嗅覚がはっきりと認識出来る今はなんなのだろうかと。

			　今の状況は、技術的に非現実過ぎであるが、実際に感じる五感は余りにも現実的過ぎていた。

			　ふとある仮説が頭をよぎる。しかしそれは到底ありえない。

			　メニューを閉じて顔を上げると、少女の奇行に困惑していた隊長と目が合う。

			「あーっと、そういえば挨拶がまだだったな。私はグライアだ。グライア・アストル。アルカイト王国術装騎士団一番隊隊長を任されている」

			　反射的とでもいった様子でそう自己紹介をした隊長のグライアは、少女に対して敬意を表し一礼する。

			「ところで、随分と凄腕の術士と見受けられたが、良ければお嬢ちゃんの名前を聞かせてもらえないだろうか」

			　顔を上げたグライアは、興味深げにそう言葉を続ける。

			　そこに違和感が生じた。

			　グライアの行為は、ごく自然な事だろう。初対面の相手に名乗る。そして気になる相手ならばその名を訊く。だがゲーム内ではどうだろうか。対象を調べれば視界に文字が投影され、相手の頭上に表示されるのが名前であるという常識がある。わざわざ名乗らずとも伝わり、訊かずとも分かるものだ。だがグライアは名乗り、あまつさえ凄腕という言葉では収まらぬであろう術士、アルカイト王国の賢者ダンブルフの名を尋ねたのだ。

			　慢心しているつもりはない。しかしアルカイト王国の精鋭であろう者が知らぬ名であるはずもない。それを不自然に感じた。

			「調べてみて分からぬか？」

			　ある仮定が脳裏をよぎり、試しとばかりに質問を返す。

			「うーむ……。お嬢ちゃん程の腕前ともなれば有名なのだろうが、無学ゆえ見覚えがない。すまない。誰か知っている者はいるか？」

			　グライアの問いかけに、誰もが首を横に振り、見た事はないと答える。

			「ふむ、なるほど、のぅ……」

			　プレイヤーの中には、相手の許可なく調べる事を失礼と考える者もいるらしい。調べてみろと言えば、そんなプレイヤーでも調べるだろう。容姿が変わり過ぎているとはいえ、調べればアルカイト王国で最重要人物の一人であるダンブルフだという事が分かる。しかしこれだけ人数がいるのに誰も分からないと言う。

			　そこで思いついた仮定は、ここにいる者達は調べるという事が出来ないのではないかというものであった。そしてそれは、返ってきた反応からして現実味を帯びる。

			　プレイヤーの常識が通じない相手で、その思考も大きく外れている。プレイヤーならば……というこの認識を改める必要があるのかもしれないと、少女は顎に手を当てて「ふーむ」と唸り始めた。

			　集めた情報を元に、仮説を組み上げていく。するとどうだろうか、一度はありえないとした説が徐々に輪郭を得ていく。

			「いやもう本当にすまない。我々は見てのとおり剣しか取り得がない者ばかりでな、冒険者には詳しくないんだ」

			　黙り込んだ少女の姿に、余程ショックを与えてしまったのかと勘違いしたグライアがフォローを入れる。騎士団の者達もどこか申し訳なさそうな表情をしていた。その様子は、しっかりとした意志を持ち、それでもプレイヤーではないのだと再認識するのに充分な要因となる。

			　リアルな五感に、ＮＰＣともプレイヤーともいえない者達。ここまで揃えばＶＲでこれだけの再現は不可能だとし、最初に立てたバージョンアップによる影響という説を撤回する。

			　するといよいよ、都市伝説めいた説が頭から離れなくなった。だが、それこそあるはずがないと一蹴しようとするも、現状からそれを完全に否定する事は出来なかった。

			　そう、これは現実であると。突拍子もない推察である。しかし、否定しきれるだけの根拠がないのも確かだ。

			　その時、ゲームであると証明出来る要素を思い出す。それは、ログアウトだ。ゲームを終了するためのコマンドである。

			（随分と混乱しておったようじゃ）

			　そう自嘲しながら、メニューのシステムという項目を開きログアウトを選択……しようとした。けれど出来なかった。それどころかシステムの項目自体がなくなっていたのだ。更には、フリーズした時のための強制終了コードすら受け付ける様子もなかった。

			　この事は大きな決定打といっても過言ではないだろう。

			　では果たしてこの世界は、自分の知る世界か否かという疑問が浮かぶ。

			「お主は、ダンブルフという者を知っておるか？」

			　判断するためにその質問を、時間的には過去の人物となる自分自身の名を少女は口にする。

			「もちろんじゃないか。ダンブルフ様を知らない者など、この国にはいないだろう」

			　そう、どこか誇らしげな顔でグライアは答えた。更に「なあ、皆」と続けると、騎士達も当たり前だと言わんばかりに大きく頷く。

			「そうか、知っておるのか」

			　この答えにより、ダンブルフという人物がいる、またはいたという事が分かる。次は、それが三十年前の自分か、まったくの同姓同名かだ。

			「その者がどのような人物か知っておるかのぅ？」

			　そう問いかけると、グライアは首を傾げる。

			「どのようなと言ってもな、さっきも言ったが知らない者などこの国にはいないぞ。ダンブルフ様といえば三十年ほど前『激動の時代』に活躍したこの国の英雄だ。銀の連塔のエルダーで、『軍勢のダンブルフ』と呼ばれ他国に恐れられていた召喚術の賢者様じゃないか」

			　当然だとばかりに語られた内容は、記憶と完全に一致するものであった。そして……厨二的な通り名まで継承されている事も判明した。

			「ほう……英雄とな」

			「そうだぞ、建国後の戦争では、敵軍の進行に耐え続け勝利のきっかけを作ったと言われ、エルダーで構成された小隊が敵陣営を混沌に陥れたという話もある。更には、今では使い手が限られる精錬技術の開発者であったり、強力な仙術も操っていたと聞くぞ。まあ、ダンブルフ様のみならず、賢者様の逸話は数多くあるがな」

			　グライアの語る出来事は記憶通りの歴史だった。戦争の事といい、セカンドクラスの仙術士や精錬もエルダーダンブルフが研究し編み出した技能だ。これはつまるところかつての自分、ダンブルフが英雄として今に伝わっているという事で間違いはないだろう。

			「ふーむ、なるほどのぅ。して、そのダンブルフの最期を知っておるか？」

			　最終判断の材料として、決定打となり得る質問を投げかける。

			「最期か……？　んーむ、死んだという話は聞いた事がないな……。そもそも三十年程前になるが、ある日、国境に現れた魔物を討伐しに行ったきりで、その後誰も姿を見た者がいないらしい。たかが魔物にダンブルフ様が負ける訳はないので、当時は国を挙げて捜索したらしいが、発見出来なかったという話がある」

			「……そうか、やはりそうであったか」

			　今日の記憶通りの答えが返ってきた。あの時より繋がっている。つまりここは同じ世界の三十年後であると確信するに足る要素だ。

			　ゲームから現実。それがどういう理屈かは分からないが、まずはそれで落ち着こうと一度思考を停止させた。

			　問題は、このまま正直にダンブルフであると名乗った場合だ。他国ではともかく所属国では有名な名前である。渋く威厳のある容姿で歴戦の召喚術士であり銀の連塔のエルダー。そして話によると現在では英雄だ。

			　そんな英雄が今はこんな……可憐な少女となっている。元の姿に戻った時の周りから向けられるであろう冷たい視線を想像すると、今置かれている計り知れない程の危機に、少女は身を震わせた。

			　結果は自ずと、誤魔化す以外に道はないと結論する。

			　グライア達は『調べる』事が出来ないようなのでそこを利用させてもらう。そう決定すると誰にも分からないように少女はほくそ笑んだ。それは完全に保身と栄誉のための悪知恵である。

			　三十年前にいなくなった英雄が少女となって現れても、すぐには信じられないだろうという建前。必死で説明をして信じさせたところで、どうしてそうなったのかと訊かれれば、理想の女性像を作ってにやついていましたなどと答える訳にもいかない。どう考えてもイメージに致命的な何かを与える事になるだろう。

			「さて、わしの名であったな。名はミラじゃ。まだ駆け出しゆえに、知らぬのも当然の事じゃよ」

			　ゆえに、口にした名はダンブルフではなく、自分の本名を適当に変換した偽名であった。

			　言いながら顎に手を当てるが、ダンブルフにはあった顎髭がないのでなんとも心許ない気分になり、少女ミラは先行きの不安を感じるのだった。

		

	

			３

			


			　アルカイト王国の国境付近に広がるミレーテの森。その間に広がる草原では炎が焚かれ、夥おびただしい数のゴブリンの死骸が騎士達の手によりその中に放り込まれていた。空に広がる煙はどす黒く、天に昇っているにもかかわらず、まるで地獄で蠢うごめく瘴しょう気きのようであった。

			「ミラ殿か、覚えておこう。しかし召喚術士とは、これ程のものだったのか」

			「この程度ならば当然じゃのぅ」

			　後始末を完全に部下に任せた術装騎士団の隊長グライアと、その死骸を量産しておいて同じく任せきりの元賢者ミラ。二人は、忙しなく働く騎士団の面々を尻目に話を続けていた。

			「いくらゴブリンといえど、あれだけの集団を一方的に蹂じゅう躙りん出来るだけの術をその歳で習得しているとなると、余程良い師がいたのだろうな」

			　グライアはそう言いながら、ミラのとなりで控えるダークナイトが手にする剣を凝視した。

			「ふむ、まぁそういったところじゃのぅ」

			　師などはいないがそういう事にしておこう。言い訳を考えるのが面倒なミラは、自信ありげな顔ですぐさま肯定する。するとその時、騎士の一人がグライアに駆け寄った。

			「報告します。逃走した魔物は未だ発見出来ず。追撃隊が一時帰還しました。捜索隊はなおも継続中です」

			「そうか。見覚えのない個体であったから気になるが、まあ仕方がないだろう。捜索は続けるとして、一時帰投するか」

			　報告を受けたグライアは、伝令を呼び寄せ指示を伝える。報告に来た騎士は、恐る恐るといった様子で、ダークナイトを観察している。

			「気になるか？　それは召喚術の武具精霊であるダークナイトだ」

			　グライアは、まるで自分の事のような口調で自信満々にそう言った。

			「召喚術ですか？　それはまた珍しいですね。武具精霊というのは話に聞いてはいましたが……これ程の威圧感があるとは思いませんでした」

			「うむ、私も驚いたよ」

			　二人がそんなやり取りをしている中、ミラはその会話にあったある点に注目する。

			　それは、召喚術を珍しいと言っていた事だ。確かに、人数でいえば少ない部類には入る。ちなみにもっとも多いのは聖術士だ。回復や補助の術を扱うクラスで、パーティでは必須なためプレイヤーの人気も高い。だからといって、召喚術は珍しいという程ではなかったはずである。

			　ゲームの頃、術士系クラスは選んだ時点で最低限のスキルは使えるようになっていた。

			　そして召喚術士の初期スキルは【契約の刻印】というものだ。これは、倒した精霊に使う事で自身の召喚精霊として使役出来るようにするというもので、なんの攻撃力も持たないスキルだった。そしてそれこそ召喚術士が上級者クラスと言われるゆえんで、後発の抑止となっていた原因でもある。

			　武具精霊をただ倒すだけならば難しい事ではない。知り合いに頼んだり傭兵でも雇えばいいだけだ。しかし、召喚精霊とするためには召喚術士自らが一人だけで、武具精霊の生命力を全て削らなくてはいけないという決まりがあった。

			　もちろんミラ、もといダンブルフも同じ道を通っている。大量の薬と大量の爆弾系アイテムを買い込み、『ユベラディウス古戦場』で武具精霊と二時間殴り合った末、やっとの事で契約したのだ。それがダークナイトであり、使い勝手もさることながら初の召喚精霊という事も相まって愛着も深く、長く付き合う相棒となった。

			　しかし、これは誰もがやれる事ではない。掲示板で基礎知識を漁った者はその難易度の高さから召喚術士を避ける傾向があったのだ。

			　とはいえ召喚術士もいない訳ではない。むしろダンブルフに憧れ召喚術士に作り直したり、掲示板で武勇伝を見て召喚術士を選ぶプレイヤーも少なからずいたのだ。

			　しかし騎士団の二人の会話は、何やら召喚術士の不人気さが再燃でもしたのではと不安にさせる内容だ。しかも、三十年も経過しているのなら、尚更ありえない話ではない。

			　三十年。決して短くない時間である。この間にいったいどれだけの事があったのだろうか。

			「ちと、教えて欲しい事があるのじゃが」

			　少しでも情報が欲しいと、騎士団の帰投準備が整うまでの間、ミラはグライアにいくつもの質問を投げかけるのだった。

			


			「ではな、気を付けて帰るのじゃぞ」

			「それはこっちのセリフだ、と言いたいところだがミラ殿の方が実力は上のようだからな。なんとも言えん」

			　グライアはそう言って大声で笑うと、右手を差し出した。

			「今回は随分と楽をさせてもらった。その腕を見込んで、今度は是非うちの下っ端どもをしごく手伝いをして欲しいものだ」

			「ふむ、では暇いとまが出来たら尋ねさせてもらうとしようかの」

			　ミラは冗談半分のグライアの手を握り返すと、楽しげに微笑んだ。

			「ああ、待ってるぞ」

			　そう言いグライア達は拠点に帰投していく。途中、騎士団達の悲壮に満ちた声が響き渡った。

			


			　ゴブリンの死骸を焼いた焦げ跡だけが残る草原の真っただ中で、ミラは得られた情報を整理する。

			　グライアは一つ一つの問いに、懇切丁寧に答えてくれた。その結果得た情報は、主にアルカイト王国の現状である。

			　国の守りの要である九人の賢者が務めるエルダーのうち八人が不在で、代理が各塔を仕切っているという事。つまり三十年前に姿を消したのはダンブルフだけではないという事実だ。

			　ダンブルフ失踪から一年も経たずに全てのエルダーが銀の連塔よりいなくなったというのだ。だが幸いな事に、そのうちの一人であるマスターウィザード『天災のルミナリア』が失踪から十年後に突如として帰還したという話だ。

			　エルダーの失踪については国の上層部で秘密裏にされていたが、ルミナリアの進言に基づきエルダー消失事件として公式に発表された。今でもエルダー達の補佐官や塔の研究員の中でも特に有能だった者がエルダー代行を務めているが、やはり前任との格の違いは大きく、その責務を担う事には限界が来ているようだ。

			　エルダールミナリア。ミラにとって馴染み深い名である。

			　正式サービス開始当時より同じ術士系クラスとして切せっ磋さ琢たく磨まし合った親友の一人だ。

			　薔ば薇らのように鮮やかな真紅のロングヘアーに意志の強さを感じさせる目鼻立ち、モデルの如き長身と豊かな胸といった見た目。それは誰もが視線を注ぐ見栄えのある容姿であった。男の妄執を具現化した存在、それがミラの知るルミナリアだ。そして中の人は男だったため、男同士気兼ねなく猥談が出来るのだが、話中にどうにもその姿に違和感を覚えたのは記憶に新しい。

			　三十年前に姿を消したという状況はダンブルフと同じだ。つまりプレイヤーであるルミナリアが、プレイヤーであるダンブルフと同時期に姿を消したが、再び姿を現した。

			　時期は違うがダンブルフも姿を消したあとに再び現れたといっていいだろう。見た目は変わってしまっているが。

			　ミラの脳裏で、次に向かうところが決定する。自分と同じ状況のルミナリアは、ミラの知っている人物でありプレイヤーである可能性が高いからだ。話せば何か現状について分かるかもしれない。

			　目的地は、アルカイト王国天魔都市『シルバーホーン』、大陸全ての術法が集まる地だ。

			


			　草原から林道に入り、シルバーホーンに向けて歩いていると、梢の隙間から覗く青空に朱が混じり始める。空間に浮かび上がるメニューから現在時刻を確認すると午後五時を過ぎたところだ。

			　記憶どおりならばシルバーホーンまでの距離は草原から歩いて一時間程だが、まだ道程の半分も来ていない。それは単純にミラが寄り道ばかりしていたせいだ。花の蜜を吸う蝶を興味深げにじっくりと観察したり、地面を掘り返して出てきたミミズに顔を引きつらせたりといった具合にである。ゲームでは味わえなかった臨場感に好奇心が刺激されてしまうせいだ。

			　ミラはメニューを閉じる際に、アイテムボックスに入れっぱなしだったアップルパイを思い出した。丁度小腹が空いていたと、アイコンに指先で触れれば、手品のようにそれが掌に現れた。

			　ミラは目を細め凝視する。そのアップルパイは既にアイテムボックスに入れて一週間は経っている代物だ。現在の表記に従うと三十年前に購入したものだったが、見た目に異常は見当たらない。

			　少し躊ちゅう躇ちょしつつも小さな鼻の先を近づけてみると、バニラの甘い香りが鼻び腔くうに広がり、同時にお腹がきゅるりと音を立てる。

			　ミラは意を決し口を大きく開けてアップルパイに齧かじり付く。同時にサクサクの食感とリンゴの酸味と甘みが口内を満たし、味覚をはっきりと刺激した。

			　ならばと再びアイテムボックスを開くと、今度はアップルオレを取り出す。それは術士系クラスならば誰もが常備しているといっても過言ではない御用達アイテム、魔力の源であるマナの回復速度を高める効果のあるミルクにリンゴを加えたドリンクだ。

			　リンゴのほのかな甘い香りが漂う、黄色がかった白い液体に口を付ける。

			「うまいのぅ……」

			　思わず感想が漏れる。口にした二つの食料は、食感といい味といい喉越しといいなんの問題もない。それどころか今までアップルパイというものを食べた事がなかったミラだが、これ程美味しかったのかと初めての味覚に感動すら覚えた。アップルオレなどは現実では見た事もない代物だったが、甘みといい風味といい、ミラの好みの味だ。

			　ミラは「ふぅ」と吐息を漏らすと、空を仰ぎゆっくりと流れていく雲を眺め全身で世界を感じる。

			　髪を揺らす風の感触や鼻先をくすぐる蒼あおの香りと、運動に比例して訪れる適度な疲労感。そしてアップルパイとアップルオレの美味しさ。

			　否応なしに伝わる多種多様な現実感。これだけの状況証拠が揃った今、慎重に現状を把握しようとすればする程、現実以外には考えられなくなってくる。

			　そこでミラは一先ずの答えを出す。

			　ここは現実であるという事を前提として行動していこうというものだ。たとえ違ったとしても、それはただの笑い話になるだけ。ならば問題ない。しかし、現実であった場合に意識せずにいると、何か取り返しのつかない事になってしまうかもしれない。死んだら本当に死んでしまうかもしれず、殺したら二度と起き上がらないかもしれない。危機に陥っている人を見捨てたら寝覚めの悪い結末が待っているかもしれない。

			　まずはこの世界に生きる一人の人間として、何かを知っていそうなルミナリアに早く会おうと、林道の先へと視線を戻し歩を進める。

			


			　暫くして、ミラの目の前にそれは姿を現した。

			　灰色の身体と、獰どう猛もうな目。鋭く突き出た犬歯からは涎よだれが滴り落ちる。低く唸り声を上げて獲物にゆっくりと近づいていくその姿にミラは見覚えがあった。

			　サーベルドッグと呼ばれる、初心者の最初のハードルとなるモンスターだ。

			　周辺はこのサーベルドッグの縄張りだった。周りには誰もおらず、か弱い少女がたった一人で街から遠く離れた林道を歩く。これはもはや自殺行為とも思えるほどの愚行だ。

			　誰であろうと、ミラの実力を見た目だけでは判断出来ないだろう。せいぜいローブ姿から術士であろうという事までしか推察は出来ない。しかし術士であろうとまだ発展途上中の少女、通りかかった冒険者がいたら十中八九がその間に飛び込む状況である。

			　サーベルドッグの目にもそう映ったのだろう。その小さな体たい躯くから弱者であると判断したのだ。

			　サーベルドッグの体長は優に一メートルを超えており、大人でも用意がなければ危険な相手だ。

			　目に殺気を浮かべた狩人が、折角の獲物を逃がすまいと慎重に間合いを詰めていく。

			　そんな相手にミラは右手を突き出した。そして今までと同じ感覚でスキルを使用した瞬間、サーベルドッグの瞳は瞬く間に恐怖の色に染まる。だが次の時にはその身体は何かが衝突したかのようにひしゃげて後方の木々に赤い大輪の花を咲かせた。

			　ゲームにおいて、サーベルドッグは下級モンスターの上位に位置する程度、つまりゴブリンの集団よりも容易く相手にできる存在だ。ミラがしたのは、セカンドクラスである仙術士の初期仙術【仙術 天：衝波】だった。ただ前方に衝撃波を飛ばして攻撃する術だが、ミラ程の術士が行使すると小さな命ならば軽く消し飛んでしまう術となる。

			「問題なさそうじゃな」

			　ミラは召喚術は使えたので、実験とばかりに仙術を使用してみただけだ。そしてその実験は、今までのゲームと同じ感覚でスキルを使用出来るという確信を与えた。

			　こうして降りかかる火の粉を大雑把に払ったミラは、振り返る事もなく先を急いだ。

		

	

			４

			


			　日が沈み、空には無数の星が輝いている。ゲーム中に見ていた夜空と変わらず、都会暮らしの者なら思わず感嘆の吐息が漏れてしまうであろう光景だ。

			　ようやく目的地の街シルバーホーンに到着したミラは、門番にご苦労と手を振りながら門を通り、その街の変わり様に一瞬惚ける。

			　だがそれは無理もない事だ。街を囲う壁は高く大きく成長し、ミラの記憶にあった街の規模の三倍は軽く超えていたからだ。唯一、中央に聳そびえる街の象徴である九本の塔、通称『銀の連塔』だけが、この大都市をシルバーホーンであると証明している。

			「三十年も経ってるとなれば当然じゃのぅ」

			　ミラは自分を納得させるのが最優先としてそう呟いた。

			　ミラは入り口から遠くなった塔を目指して、仕事帰りの住民が行き交う大通りを溜息交じりに突き進む。

			　月の灯りと街灯の作り出す火の揺らめきに照らされたミラの姿は、幼い顔立ちとも相まって場違いな存在として人々の目に留まる。

			　そして本人は気付いていないがミラを視界に捉えた者は、夜遅くに出歩く少女を心配して声をかけようとしたり、その蟲こ惑わく的てきな美しさに目を奪われたりと、様々な反応をみせている。

			　それも仕方ないのかもしれない。ミラの容姿というのは理想の女性像という名目で創り出しただけあって思わず息を呑むものであった。もちろん製作者本人と同じか、それと似たような性質の持ち主相手ではあったが。

			　きっと昼に別れた騎士達は、良く見み惚とれずに耐え抜いたものだと一部の者から称賛される事だろう。

			


			　大通りを突き当たりまで進むと、四メートル程の高さの壁と大きな門が行く手を遮る。その奥には月の光に照らされて堂々と浮かび上がる銀の連塔の姿があった。見上げた首が痛くなりそうな高さである。

			　銀の連塔の敷地内へ入るには、この大きな門を通らなければいけない。しかしこの門には、部外者の立ち入りを禁止するために特殊な認証術がかけられている。

			　入るには、銀の連塔の管理局から発行してもらう回数制限のある通行証か、塔の研究者である事を証明する銀鍵シルバーキー、それか塔の最高位エルダーである事を証明する九本の杖が刻まれた塔鍵マスターキーが必要となる。

			　この門があるため、見張りなどは必要なく、塔の前に人はほとんど見当たらない。

			　もっともエルダーであるミラにとっては、なんの障害にもなり得ない……はずであった。

			　しかしミラがいつもどおりに門の前に進み出ると、すぐに異変に気付く。

			　これまでは、近づくだけで自動ドアのように開いていた門だったが、今はなんの反応もしないのだ。同じ感覚で進もうとしたミラは門にぶつかりそうになって慌てて後ずさった。

			「どういう事じゃ？」

			　ミラは、門を見上げながらその前をうろうろと歩き、飛んだり跳ねたり遠ざかったり近づいたりを繰り返す。しかし門は、道化を笑わぬ可愛げのない子供のように、口を閉じたままミラを見下ろしている。

			「おかしいのぉ」

			　またも呟いたミラは、門について記憶を辿った。通行証、銀鍵シルバーキー、そして塔鍵マスターキー。召喚術の塔のエルダーである自分が持つのは当然、塔鍵マスターキー。そう思い出してアイテムボックスを開き、特別なアイテムが収められた欄を表示する。

			　いくつか並ぶアイテムアイコンの中に塔鍵マスターキーがある事を確認したミラは、それを取り出してみた。鍵といっても差し込んで捻るタイプではなく、カードの形をしている。銀色の下地には九本の塔が刻まれ、そのうちの一本が金色に輝く。この輝いている塔がどこの塔鍵マスターキーであるかを示している。

			　鍵に問題は見当たらない。ならばどういう事かと、ミラが指先で弄いじるようにしながら顎に手を当てていると、なんの脈絡もなく突如として門が開いた。

			「これは……、ほほう、なるほどのぅ」

			　塔鍵マスターキーをアイテムボックスに戻すと門が閉まる。再び取り出すと開く。今まではアイテムボックスに入っていれば有効だったが、どうやら出さないと認識されないらしい。ミラはそれに気が付くと何度かそれを繰り返し、意趣返しとばかりに門を弄もてあそんだ。

			　少し勝手が変わっていて戸惑ったが、分かってしまえば問題はない。ミラは門を通り抜けると、手にした塔鍵マスターキーをアイテムボックスに放り込んだ。

			　敷地内には芝生が広がり、まばらに見える研究員が塔から出たり入ったりと忙しなく歩き回っていた。時間は終業時刻をとっくに過ぎているが、塔の研究員達は気にしている様子はない。

			　ミラは自分の知っている時代から三十年も経っているのだから、どうなっているかと少し不安に思っていた。しかしここはまったく変わっていなかったので、術士というのはいつの時代も盲目的だなと、呆れ半分安心半分に溜息をついた。

			　広い敷地に円を描くように配置された長大な九つの塔は、正面から時計回りに『魔術の塔』『聖術の塔』『陰陽術の塔』『退魔術の塔』『召喚術の塔』『死霊術の塔』『仙術の塔』『降魔術の塔』『無形術の塔』と並んでいる。

			　グライアの言っていたルミナリアは魔術を極めたエルダーだ。つまりいるとすれば賢者の部屋と呼ばれる魔術の塔最上階が妥当だろう。

			　ミラは正面の塔に向かって歩き出す。途中で何人かの術士がミラの姿を目に留めては、はてと首を傾げていた。

			　塔の門に鍵などは必要なく、ミラはそのまま中へと入る。

			　内部は完全な吹き抜けとなっており、開放感のあるその塔は、ドーナツ型の施設を上に上にと積み上げていった結果このような形になった。そして螺ら旋せん階段が全ての階を繋ぎながら上へと続いていく。

			　人が増える度に増築を繰り返し、気付けば三十階にも到達した。流石にこの高さを階段だけで上るのは時間がかかるという理由から、無形術を応用して塔の中心にエレベーターを作ったのだ。

			　無形術は、習得方法に一連性がなく、特殊な効果を持つものが多い。プレイヤーの工夫次第で灯りや動力など、様々に利用出来る術種だ。塔のエレベーターもプレイヤーが知恵を出し合った成果である。

			　そう、この塔はプレイヤー達で建てたのだ。

			　それというのも、サービス開始からまだ間もない頃。術の習得方法が確立していなかった時代にまで遡る。

			　どのプレイヤーもゲーム開始時には三つの国から一つを選びスタートする。その国は初期三国と呼ばれているが、一定のランクに達すると国を出なければいけないという制約があった。前提として、国に所属していないプレイヤーには様々な制限がかかり、国の恩恵も受ける事が出来なくなってしまうというのがある。

			　まず、死亡によるアイテムボックス内の全アイテムロストという極悪な戦闘不能時のペナルティが発生する。更に、強衰すい弱じゃく状態となり丸一日はまともに戦闘が出来ず、国境を越える際にも、安くない通行料がかかるようになる。

			　国に所属していればアイテムロストもせず、衰弱も自国で休息すれば数分で回復、通行料はお駄賃程度、そして自国の施設を無料で使う事が出来るなど恩恵は充実している。

			　だが、もちろん良い事ばかりではなく、ちゃんと国民税というのが発生するが、それでもやはり国に所属する魅力は大きかった。にもかかわらず強制的に国を追い出されるその鬼のような仕様に、最初は皆様々な反応を示していたが、次第にアーク・アースオンラインならしょうがないな、という風潮に変わっていく。

			　しかし、そんな根無し草が常識として納得したところで最初の建国者が現れる。これにより、初期三国から出たあとにも、国に所属する恩恵を受けられる事が可能になったのだ。そして時代は建国ラッシュを迎えると同時に、領土を巡る戦争が頻繁に勃発する時代へ突入する。

			　国主となったプレイヤーは、傭兵として活躍するプレイヤーを高報酬で雇い、国民として国に所属するプレイヤーもまた戦争に参加する。

			　プレイヤーはそれなりにゲームをやり込んでいれば、一人でもＮＰＣの兵士十人分くらいの活躍は出来る実力にはなる。

			　大国ともなれば国民プレイヤーも増える。そこから更に大金を積み上げ沢山の上位プレイヤーを囲い込めば、容易たやすく戦争に勝ててしまう。そんな状況が大陸中で蔓延し、次第に問題視され始めた。

			　そして大国と小国の差が大きくなると、建国した直後の小国に攻め込み属国にするなどという事態が発生し、新規が近寄り難い世界となり始めたのだ。

			　そんな無秩序となった世界において、国主を務めるプレイヤー達が一堂に会し一つの条約が締結される事となる。

			『国力ランク制』

			　そう呼ばれた国家間条約は、国の領土や経済力、軍事力などを五段階で格付けを行い、それに基づいて戦争に参加出来るプレイヤーの数を制限するというものであった。

			　この条約の一番の特徴は、戦争時の最大プレイヤー参加人数はランクの低い国を基準とし、参戦出来るプレイヤーはランダムで選出されるというものだ。

			　これには国民枠と、傭兵枠というものがあり、最大参加人数の七割は国民でなければならないという制限がかかる。

			　これによりプレイヤー同士の戦力が均衡しやすくなり、ＮＰＣの兵士の存在価値が上がると同時に、プレイヤー個人の実力が大きく戦況を左右する状況を作り出した。

			　だが問題もあった。当時術士を選んだプレイヤーは最初から習得している術しか使用出来ず、パーティを組んでも序盤ならばともかく、初心者を脱する頃には足手まといにしかならない時代である。

			　術士はハズレクラスという常識があり、この条約によりほとんどの術士は完全に居場所を失ってしまったのだ。貴重な国民枠にＮＰＣの兵士五人分にも満たない術士プレイヤーが選出されてしまっては、勝てる戦も勝てなくなってしまうからだ。

			　こうして術士プレイヤーの迫害が水面下で進行していった。

			　大陸南東にあるアルカイト王国は、そんな戦乱の中で生まれた小国だった。条約の中には、建国から四ヶ月以内の国に戦争を仕掛ける事を禁止するという項目も含まれていたため、すぐに戦争に巻き込まれる事はない。しかし、周囲には大国とまではいかないが、小中多数の国があり、そのままでは格好の餌え食じきとなるだろう。

			　しかし、国の命運は尽きなかった。アルカイト王国国王ソロモンとダンブルフは、オープンβからの友人だったからだ。

			　術士の立ち位置が微妙であった時、それでもダンブルフを自国に誘ったのがソロモンだ。

			　それからというもの、どこからか術士を受け入れてくれる国があると聞きつけた術士プレイヤーは、次々とアルカイト王国に民権を求めて集まってきた。

			　ソロモンというプレイヤーは、ずっとダンブルフを見ていたため、術士プレイヤーの苦労も知っており、それゆえの向上心も把握している。

			　ゆえにソロモンが集まってきた全ての術士を受け入れると、ある面白い現象が起き始める。

			　それは、仲間意識を持った術士同士の情報交換だ。ただでさえ分かり辛い術の習得方法。誰も知らない術を発見すればそれは自分の絶対的な優位性となる。情報が高値で売れる時代だ。

			　だが、ここに集まった仲間達はその術の習得法や効果を教え合ったのだ。

			　ソロモン自身は戦争については諦めていたのだが、国民は諦めていなかった。国を追われた自分達を受け入れてくれたアルカイト王国の役に立ちたいと、術士は自身の優位性を捨てて個でなく全としての強さを求め力を合わせた。

			　ソロモンはそこに勝機を見出した。

			　領土の一部を術研究のために貸し与えると、集まった術士はそこに術の種類ごとに九つの施設を建造する。これがのちの銀の連塔の原形であり、小さな国であるアルカイト王国に大国の侵攻すら阻む最高戦力となる集団が誕生した瞬間だった。

			


			　この世界では、もう三十年以上も前の出来事である。感慨に耽ると、ミラはそのままエレベーターに足を踏み入れ最上階である賢者の部屋を目指す。

			　このエレベーターというのは、現実のエレベーターとは違い、透明なチューブの中を魔法陣の描かれた薄い円石が浮き沈みするというものだ。階ごとにエレベーターまで通路が伸び、見上げると立てた魚の骨のように見える様子から、フィッシュボーン式エレベーターと呼ばれるようになったのも、また三十年以上も前の出来事だ。

		

	

			５

			


			　魔術の塔最上階、賢者の部屋と呼ばれるそのフロアはエルダーの私室と研究室、執務室、そして補佐官室に分かれている。

			　エレベーターの前後を塞いだ透明なフィルターが上下に開くと、ミラは正面の方から降りる。半透明なチューブの通路を渡り円状の廊下へ出れば、目の前の扉が研究室だ。

			「おい、ルミナリア。おらぬかー。返事せーい！」

			　ミラは小さく拳を作り扉を連打する。すると塔の廊下には、少女の鈴のような声と限界を超えそうな扉の悲鳴が響き渡った。

			　ルミナリアという人物はエルダーとなった時から、ログイン中には研究室に引き篭もっている事が多かった。つまり一番いる確率が高いのが、この場所なのだ。

			　そのため、ミラはすぐに研究室の扉を叩いたのだが「加減しろ加減を！」とルミナリアが扉を開き蹴りを放つという、いつものお約束がないので拳を止めて耳を澄ませる。

			「留守かー？」

			　稀まれに留守の時は近くの森で、近寄り難い実験を行っている事がほとんどだ。

			（空気の読めん奴じゃな）

			　ミラは心の中で一人ごちると、顎に手を当ててどうしたものか思案する。

			


			「どなたかしら？」

			　扉の前を右往左往しながら、塔の主が帰って来るまでここで待とうかとミラが思い始めた時、不意に後方から落ち着いた女性の声がかけられる。その声にミラは聞き覚えがあった。

			　振り返ると、いかにも秘書といった出で立ちをした、メガネが似合う金髪セミロングの美女が青い瞳を向けて、怪け訝げんそうな表情でミラを見つめていた。

			「おお、久しいなリタリア。ルミナリアはどこに行ったか知っておるか？」

			　ミラがリタリアと呼んだ美女は、エルダー付きの補佐官である。

			　エルダーとなった者にはその研究や雑務を補佐するためのＮＰＣが国から派遣されている。つまり、リタリアはルミナリア付きの補佐官という事だ。

			　そして彼女はエルフという種族でもある。長命種であり、とても長い期間にわたりその美しさを保ち続けるので、人によっては夢のような種族に見えるだろう。

			　しかし、アーク・アースオンラインではプレイヤーは人間以外の種族を選ぶ事が出来なかったため、ＮＰＣ専用の種族となっている。他にもドワーフや小人、セイレーン、狼男に巨人といった有名どころや、猫耳と尻尾以外は人と変わらないメオウ族や、屈強な身体を持つガリディア族など、多様な種族がＮＰＣとして存在している。

			「貴女は何者ですか？　この階へ上がるにはエレベーターで来る他ないですし、最上階への行き方は一部の者しか知らないはずですわ」

			　張り詰めた空気を纏まとわせると、リタリアの瞳は警戒の色を濃く湛える。

			「じゃからわしは……っと。そうであったな……」

			　ミラは今、かつての荘厳なる姿ではなく少女だった事を思い出す。誰かと聞くという事は、リタリアもまた「調べる」事は出来ないという訳だ。

			　ダンブルフと名乗ったところで信じてもらえる保証はない。それ以前に本来の自分を知っているであろう者に、あの雄大なるダンブルフともあろう者が、こんな少女の姿になって楽しんでいるような奴という目で見られるのは何よりも耐え難い事だった。

			　しかしそれはルミナリア相手に限れば些細な事でもある。

			　何よりもまずルミナリア自身が「そういう事」を誰よりも楽しんでいて、その姿を数え切れないほど目の当たりにしてきたミラにしてみれば、自身の状態など可愛いものだと自信を持って言える。

			　だが現状は、ちょっとした想定外だ。

			　ミラはリタリアに言われ、今更ながらそうだったなとエレベーターの操作について思い出す。それはにわかファンが押しかけないように施された、最上階に行くための特殊な手順の事である。

			　もちろんエルダーであるミラも知っている。ゆえにここまで来たが、それはリタリアにしてみれば目の前の少女がなぜこの階まで来られたのかと疑問に思う理由にもなる。

			　自分の正体を明かさないまま、賢者の部屋を見学に来た通りすがりの召喚術士では通じないだろう。

			


			　ならばと顎を指先でなぞりながら知恵を巡らせるミラ。決して自身の正体を知られる事なく、かつエレベーターの仕掛けを知っていてこの場にいる事を正当化出来、今後もそれなりに自由に出入り出来そうな都合のいい言い訳を考える。

			　すると、一つの妙案がふと浮かんだ。

			「お主、ダンブルフを知っておるか？」

			　ミラはそう切り出すと、自信ありげな笑みを浮かべてリタリアを見上げる。

			「当然存じておりますわ。召喚術の塔のエルダー様でしょう！」

			　そう即答したリタリアの声は少しだけ弾んでいた。

			「ああそうじゃ。わしはの、そのダンブルフの弟子なのじゃよ。師からルミナリア……殿にいくつか伝言を言付かっておってな、それを伝えに来たところじゃ」

			　ミラは表情一つ崩さずに嘘八百を並べながらも、内心はらはらとしながらリタリアの様子を探る。

			「ダンブルフ様の……!?　それならば確かに……。いえ、しかしダンブルフ様に貴女のようなお弟子様がいるなどとは聞いた事がございませんわ」

			　名乗った途端にリタリアの表情は明らかな動揺の色を覗かせた。三十年前から行方不明らしい人物の弟子だというのだから、当然といえば当然だ。

			「それはそうじゃろう。三十年前に姿を消したあとに弟子になったのじゃからな」

			「姿を消したあとですって!?　でしたら、ダンブルフ様はこの国に戻って来ていらっしゃるんですの!?」

			　食いつくかのようにミラに迫り、瞳を輝かせるリタリア。その勢いで、ミラの表情に若干綻びが表れる。

			「ああ、そうじゃ。じゃがゆえあって今は動けぬ状態でな。それでわしが代わりに来たという訳なのじゃよ」

			「そうですか。ダンブルフ様が……。ですが、動けない状態というのはいったいどのような状況ですの？」

			「あー……うむ、そうじゃのぅ」

			　完全な思いつきだったので、詳細を聞かれて困るミラだったが、一つ適当な言い訳を思いつく。それは自分がまだダンブルフだった頃に良くやっていた行動だ。この世界が、今までの歴史を引き継いでいるのならば通じるかもしれない。

			「新しい召喚精霊を育てるために、幻獣の街に引き篭もっておるのじゃよ」

			　果たして通用するだろうかと、ミラは少し不安げに言った。

			「……また新しい召喚精霊を。流石ダンブルフ様ですわ。時折いなくなったかと思えば幻獣の街で精霊の鍛錬と、そんなところもお変わりないのですね。それならば動けないのもしょうがありませんわ。ああ、ダンブルフ様。早くお顔を見たいですわ」

			　苦し紛れの言い訳だったが、その話の内容からリタリアは納得がいったように頷いた。どうやらかつての自分の行動が、しっかりとこの世界には記憶として残っていたのだとミラは確信も得る事が出来た。

			　幻獣の街。そこはプレイヤーにとっては有名な狩場であった。

			　街といっても誰かが住んでいる訳ではなく、そこは古代の街の廃墟で多種多様なモンスターや幻獣といった類たぐいのものが跋ばっ扈こするフィールドの一つだ。ここではモンスターを倒せば倒すほど、太古より街に宿っている祝福を得る事が出来、成長速度や回復速度、敵のレアアイテムのドロップ率などが上昇していくという特性があった。出現する敵も幅広く、高ランクのプレイヤーには定番の狩場だ。

			　問題は一度街を出ると祝福もリセットされてしまう事である。なので幻獣の街で狩りをするならば、気合を入れて大量のアイテムを買い込み限界まで篭もり続けるというのがプレイヤー間での常識となっていた。

			「あー、そういう事じゃ。してルミナリア……殿は」

			　軽いトリップ状態のリタリアに、今が好機だとミラが訊く。

			「そうでしたわね。現在、ルミナリア様は…………。いえいえいえ……いけません、いけませんわ。確かにダンブルフ様らしいといえばらしいですが、それだけではダンブルフ様を良く知る者が弟子である事を騙かたっているだけとも考えられますわ。何か証拠となるものはございませんの？」

			　リタリアは、かつてルミナリアと共に国を支えたダンブルフの事を、尊敬を通り越し崇拝していた。ダンブルフの存命をほのめかすような言葉に光明を得て、表情を爛らん々らんとさせていたが慌てて取り繕うと、まだそれが真実かどうかを確認する事が先決である事を告げた。

			「証拠か。ふーむ……、これが分かりやすいかのぅ」

			　少し考えたあと、証拠となりそうなダンブルフしか持っていないものを、ミラはアイテムボックスから取り出す。もちろんそれは九本の杖が刻まれた銀のカード、塔鍵マスターキーだ。

			「こちらは……召喚術の塔の塔鍵マスターキーですわね！　では、やはり貴女はダンブルフ様の……。お名前をお聞かせしてもらってもよろしいかしら」

			　塔鍵マスターキーが召喚術の塔のものだと確認したリタリアは、途端に笑顔を咲かせた。

			「わしはミラじゃ。リタリア、お主の事は師より聞いておるぞ。して、ルミナリア殿はここにはおらぬのか？」

			「はい、現在ルミナリア様はルナティックレイクへと出かけていますわ。明日まではお戻りにならないでしょう」

			「うーむ、そうであったか。ならば仕方がないのぅ。出直すとしよう」

			　いないのならば、どうにもならない。今からルナティックレイクに向かうのも面倒だと思ったミラは、明日になれば帰ってくるのなら、またその時来れば良いだろうと結論付ける。

			「そうですわ！　もう夜ですし、わたくしの部屋にいらっしゃいませんか。よろしければルミナリア様がお帰りになるまで泊まっていくのも良いかと思いますわ。それで出来ればダンブルフ様の事について色々とお聞かせ下さいませ！」

			　急に獲物を狙う猫のような表情で迫るリタリア。反射的に勢い良く後ずさったミラは背後のドアが背中に当たると、視線を逸らしながら表情を引きつらせた。

			　リタリアにしてみれば、ダンブルフについての話を聞きたいだけなのだが、それはミラにしてみれば付け焼刃の言い訳となる。どこでボロが出るか分からないような話を長引かせるのは得策ではない。

			「いや、他にも用事を受けておってな。また明日出直させてもらおう」

			　ミラは迷う事なくそう口にする。早々に退散するのが今は最善の選択だ。

			「ああ、そんな……。今夜といわず今少しだけでもいいですわ。ミラ様、三十年前に何があったのか聞いてはいませんか、ダンブルフ様は今まで何をなさっていたのかお聞かせ下さいませー」

			「それもまた今度じゃ。師に言付かった用事が先じゃからなっ」

			　追いすがるリタリアを引き剥がすと、ミラは飛び込むようにエレベーターに乗り込み一階へ下りていった。

			　ミラは今回のようないざという時のために、それなりに通る言い訳を作っておこうと考えた。

			　自分の言った事に若干の後悔を残しつつ見上げてみると、透明なチューブに張り付くようにしているリタリアのその豹変した姿に、大きく溜息をついた。

			「もっと知的な印象じゃったがのぅ」

			　ミラがＮＰＣとして知っているリタリアは、あのような行動をする性格ではなかった。もっとデキル秘書、といった印象だったのだ。三十年という月日のせいか、こっちが素なのか。ミラは苦笑しながら顎に手を添え通り過ぎていく各階を眺めていた。

			　十数秒ほどで一階に到着すると、気合を入れ直すついでに「がんばるのじゃぞー」とすれ違いざまに研究員達にエールを送る。

			　ミラにしてみればダンブルフの頃の癖のようなものだったが、唐突にすれ違った少女からの声援に、見覚えはないながらも今日は徹夜でがんばろうと気合を入れる研究員が数名いたというのは、ミラのあずかり知らぬところだ。

			　魔術の塔を出たミラは、そのまま召喚術の塔へと入る。明日になればルミナリアは帰ってくるのだが、それまでに自分で確認しておきたい事があるのだ。リタリアに言った用事があるというのはあながち嘘でもない。

			　その用事とは拠点として使っていた賢者の部屋の確認だ。前と変わらずに使えれば、そこで一夜を明かす事も出来るだろう。

			


			　召喚術の塔の中は魔術の塔と同じ構造で、静まり返った内部は無形術による光が揺らめき昼のように明るい。ミラは眩しさに少し目を細めると、あとで光量の調整でもしようかと思案しながらエレベーターを操作し、最上階へと向かう。

			　途中、通り過ぎる各階は魔術の塔と違い、研究員が見当たらず閑散としていた。その光景にミラは、召喚術が珍しいと言っていた騎士の言葉を思い出す。

			　召喚術士の人数が明らかに減っている。そう実感したミラは、引退した仲間を見送った時のような、どこかやるせない気持ちになるのだった。

		

	

			６

			


			　召喚術の塔最上階。魔術の塔と同じ造りの廊下はそれぞれの部屋の配置も同じで、ミラは迷う事なく私室の前に向かう。

			　赤い絨じゅう毯たんが敷かれた廊下には、ダークナイトに似た黒い甲かっ冑ちゅうが飾られている。ダンブルフの頃に参加した戦争の功績を称え贈られた品だ。

			　この甲冑二体に挟まれた形で私室の扉がある。ミラは甲冑を一いち瞥べつしてから目の前の黒い重厚な扉に手を伸ばす。

			「おっと、そうじゃったそうじゃった」

			　ふと手を止める。どうにも慣れないと思いながら、ミラはアイテムボックスから塔鍵マスターキーを取り出し扉に翳かざした。するとドアノブの辺りから、主の帰還を喜ぶかのようにカチリと鍵の外れる音が小さく響いた。

			　多少火ほ照てった身体にはひんやりとするドアノブを回し私室へと入ったミラは、どことなく違和感を覚える。

			　まず部屋に入り履いていたブーツを脱ぐと、玄関のように下駄箱がないので適当に転がしておく。ゲームでは靴を脱ぐ事はなかったが現実味を帯びた今では、室内で靴を履いたままなのは窮屈で落ち着かないのだ。

			　裸足になり見慣れた構造の室内へ進むと、床の八割を占拠している魔獣王グランカエクスの毛皮で作った敷物が目に入る。黄金色に輝く毛皮は柔らかいけれど非常に頑丈で、上で乱取り稽古しても傷一つ付かない程だ。この珍品は、かつて銀の連塔のエルダー全員で、魔獣王討伐ツアーというお祭りをした時、ダンブルフの取り分であった毛皮を職人に加工してもらったものである。

			　魔獣王クラスの素材ともなると最上級の装備が作れる高級素材なのだが、それをあろう事か敷物にしてくれなどと頼んできたダンブルフに、革細工の一流職人は十数回以上も「本当にいいの？」と問いかけたくらい、ただの敷物にするには惜しい毛皮だった。

			　ある意味思い出の品が、服従を示すかの如く地に伏している。その他の小物もダンブルフの時に集めた見覚えがあるものばかりだ。

			　だが、置いてある場所等が少しずつ違っていた。

			「これは、マリアナか」

			　ミラには、この違和感の原因を生み出した人物に一人だけ心当たりがあった。それは召喚術の塔のエルダー、ダンブルフ付き補佐官だ。

			　それというのも簡単な話で、この私室に入れるのはまず二人しかいない。塔鍵マスターキーを持つエルダー自身と、その補佐官だ。この部屋の主であった者は三十年間不在だった。となると残りは一人、補佐官であるマリアナがいつもどおり掃除をしていたのだろうとミラは予想した。

			　ミラの知るマリアナとはそういう人物だったのだ。部屋の中にいくつもある収納。狩りから帰ったらその一つに戦利品を適当に詰め込んでおくと、次にログインした時にはアイテムの種類ごとに各収納に仕分けされ、部屋を散らかしても次の日には片付いている。

			　エルダーとなってからダンブルフは一切片付けというものをした事がなかった。ラブコメの幼馴染系ヒロインを彷ほう彿ふつとさせる几帳面で世話焼きな性格、それがマリアナだ。

			　違和感の原因である小物の配置については、月ごとにマリアナがせっせと動かしているので今回だけではない。占いだとか風水などに拘るタイプという話だったので放任していたらそうなったのだ。

			　もしかして三十年間もこうしていたのだろうかと、図らずも少しマリアナの事が気にかかった。

			　しかしそれも明日にしようと、疲労を訴える身体を休めるために寝床を求めて記憶を巡る。ゲームとしてプレイしていた時は、眠くなったらログアウトして自分の布団で寝ればいいだけだったが、今は状況が違う。ログアウトが出来ないのだからここでこのまま寝るしかないのだが、問題は寝室を使った事がないので、どこだか分からないのだ。

			　私室にあるいくつかの部屋のうちのどれかであるはずだという当たり前の事しか分からないミラは、片っ端から扉を確かめていく。

			　一つ目の部屋はコレクションルーム。世界中を回って集めた珍品奇品がずらりと並ぶ。

			　二つ目の部屋は精錬室。ダンブルフが開発した精錬技術に関する英知や素材が溢れている。

			　三つ目の部屋は物置。武器や防具、実験的に作り出した精錬品等が綺麗に並べられている。アイテムを適当に放置するダンブルフの性格を知っている者は、この部屋を見るとマリアナが欲しくて堪らなくなるだろう。

			　そして四つ目の部屋はトイレだった。それと同時にまだこの世界に来てから用を足していない事を思い出させられたミラは、下腹部から上ってくる馴染みのある生理現象の感覚に硬直する。

			　忘れていた訳ではない。忘れたかっただけだ。シルバーホーンに到着する前からその兆候は漣さざなみのように寄せてきていた。

			　しかし、ミラはどうしてもそれを認めたくなかった。なぜならば、このような少女の身体でソレをしてしまえばもう後戻りは出来ないと自覚しているからだ。

			　だがしかし、我慢すればどうにかなる問題ではない。むしろすればするほど身体に悪い。実際、ソレを行う全ての準備が整った設備は、考えないようにしていた事を死海の如く浮上させ、限界が近い事を忠告してくる。

			　ミラが覚悟を決めてトイレの扉を閉めると、暫くして水の流れる音が小さく響いた。

			（ルミナリアに馬鹿笑いされるのぅ）

			　その時の表情を思い浮かべ苦笑すると、ミラはトイレを振り返り自分の腹部に無意識に手を当てる。

			「まあ、これが普通じゃからな。誰が見たところで、わしは当たり前の行動をしたまでじゃ」

			　誰に言うでもなくミラはそう自分に言い聞かせるように呟く。

			　初めてという、もっとも厳しい峠を越えたミラの表情はもう清々しいまでに晴れやかだった。

			　これはこれで、という邪よこしまな感情もあったが、そもそも精神的には精力旺盛な健康体だ。しょうがない。正直少しだけ興奮を覚えた事は疑いようもないのだから、堂々としていればいいと開き直り、ミラは自身を正当化する。

			　それから調子に乗ったミラは次の五つ目の部屋、浴室で全ての装備を脱ぎ捨てて裸になると、そのまま入浴を済ませた。

			（髪が長いと時間がかかっていかん）

			　湯を浴びた事で多少眠気が和らいだのを感じつつ、ミラは裸のまま銀色に輝く髪の水気をタオルで拭う。

			　適当なところにタオルをかけると、革製のソファーにその小さな尻を直に下ろしアイテム欄を開いた。部屋着でも入っていないか確認するためだ。

			　風呂から上がったあと、ローブに付いた血や土埃等の汚れが目に付いたのである。ミラは潔癖症ではないにしろ、流石に風呂上りでそのローブを洗わず着る気にはなれなかった。

			　一覧を眺めていると、一つのアイコンが目に留まる。

			　それは、『天女の羽衣』というアイテムだ。

			　これは、仙術士用のクエストである『天女伝説』をクリアした時に、クエスト報酬で手に入る特殊装備アイテムだ。効果は仙術士の専用スキルを強化する事が出来るというものだが、グラフィックがダンブルフに似合わな過ぎたので、お蔵入りしていた代物だ。

			　ダンブルフの時には装備の見た目にもかなり拘っていた。性能よりもまずは威厳のある魔法使い然とした風貌。それが信条だったため、例えどれだけ性能が良くても自身の見た目に合わなければ装備しなかった。

			　しかし今はどうだろうとミラは思う。ヒラヒラとした正真正銘の天衣無縫の衣だ。少女となった今の姿にならば違和感はないかもしれないと、纏まとった姿を想像する。

			　思い立ったが吉日とばかりに、アイテムボックスから天女の羽衣を取り出したミラはそれを羽織る。

			　その衣は一見すると大き目サイズのベビードールといった形状だ。裾はミラのふくらはぎ辺りまであり袖は二の腕の中間程、薄い桃色に光を反射する生地はなんの抵抗もない手触りで、天女という名に恥じない一品だ。ゆえに、ダンブルフのみならず男アバターにはかなり抵抗のある装備だろう。

			「ふむ、これはなかなか」

			　夜の暗闇が支配する外から室内を隔離する窓は、鮮明ではないが姿を確認するくらいならば問題ない程度には光を映す。ミラはその窓を鏡の代わりにして、素肌に衣だけを纏った少女の姿を目にし、見惚れたように微笑んだ。それは少々の劣情を含む笑みだが、ミラの姿だと小悪魔的という表現がもっとも近いだろうか。あどけない笑みといった様相で留まっている。

			　ミラはその後、部屋の中を隈なく調べ、当初の目的であった寝室を見つける。それとは別に何着かのローブを倉庫から引っ張り出すと、着替え用としてソファーへ無造作に放り投げておいた。それらはダンブルフ時代に使っていた物だ。装飾や色使いが良く、威厳と高級感漂うローブは、お気に入りとして特別に取っておいた一品である。

			　洗濯はどうしたものかと考えたミラだが、マリアナがいるのならば任せてしまおうと、いつものように脱ぎ散らかしたまま放置する事に決める。

			


			　ミラは窓際に寄りかかり遠目に灯る眼下の街灯を眺めながら、小さく欠伸あくびを一つ吐く。それから腰に手を当てて軽く伸びをすると瞼が重くなるのを感じ、メニューから時間を確認した。

			　時刻は午後十時を過ぎている。いつもなら、これからが本格始動する時間帯であったが森の中を歩き続けた分、その小さな身体には確かな疲労が蓄積されていた。入浴による眠気覚ましも一時的なもので、ミラは小さな口をふわりと開くと二度目の欠伸をして両目を手の甲で拭う。

			　とにもかくにもミラが今ここにいる目的は、拠点がどうなっているかを確かめに来ただけではない。同じ状況であろうプレイヤーの一人、ルミナリアに会いに来たのだ。しかしその人物は明日にならないと帰らないとリタリアに教えられた。現状でやれる事はもうないと結論付けたミラは、吸い寄せられるように寝室へ向かいベッドに倒れ込む。その緩やかな反発力は少女の小さな身体を優しく押し返す。マリアナの手により毎日整えられているのであろうベッドは、主を待ち焦がれるマリアナの心そのものでもあった。

			


			○

			


			　アルカイト王国首都であるルナティックレイク。三日月のような形をした大きな湖に接する内側の中心付近に、王の住まうアルカイト城はある。

			　国王であるソロモンは、その日の業務を片付け終わると革張りの椅子の背もたれに全身を預け、全ての処理を終わらせた書類の載った机を忌々しげに蹴る。すると反動で椅子の脚に付いた車輪がカラカラと軽い音を鳴らしながらソロモンを窓際まで運んだ。

			　無形術の明かりの下、ソロモンは左腕に嵌はまった銀色の腕輪に指先で触れて中空を睨にらむ。

			　持ち主にしか見る事の出来ない空間に映された画面には、白と灰で色分けされた文字が並んでいる。

			「ダンブルフ……」

			　それはソロモンが毎日確認している画面。そしてそこにはダンブルフの名前が白く浮かんでいた。

			　ソロモンは顔を上げると椅子を回し、すぐ後ろの窓から闇と静寂が支配する夜に目を向けた。遠くうっすらと望む山の向こう側には天魔都市シルバーホーンがある。国の英雄達の街だ。ソロモンが脳裏に浮かぶその街を懐かしんでいると、控え目に扉を叩く音がソロモンの意識を引き戻す。

			「入れ」

			「失礼致します」

			　扉を開き一礼した男は、アルカイト王国の伝令官の一人だ。室内に一歩進み出たその男は一枚の紙を手にしていた。

			　ソロモンは表情のみで続きを促すと、伝令官の男は手にした紙を広げその内容を読み上げる。

			「ご報告致します。術装騎士団のグライア様より定時報告です。『国境付近に出現した魔物の群れを確認。これを冒険者の少女の力を借りて掃討完了。しかし見覚えのない個体が逃走し、目下捜索中。追伸、冒険者の名はミラ。長い銀髪をした見目麗しき少女、との事です」

			　報告を受けたソロモンは、伝令官に分からない程度に眉を寄せる。出現する魔物の群れは、今までアルカイト王国近辺に生息する魔物のみで編成されていた。国の警備を任されている騎士団が国周辺の魔物を知らないはずがなく、見覚えのない個体がいたというのは明らかに不自然な状況であった。

			「群れの進行時に偶然混ざったのか、それとも……。ふむ、分からんな」

			　ソロモンは一つ息を吐き、思考を放棄した。そしてふと顔を上げると、報告書を手にしたままの伝令官と目が合う。

			「まだ何かあるのか」

			「はい」

			「よし、話せ」

			「シルバーホーンの魔術の塔補佐官リタリア様より、魔導通信による連絡が入りました。当地区にダンブルフ様の弟子を名乗るミラという少女が現れた、との事です」

			「あいつの弟子……だと」

			　ソロモンは腕輪の画面に視線を落とす。そこにはダンブルフの名が表示されている。そしてこの名は昨日までの三十年間、灰色で表示され続けていた名だ。

			　白に変わったかつての英雄であり親友の名前と、その弟子を名乗ったという少女。そして術装騎士団と共に群れを掃討した冒険者。そのどちらもがミラという名を名乗っている。

			「これはまた、なんとも偶然が重なるじゃないか」

			　さっきまでの事務作業で疲弊しきった色はソロモンの目から消え失せ、代わりに嬉々とした強い輝きを灯らせた。

			「至急シルバーホーンまで使いを出せ。そのミラという少女を丁重に迎えろと伝えよ。人選は任せる」

			「かしこまりました。直ちに」

			　報告書を畳むと一礼をして部屋を出ていく伝令官から目を離す。ソロモンは再び窓から遠く塔のある街の方を見据える。

			　月明かりを吸収するかのように漆黒を保つ山々とは対照的に、城の周辺にはルナティックレイクの象徴である湖が、月明かりを湛えながら泡沫うたかたのように輝いていた。

		

	

			７

			


			　まだ朝も早い時間、夜明けを告げる鳥の声を散らし、一台の馬車がけたたましく馬ば蹄ていを響かせシルバーホーンの大通りを疾走していく。

			　早朝からアルカイト王国の国章を翻ひるがえし真っ直ぐ銀の連塔を目指すその様子から、住民達は何事かとその馬車を見送った。

			


			　少女は暗闇の中にある瞳孔を刺激する光を感じると、水面下で揺らいでいた意識をゆっくりと浮上させる。

			　天蓋付きのベッドの上、上半身を起こしたミラは着崩れた薄い衣を整えながら、うつらうつらと脳の覚醒を促すように小さく唇を開き空気を深く吸い込んだ。

			　しかし、まだ漂う眠気の残ざん滓しに負けると、視界を遮断して仰向けに寝転がり、再び水面下へと潜行し始める。

			　それから暫くして意識がまどろみ始めた頃、鳥の声すら届かない塔の最上階の静かな部屋に、一定のリズムで何度も何度もくぐもった音が響いた。

			　ミラは静寂を穿うがつ不協和音に半ば無理矢理呼び戻されると、焦点が合わないまま虚ろな視線を漂わせつつ起き上がり、贅沢感溢れる見慣れない室内に疑問符を浮かべた。

			「ここは……」

			　つい零こぼれた高い音色に、昨日からの出来事が脳裏から間欠泉の如く噴き出す。同時に眩暈めまいにも似た軽い喪失感と共に「そうじゃった……」と、自身の現状を意識しながら呟いた。

			　ミラはベッドの上で小さくて慣れない身体を滑らせると、フチに腰かける形で一息ついた。そこで翻った衣から不意に覗いた少女の艶かしい両脚が目に入る。カーテンの隙間から差し込んだ光がスポットライトのように照らし、より白くより存在感を際立たせた肌にミラは言葉を詰まらせた。

			　思春期の少年のように思わず頬を紅らめながらも、ミラはその肌を見つめそっと確かめるように指先で触れた。程よい弾力と柔らかい少女の肌、そこに触れられているという確かな触覚。脳に届けられたその電気信号は、今は昨日の続きである事をはっきりと認識させ意識を天上高く覚醒させた。

			「……しかし、朝からなんの音じゃ？」

			　頭がはっきりとしてきたミラは、目覚める前から鳴り続けていた不可解なリズムに気付き耳を澄ませる。

			　トントントン、と硬質なものを叩くような音のあと、何者かの声が遠く掠かすれる。複数人であるという事だけは分かったミラは、何事かあったのかと寝室を出た。

			　扉に近づくと声も聞き取れるようになり、同時にその意図もはっきりと理解出来るくらいに、雑多だった空気の振動は形を成してミラの耳へ届く。

			「ミラ様、いらっしゃいませんか。ミラ様」

			「リタリア様、本当にここにダンブルフ様のお弟子様という方がいるのですか？」

			　まず聞こえたのは、上品そうな女性の声と聞き覚えのない男の声だった。

			「間違いないですわ。召喚術の塔の塔鍵マスターキーをお持ちでしたし、昨日の夜この塔に入っていく銀髪の少女を見たという方の証言も得られました。ならばきっとここで一夜を明かしているはずですわ」

			「しかしその後、宿に行ったという事はありませんか？」

			「塔鍵マスターキーがあるのでしたら、わざわざ宿へ泊まる必要はないです。設備も全て揃っています。私が毎日掃除してますので不備はないはずです」

			　更に一人、女性というよりは少女といった声が扉の外から聞こえてくる。

			　声は男一人と女二人。そのうち、女の声はどこか聞き覚えがあったが明確には思い出せなかったため、会えば分かると言わんばかりにミラは扉を開く。

			「なんじゃ、リタリアとマリアナか」

			　少し見上げる形で相手を確認したミラは、見慣れたその二人を一いち瞥べつしながら眠気の残る目を手の甲で擦る。するともう一人、直立したまま一歩後ろで控える、軍服を身に纏まとった男と目が合う。その右肩辺りにはアルカイト王国の腕章が付いていた。

			「お主は……？」

			「ミラ様！　なんという格好をしているのですか！」

			「貴方は向こうを向いていて下さいです！」

			　扉から現れたミラの姿を一瞬呆けたように見つめたリタリアは、そのほぼ裸に近いミラの肌を抱くようにして男の視線から遮った。同時にメイドの姿をしたツインテールの少女は、サファイアのように煌きらめく髪を靡なびかせながら、薄い衣から溢れるミラの肢体に釘付けになっていた軍服の男を無理矢理回れ右させる。鈍い音と共に。

			　男は突っ伏すような姿勢で壁と見つめ合う。その背後ではミラがリタリアに抱えられながら、部屋の中へと連行されていた。

			「いったい何なんじゃ!?」

			　扉が閉まり革張りのソファーの側に下ろされたミラ。なぜ強制的に部屋に戻されたのか分からず、困惑気味にリタリアを見上げながら返答を求める。

			「それはこちらのセリフですわ。いくら賢者の部屋とはいえ来客もあるのですから、このような格好で出てはいけませんっ」

			　少々怒り気味に、リタリアはその服装について諭した。ミラはそう言われて自分の着ているものがなんだったかと視線を下ろす。そして天女の羽衣は確かに服というには無理があり、下着というにも透け過ぎであると気付いた。

			　元より自室にいる時は気楽な格好でいる事が多く、今ある他の服といえば寝る前に着替えとして用意した戦闘用に調整されたローブくらいしかない。最初に着ていた賢者のローブも結局は戦闘用だ。今の格好よりも快適かと問われれば確実に否である。そもそも外出する時に着ていこうと用意したものだったので、私室内で着る気は微み塵じんもなかったのだ。

			「生あい憎にくと、丁度良い着物がなくてのぉ」

			　しょうがないとばかりに、ミラは堂々と言った。

			「こちらにありますわ。せめてこれで肌を隠して下さいませ。そうでなくては劣情を抱いた変態に襲われてしまいますわよ」

			　そう言ったリタリアは、ソファーにかかっていた赤と黒のローブを手に取りミラに頭から被せた。

			　もぞりもぞりと襟えりから頭を出したミラは、そのローブのサイズがまったく合っていない事に気付く。裾は引きずり袖は指先すら出なかったのだ。それどころか、ダンブルフには丁度良かった襟幅はミラにとっては広過ぎて胸元が大きく開いた様となり、裸とはまた違う妖艶さを演出している。

			「ぶかぶかじゃ」

			「それはダンブルフ様のですから、サイズが合わないのも無理ないです」

			　言いながらメイドの少女は自身の髪を括っていた髪留めを片方外すと、ローブの襟元を絞るようにして留め直した。赤いリボンの形をした髪留めは、胸元でミラをより少女っぽく飾る。

			「締まらんのぅ……」

			　お気に入りだったデザインのローブが、髪留め一つで威厳が薄れてしまった事にミラは肩を落とす。

			「ミラ様。貴女がダンブルフ様の弟子であるというのは本当ですか？」

			　メイドの少女はミラの襟元を整えながら、一いち縷るの希望に縋すがるかのようにその瞳をじっと見つめた。

			「うむ、そうじゃ。マリアナ、お主の事も聞いておる」

			　息がかかるほどに迫ったメイドの少女。サファイアの如く透きとおるような蒼髪と瞳、ミラとそう変わらない体たい躯くにうっすらと蝶のような羽が背中で揺らいでいる。この羽は、大人になっても人間の子供のような姿を保ち続ける妖精族であるという事の証であり、風ではなく大気中のマナを捉えて上空へと羽ばたくためのものだ。

			　そしてこの妖精族の少女こそがダンブルフ付きの補佐官であるマリアナであった。

			


			[image: （涙を流すマリアナ）]

			


			「良かったです。ダンブルフ様……」

			　安堵の表情を浮かべたマリアナが瞳を微かに潤わせると、赤みがかった頬を冷ますかのように雫が幾度となく伝い落ちる。

			　唐突に泣き出した少女にミラは大いにうろたえると、どうにもいたたまれなくなり半ば無意識にその頬に手を伸ばす。しかし触れる前に、マリアナの涙の意味を感じ取ると、その手を所在無げに自分の顎に引き戻した。

			　突然姿を消したダンブルフを想い涙を流す少女。その少女を騙しているという罪悪感にも似た感情がマリアナに触れる事を躊躇わせたのだ。

			　ミラは涙に触発されて言ってしまおうかと思った。せめてマリアナにだけは真実を明かそうかと。しかし思い止まる。どう説明すれば通じるのだろうか。主であるダンブルフがこのような姿になってしまった事にショックを受けないだろうか。受けいれて、今までどおりでいてくれるのだろうか。

			　今まではただの補佐官としてしか接していなかったが、自分の事を想い涙を流す、確立した自我を持つ人間となったマリアナとの接し方が、ミラにはまだ上手く分からなかった。

			　自分を慕う少女に拒絶されたくないという我わが侭ままと、心配をかけたくないという想いがせめぎ合う。自然に喉元まで出かかった言の葉がゆっくりと散り沈黙へ落ちていくと、ミラは自分勝手な言い訳で蓋をした。

			　袖に隠れた手を情けない気持ちで見つめ、ミラは黙って視線を送る。それに応じるようにリタリアはマリアナの頬をそっと拭い「良かったですわね」と囁いた。

			


			「すいません。もう大丈夫です」

			　マリアナが気持ちの整理をつけて落ち着いたところで、聞き覚えのあるリズムが室内に響く。

			「あの、リタリア様、マリアナ様。もうよろしいでしょうか」

			　少し間を置いて届いた、くぐもった男の声。マリアナに強制的に後ろを向かされた軍服の男が正気を取り戻し、王より与えられた任務を遂行するべく再起動したのだ。

			「ええ、今参りますわ」

			　そう声を返したリタリアは、本来の目的であったミラに目を向ける。当の本人は、余った袖を揺らしながらソファーの背もたれに身体を預けて伸びをしているところだ。

			「して、何用じゃ。あやつは国軍の兵であろう」

			「はい、昨日ミラ様とお会いしたあと、ソロモン王様に報告させて頂きました。するとすぐミラ様とお会いしたいとの事でした。あの方は、首都より迎えにいらした使者の方ですわ」

			「ほぅ、ソロモンか……」

			　アルカイト王国のソロモン王。プレイヤーの一人であり、この国の建国者。更にはダンブルフを自国に誘った親友でもある。ミラにしてみれば、ルミナリアよりも付き合いが長い友の一人だ。

			　しかしそのような事を知る訳もないリタリアとマリアナは、ソロモン王を呼び捨てにする不敬とも取れるこのふてぶてしいミラの態度を、背伸びをしてみせる思春期の年頃から来るものとして微笑ましく感じていた。更にいうとミラのダンブルフと同じ口調は、親の真似をする子供のように思われている。これはミラにとっては知らぬところだ。

			「ルミナリア様も、まだあちらにいらっしゃいますし、謁見のあとに会えるかと思いますわ」

			「ふむそうか。ならば馳はせ参さんじるとしようかのぅ」

			　ソロモンがいるという事は、それはルミナリアと同じくプレイヤーの可能性がある。そう思い至ったミラは、呼び出しに応じる事にしてソファーから立ち上がった。

			　しかし扉に向かおうしたところで、リタリアとマリアナに止められてしまう。

			「お待ち下さい、ミラ様」

			「む、今度はなんじゃ？」

			「ローブを着たとはいえ、そのまま行かせる訳には参りませんわ」

			　リタリアの言うそのままとは、引きずった裾と手の出ていない袖。つまりサイズの合っていない状態のローブの事だ。

			「ミラ様じっとしていて下さいませ。すぐに整えますわ」

			　ミラにはリタリアの目が怪しく輝くように見えたが、その手から逃れる間もなく捕らえられる。それから嬉々とした様子のリタリアと、どこからともなく取り出した大量のリボンを手にしたマリアナに裾を上げられ袖をまくられる。

			　ミラは幾分の抵抗を試みるも二人の見事な連携に押され、整え飾り付けられていった。

			


			「問題は下着ですわね」

			「はい、そのとおりです」

			　表面を一通り整え終わった二人は、ミラが羽衣一枚で出てきた瞬間を思い出し、ローブの中をどうするか思案する。それと同時に着せ替え人形にされていた少女の背筋には悪寒が全力疾走した。余りにも考えたくない単語が出てきたからだ。

			　今はローブを着せられて肌を隠しているが、そもそも最初は裸同然ともいえる姿だったのだ。下着を着ていたという記憶などは微塵も残っていない。つまり今ミラは、ノーパンノーブラという事だ。

			　女子二人は、目の前の少女がそのような状態でいる事を許すはずはなかった。

			　少し考え込むと、マリアナが何かを思い立ち「あれがありました。少々お待ち下さいです」と言い、昨日の夜にミラが開き直って突撃した浴室のある扉を開き、入っていった。

			　暫くしてマリアナが、何かを手にして戻ってくる。白い生地で出来た衣装のようだがパッと見ただけではミラに見覚えはなかった。それでもどことなく何かで見た事がある気がすると記憶を辿る。

			「まあ、丁度いいですわね。さあミラ様」

			　促すように言ったリタリアだったが、その両手で軽々とミラを持ち上げるとマリアナが「失礼します」と半ば強制的に手にしたそれを穿はかせた。そこにミラの意志が入り込む余地はなかった。

			　ミラは穿かされたそれを見て、その半ズボン状のものがなんだったかを思い出す。ゴスロリといった服で良く見る下着、ドロワーズというものだったと。

			「なぜこのようなものが、わし……いや師匠の部屋にあったのじゃ……」

			　どうにか絞り出した言葉は、真っ先に浮かんだ疑問だ。

			　下着という種別の装備品は確かにあったが、かつてのダンブルフに女性の下着を収集する趣味はなく、そういったものを部屋に置いた覚えもないのだ。下着類であるものといえば、川上り祭りで揃えた七色の褌ふんどしくらいなものである。

			「ダンブルフ様の私室は、浴室が大きくて気持ち良いのです」

			「確かに立派じゃが……」

			「私の着替え用です」

			「そ……そうか……」

			　その瞬間ミラは完全に抵抗の意志を失い、大きくうな垂れると完全な着せ替え人形と化した。

			


			　数多くのリボンで装飾されたローブは、裾がフレアスカートのように折り込まれ、袖は適度にだぼついた形でリボンを巻かれている。一見すると勘違いした魔法少女といった様相を呈していたが、リタリアとマリアナはやり遂げたというようにその出来栄えに満足して頷き合う。しかしそれとは反比例するミラの表情は、苦笑に苦笑を重ねたまま固まっていた。

			「それではミラ様、参りましょう」

			「使者の方がお待ちです」

			「着替えたいのじゃが」

			「これ以上待たせる訳にはいきませんわ」

			「わしが待たせた訳では」

			「あのようなお姿でいるのが悪いのですわ」

			「じゃからと言って……」

			　この二人相手では勝算を微塵も見出せないと諦めたミラは、視線を下ろしその魔法少女然としたローブ姿の自分を一瞥し「締まらんのぅ」と盛大に溜息を漏らした。

			「では参りましょう」

			　リタリアが先行し扉を開くと、そこには軍服の男が最初に見た時と同じように直立の姿勢で待機していた。若干頬が赤くなってはいるが。

			　ミラが私室を出るとマリアナが静かに扉を閉める。男はミラのリボンまみれになったローブ姿を隅々まで視界に収めると、その変わりように驚く反面、先程の肌色が大部分を占めていたミラの姿が脳裏に浮かび上がり先ほど感情を思い出す。

			　それにいち早く気付いたマリアナは、竜すら沈黙させそうな視線で男を睨にらみつけた。直立していた男は多少ひるんだ様子を見せるも、軽く咳払いをすると右手を胸に置いた型で一礼する。これはアルカイト王国で使われる軍式の礼の仕方だったが、同時にミラの表情が微妙に引きつったものとなった。

			　それというのもこの軍式の礼というのは、アルカイト王国建国直後の絶望的と思われていた初めての戦争に勝利した時、気分絶好調だった皆で考えたものだったのだ。いうなれば、テンションが振り切りどうかしていた時に設定したものである。戦争時ならばその雰囲気や心持から、揃って礼をする兵士達は壮観だったと記憶しているミラだが、流石にそれを対一でされるともう愛想笑いを浮かべるしかなかった。

			「お初にお目にかかります、私はアルカイト王国の戦車団副団長を務めさせて頂いているガレット・アストルと申します」

			「ミラじゃ」

			「ダンブルフ様の弟子、ミラ様でございますね。国王より伝言を預かり参上いたしました」

			　ミラが短く答えると、ガレットは姿勢を変えないままそう続けた。

			「話は済んでおりますわ。ミラ様は王への会談を快く引き受けて下さいました」

			　視線を合わそうとしないガレットの顔を覗き込みながら、リタリアがそう口にする。

			「おお、そうですか。ありがとうございます。では表に馬車を用意しておりますので、早速向かいましょう」

			　そう言った男は真面目な表情を最低限取り戻すと、多少逃げるようにミラを馬車の前まで案内した。

			


			「道中お気を付けて行ってらっしゃいませ」

			「ミラ様、出来れば後日ダンブルフ様の事をお聞かせ頂いてもよろしいですか？」

			「ふーむ、そうじゃな。今度会う時に話すとしよう」

			「ありがとうございます。お待ちしてます」

			「うむ、ではな」

			　ミラは二人に軽く手を振り別れを示すと馬車に乗り込みながら、今度会う時ダンブルフについての説明をどうしようかと頭を悩ませ始めるのだった。

		

	

			８

			


			　シルバーホーンから首都ルナティックレイクへと続く道中の森。そこを車輪と蹄てい鉄てつの音を響かせながら、舗装された公道を一台の馬車が疾走していく。

			　二頭の早馬で構成されたその馬車は、急を要する際に使われる要人専用の千里馬車と呼ばれている。本来は客人送迎等に使うものではないが、それだけ早くソロモン王がミラに会いたがっているという事だろう。

			　そんな馬車に揺られながら、ミラは窓の外に流れる景色を眺めて「これはすごいのぅ、速いのぅ」と初体験である馬車の旅を楽しんでいた。

			　ゲーム時には、長距離を移動する際、浮遊大陸を利用していたが、現在はそれを利用するためのメニューを開く事が出来ない。メニュー欄からなくなってしまったシステムの項目に浮遊大陸を利用するためのコマンドがあったためだ。

			　しかし、コマンドがあったとしても世界で浮遊大陸が使えるかどうかは怪しいところでもある。自分の置かれている今の状況のように、より現実的になったと思えばそう悩むものでもないとして、ミラは現状を楽しむ事に決めたのだ。

			　シルバーホーンを出てから二時間弱、ミラは少々落ち着かない様子で視線を泳がせている。その原因というのは先日の夜にも直面した生理現象によるものだ。

			　特に馬車の小刻みな振動が、下腹部により一層の危機感を与え続ける。そのため、とうとう堪らずにミラは御者台へと顔を覗かせた。

			「のう、近くに厠かわやはないか？」

			「カワ屋、ですか？　聞いた事がありませんが、何を売っている店でしょうか。もうすぐシルバーワンドですので、教えて頂ければ買って来ますよ」

			「いや、店ではなくな……。まあ、あえて言うならば雉きじを撃っているのじゃが……」

			「雉、鶏肉ですか。そういえば朝食がまだでしたね。分かりました、少し遅いですがシルバーワンドに到着しましたら朝食に致しましょう」

			「ああ、今のは冗談じゃ！　厠じゃよ厠」

			「うむむ……申し訳ありませんが、シルバーワンドにそのような名の店はなかったかと」

			「じゃから！　便所、トイレ、お手洗いの事じゃ！　ああ……もうここでも良い、木陰で済ますから止めてくれ！」

			「え……、あ……ああ！　そういう事でしたか！」

			　今まで付き合い続けていた身体ならば、まだ持つはずだった。だが少女となった身体は急激に限界を訴え始め、ミラはそれを本能的に感じ取った。このままでは漏らすと。

			　御者を務めている軍服の男ガレットの背中を焦りのため幾度となく小突き、森の中の適当な場所を指さしながら停止するように催促する。

			　息の合った二頭の馬がゆっくりと歩を緩めていく。しかしミラは馬車が完全に止まる前に飛び降り、適当な木陰に寄るとローブの裾をたくし上げた。直後、自身の下半身を隠すドロワーズを見て動きを止める。だがそれは手だけだ。両脚は多少内股になりながら忙しなく地を踏み鳴らし続けていた。

			（どうやって脱げばいいのじゃー）

			　焦る気持ちとは裏腹に、勝手に穿はかせられたドロワーズがミラを遮る。当然ミラにしてみれば初めての下着で、しかも穿かせられたため、どういう仕組みなのかは確認していない。ゴムなどで腰に留まっている事はなく、無理矢理下ろそうとしても腰骨に阻まれる。ミラは引きちぎろうかと思い立つも、寸でのところで考え直す。流石に借り物を破る訳にもいかないと。だがそれ以上に、借りものに漏らす訳にもいかないため、焦りだけが加速していった。

			　ミラはドロワーズのウエストに指をかけたまま横に引っ張りつつ脱ごうと試みるも失敗。

			　全身から汗が噴き出すような感覚の中、その細い指がかかった部分が目に入る。そして、なぜこんな当たり前の事に気付かなかったのかと自分の慌て振りに苦笑した。

			　丁度ウエストのレース辺りで紐が蝶結びにされていたのだ。冷静になればすぐに分かる事だろうが、慣れない身体に初めて尽くしの状況で脳内処理が渋滞してしまっていたのだから無理もない。

			　分かってしまえばどうという事はないが、いよいよもって臨界を迎える間際だ。急いでそれを解くと膝まで脱いでしゃがみ込み、同時に満たされた開放感に、ミラは大きく胸を撫で下ろした。

			


			　二度目の行為によって、もう完全にこの身体をものにしたと思い込んだミラだったが、早々にその間違いに気付かされる事となる。用を済まして立ち上がりドロワーズを穿き直そうとした時、そういえば女は拭くものだったという事を思い出したからだ。

			（どうすればいいんじゃろ）

			　手持ちには紙はおろか、それに代わるものもない。念の為アイテムボックスも開いてみたが食べ物などの他は、いくつかの精錬関係や素材アイテムくらいしか入ってはいなかった。

			　メニューを閉じると、ミラは手近なところに代用出来るものはないか探し始める。森の中、梢から差し込む光に小さな生き物の発する音がさやさやと囁く。生い茂る草の隙間からは、色とりどりの花が可憐な顔を覗かせていた。

			　自然溢れる森を一通り見回したミラは、大き目な白い花びらを一枚摘むと再びしゃがみ込み、紙の代わりとして使用した。

			


			「すまぬ、待たせたのー」

			　ほくほくと楽しげに二頭の馬を撫で回していたガレットの背後から、ミラが多少弾んだ調子で声をかける。

			「いえ、気付かず申し訳ありませんでした」

			　ガレットを振り返ると真剣な表情に切り替わり、頭を下げてそう謝罪する。

			「構わぬ、構わぬ。わしの言い方も悪かったようじゃ」

			　自身の成長振りに気を良くしたミラの表情は明るい。ガレットは、それを見て安心すると客車の扉を開く。

			「一先ず、シルバーワンドで朝食に致しましょう」

			「うむ、そうじゃな」

			　ミラは馬車に乗り込み、ガレットは二頭の馬の馬具を確認してから御者台に飛び乗った。

			


			　厠騒動から約一時間。馬車は順調で、シルバーワンドまでもうじきという地点を走っている。だが順調なのは馬車だけで、ミラは今想像だにしなかった苦難に直面していた。

			（なんなのじゃこれは、ヒリヒリする。じんじんするー）

			　馬車の中、ミラは座席の上で転がり、今まで経験した事のない鼠そ径けい部ぶの内側下部の焼けるような痛みに悶える。

			　違和を感じ始めた時、その場所から女性特有の何かかと予想した。

			　しかし徐々に酷くなる痛みに堪らずドロワーズを脱ぎ違和感の元を確認すると、その原因に思い至る。

			（毒でもあったのじゃろうか……）

			　行き着いた答えは、一枚の花びらだ。むしろミラにはそれしか原因が思いつかなかったというのもある。女性特有の症状等だった場合は、想像する事も出来ないのだから。

			　当たりを付けると、どうにか出来そうなものがないかアイテムボックスを開き確認する。そして、いくつか常備していたアイテムの中から一つの薬を取り出す。

			　それは状態異常を回復し、ある程度の傷を治す事が出来る『万ばん能のう軟なん膏こう薬やく』という治療薬だ。

			　ミラは若干の抵抗を感じつつ座席の隅で丸まるように屈むと、縋すがる思いで軟膏を塗り効果が現れるのを待った。

			　程なくして予想は当たり、花びらの毒による症状は軟膏の解毒作用により治癒される。

			　一安心したミラは座席に転がったまま「もういやじゃ……」と呟いた。

			


			　そして花びら騒動から約十分。馬車が緩やかに停止すると、御者台からガレットが顔を覗かせる。

			「ミラ様、シルバーワンドに到着致しました。食堂へ向かいますか？　それとも私が何か買って来ましょうか？」

			　ミラは少しだけ考えると、

			「折角じゃ、食堂へ参るとしよう」

			　いつもどおりならば即答で持って来てもらうところを、そう答える。

			　そもそも今までは大抵の事がＶＲで事足りる生活を送っていた。まともに空の下を歩くのが珍しい程で、仕事はおろか買い物ですらＶＲで済ますと宅配で送られてくる時代だったのだ。

			　だが今、この世界は違う。森を歩き人と接し、馬車に揺られる。初めての実感ともいえるそれらは、今までの生活と比べれば圧倒的に不便だ。だがミラは今、その全てを楽しいと感じ始めている。

			　便利過ぎるという事は人の心を狭くしてしまうのだと感じたミラは、出来るだけ多くの事を経験したいと思い、馬車から青空の下へと降り立った。

			


			　シルバーワンド。ルナティックレイクとシルバーホーンの間に位置する山脈の谷にある、農業や林業、採掘などを生業とする者達の街として知られている。首都と国最大の軍事力の中継地点となっているため、それなりに大きな街で交易も盛んだ。

			　ミラが今いる場所は、街の商業地区にある駐車場。広い芝生の敷地に数台の馬車が停めてある厩舎が並ぶ。

			　駐車場は基本的に有料だが、千里馬車が停まった区域は王国専用の駐車場であるため、料金はかからない。つまりは王族や貴族、それに関わる特別な者が乗る馬車が停まるという事でもある。

			　それゆえに、駐車場やその付近にいた者達の視線が集まるのも無理はないというものだ。

			　中でも、ただならぬ雰囲気を醸しだす少女に皆の注目が集まっていた。その白い肌と艶やかな銀の髪、気が強そうな瞳にリボンが目一杯付いたローブを纏まとうミラの姿に、誰もが言葉を失う。というよりその少女に見合うだけの言葉が浮かばなかったのだ。

			　シルバーワンドの街は山に囲まれた景観で、ミラは身体をほぐすように大きく伸びをしながら空を見上げる。

			　目の端から横切るように飛んでいく鳥を目で追いかけながら、所々の森の中から飛び立つ鳥に視線を移して更に追いかける。そうすると自然に身体がクルクルと回っていたのだが、本人はまったく気付いていない。

			　色々と手続きをするガレットの声をなんとなく聞きながら、視線を下ろしたミラは、周囲から漂う異質な気配に気付き、顔を逸らすように芝生に向ける。

			（見られておる。この服は変だと笑っておるのじゃ。絶対にそうじゃ）

			　まるでアニメのキャラクターのような格好が、ファンタジーの世界に合うはずがない。ミラがそう思い込み、視線から逃れようとしていると、話を終わらせたガレットが戻ってきた。

			「お待たせ致しました。ミラ様は何か食べたいものがございますか」

			　そう訊くガレットに、ミラはその身体の陰に隠れるようにしながら「お主のオススメで良い」と答える。そしてとにかく、早々にこの場を離れたいと背中を小突く。

			「では、私の行き付けにご案内しましょう」

			　何かに焦るようにガレットをせっつく少女の姿は、親子のような微笑ましさに溢れていた。

			　駐車場を出て街の大通りから小道に入ったミラとガレットは、一軒の食堂兼宿屋の前に到着する。

			「こちらでございます。小さいところですが、味は保証しますよ」

			　ミラが見上げたのは一軒の木造の建物。スイングドアには『夕暮れの街角亭』と店名が大きく書かれている。店内が見てとれる西部劇などで良くあるタイプのドアだが、ミラの背丈では天井しか見えず様子を知る事は出来なかった。

			「久し振りに来ておいて小さいだなんて、失礼な事言ってくれるわね」

			　突如、背後から聞こえた女性の声に二人が振り返ると、そこには両手に買い物籠を持った二十代程の女性が、ガレットを睨むように立っていた。素朴だが美人であり、三角巾から覗く栗色の髪が肩にかかっている。白と青のエプロンドレスには『夕暮れの街角亭』と刺繍され、この店の者である事を表していた。

			「おや、シェリー。久し振りですね」

			「ほんとよまったく。もう少し顔出しなさいよね……って、その可愛い子誰なの!?」

			　買い物籠を置いたシェリーは、ガレットのとなりで見上げるようにしているミラに目を留めるなり、自然な流れで手をその頭に乗せて撫で回す。

			「なっ、やめんか！」

			　シェリーの手を払いのけたミラは、この目の前の女性も自分を子供扱いする人種だと判断して、ガレットを盾代わりにしてその身を隠した。

			「何この子可愛いー！」

			　シェリーは、ガレット越しに警戒の表情を浮かべるミラの小動物のような姿に、一層母性を刺激される。

			「この方はミラ様です」

			「へぇー、ミラちゃんっていうんだー。可愛いねぇー。ミラちゃーん」

			　シェリーはより一層表情を緩ませるとにじり寄るようにミラとの間合いを詰めていく。

			「シェリー。ミラ様が嫌がってますからその辺にしておいて下さい」

			「そうじゃそうじゃ」

			　陰に隠れたまま言葉を続けるミラ。その姿は更に暴走を加速させるものだったが、シェリーはまず嫌われない事を最優先とし自制する。

			「ねぇねぇガレット。それでミラちゃんと何してるの？」

			　緩んだ表情を取り繕うように引き締め直し、シェリーはガレットに疑惑の瞳を向ける。

			「ルナティックレイクへお送りしている途中なんですが、朝食がまだでしたので」

			「それでうちに来たって訳ね。良くやったわ」

			　シェリーは買い物籠を持ち直すとスイングドアを開き、二人を案内する。

			「ほら、カウンター席が空いてるから待ってて。……ってミラちゃんまだ怒ってる？」

			


			[image: （ガレットの影に隠れるミラ）]

			


			　シェリーはガレットの陰に隠れたまままだ警戒を解いていないミラを、少し残念そうな表情で見つめる。

			「ミラ様はこの程度の事で怒るような方ではないと思いますよ」

			　ガレットの言うとおり、ミラは怒っている訳ではない。ただ、単純に子供扱いされるのが恥ずかしいだけだ。

			　だがしかし、女性に寂しそうな顔をさせるのは自分の意に反するとして、ミラはガレットの陰から出る。

			「わしを子供扱いせぬようにな」

			　そう一言だけ伝えた。だがシェリーには、それが大人振りたい少女のように見えてしまい、今度は思いっきり抱きしめたい衝動に駆られた。

			「ミラちゃん可愛い！」

			　言われた傍からシェリーは買い物籠を投げ出すと勢いに任せて飛び付く。ぎゅっと抱きしめられたミラは、直接的な愛情表現であるため無理に振り解く事も出来ず「もう好きにせい……」と溜息交じりに呟いた。

		

	

			９

			


			　夕暮れの街角亭で食事を済ませたミラは、シェリーに貰ったベリーオレで喉を潤す。

			　ベリーの酸味と甘みが程よく混じったミルクは、相性ばっちりの味覚で自然とミラの表情が緩む。もちろんシェリーがその一瞬を見逃すはずもなく、それどころかミラの一挙手一投足に「ミラちゃんかわぃぃー」と連呼していた。

			　慣れたからか、それとも諦めたからか。どちらかは定かではないが、ミラはシェリーを無下にするような素振りをせず、ただただ好きなようにさせていた。

			　ガレットはそんな二人を微笑ましそうに見つめながら、この宿の店長でありシェリーの父であるバルガと談笑していた。「それで、いつ嫁に貰ってくれるんだ」と、冗談交じりに言いながらも目が笑っていないバルガ相手に、苦笑するしかないガレット。早い話が、これが余りこの宿に立ち寄らない原因でもあったりする。

			　このバルガという男、シェリーと同じ色の短髪で、山で鍛えられた立派な身体から非常に繊細な料理を作る。

			　二人の食べた食事の内容は、雉きじの話を覚えていたガレットが頼んだ鳥のローストと野菜を白パンに挟んだチキンサンド。それとシェリーがミラに食べさせようと持ってきたプリンのタルトだ。このどちらもバルガ作であり、味はもちろん見た目にも拘りが溢れている。なのでガレットはオススメを案内する際は自分の事は抜きにして、この宿を紹介するのだ。

			


			「ではそろそろ参りましょうか」

			　ミラがベリーオレを飲み終わるのを見計らい、ガレットはハーブティーを飲み干して立ち上がる。

			「えー、もう少しゆっくりしていきなさいよー」

			　店に入ってから初めてミラから視線を外したシェリーが口を尖らせる。

			「そういう訳にはいきません。これでも仕事中ですしね」

			　ガレットは、そう言いながら財布を取り出し、カウンターにぴったりの代金を置く。

			「うむ、行くとしよう」

			「ああん、ミラちゃんってば」

			　シェリーが目を離した隙に、ミラはその脇をすり抜けていく。そんな少女の後ろ姿を、ふと寂しそうに見つめながらシェリーはカウンターを片付け始めた。

			「ではご馳走様でした。また今度来ます」

			「馳走になった」

			「また来てくれよ。それとお嬢ちゃんもな。いつでもベリーオレを用意して待ってるからな」

			　リボンまみれのローブを整えながらも、ミラはベリーオレという言葉に反応する。

			「ふむ、この娘が不在の時に邪魔させてもらうとしようかの」

			　僅かな思考のあと、最低限の妥協ラインを提案したミラ。

			「ミラちゃんのいじわるぅー」

			「大体昼前に買出しに出かけてるから、その時がいいかもな」

			「ほほぅ、覚えておくとしよう」

			「お父さんまで──」

			　シェリーは、わざとらしくカウンターによろめき、味方が誰もいない現実に打ちのめされた。

			


			　夕暮れの街角亭をあとにすると、二人はそのまま駐車場に戻り、ミラは好奇の視線に晒される前にと急いで馬車に乗り込んだ。二頭の馬は管理員に良く世話をされご機嫌だ。ハーネスを装着されると、ここまでの疲れを微み塵じんも感じさせない位に気力十分と嘶いなないた。

			　走り出した馬車の窓から、ミラはシルバーワンドの街並みを興味深げに見渡す。

			（この三十年で出来た街という事かのぅ）

			　シルバーワンドという名の街はミラの記憶になかった。時代の流れを感じながら、通り過ぎる景色の新鮮さに心を躍らせる。

			　馬車は大通りを抜け街を出ると、林道へと入っていく。そのまま真っ直ぐ道なりに登り、やがて拓けた場所に辿り着く。正面は壁のように聳そびえる断崖で、そこの一部は無数の石のブロックにより補強されている。公道はその中心にある半月型の大きな穴の中へと続いていた。

			　馬車に乗ったままのミラは、森から拓けた場所に出たと思った途端に薄暗くなる景色に驚く。窓から見える石の壁はどこまでも奥へと続いていて、入り口の光は徐々に小さくなっていった。

			　ミラはその場所と状況、そして耳鳴りが起きた事を照らし合わせて、馬車がトンネルに入ったのだと思い当たる。

			　だが、ルナティックレイクとシルバーホーンの間にある山に、トンネルなどあった覚えがないミラは御者台に顔を出す。

			「このようなトンネルがあるとはすごいのぅ。いつ出来たのじゃ？」

			「ベネディクトトンネルですか？　確かこのトンネルは、三十年前にソロモン様の指示により着工が始まり、五年の歳月をかけて完成したと聞きました」

			「ほう、そうであったか」

			（あやつ。ちゃんと仕事しとるんじゃな）

			　ミラはそのまま正面を向くと、等間隔に並んだ無形術による灯りがトンネル内を照らしているのを見て、王様らしい功績だなとほくそ笑んだ。

			　ルナティックレイクとシルバーホーンは山脈により隔てられているため、行き来するには非常に不便であった。移動手段の主流が馬車などの場合、このトンネルは必須ともいえる公道だろう。

			　そしてミラはガレットの情報から一つの言葉を拾い上げた。それは、ソロモンの指示と三十年前という言葉だ。つまり、ダンブルフがいなくなった三十年前から今まで、ソロモンはこの世界で暮らしていたという事にもなる。

			　あとはプレイヤーのソロモン本人か、それ以外かを確認するだけだ。

			　トンネルを抜けて山脈を越えられるならば到着もそう遅くないと、ミラは座席に戻り千せん篇ぺん一いち律りつな窓の外をただ眺める。

			　反響する蹄てい鉄てつと車輪の音、単調な景色、程よい満腹感とゆりかごにも似た振動。これらが絶妙に合わさった結果、ミラはうつらうつらと頭を揺らし小さな寝息を立て始めた。

			


			　トンネルを抜けると前方には青空が広がり、その空の色を映した三日月型の湖が遠くに望める。

			　湖に接する中心付近にアルカイト王国の国王ソロモンが住むアルカイト城があり、湖の周囲に首都ルナティックレイクが広がっていた。

			　ミラを乗せた馬車は現在山を下り、裾に広がる森を抜けて、淡く夕暮れたラゲッド高原をひた走っている。

			　草原には草木と無数の岩肌が雑じり、そこに潜む小動物が時折隙間から顔を覗かせ何事かと馬車を見送った。

			　太陽が傾き始め光が車内に差し込む頃、ミラはぼんやりと目を覚まし、手の甲で目を擦りながら光から逃れるように逆側へと身を寄せる。それから小さく欠伸あくびをして窓枠に腕を置き頬杖をつく。手前は速く、遠くは遅く流れていく景色を眺めながら、ミラは渇きを感じた喉を潤すべくアップルオレを取り出してビンを傾けた。

			　窓から入り込む風はミラの銀色の髪を靡なびかせ、昼寝から起きたばかりの火照った身体を掠かすめるように撫でていく。

			「ほう、こっちもでっかくなっとるのぉ」

			　視線を前方に移したミラは、進行方向に遠く広がる三日月型の湖に寄り添う大きな街並みを見るなり感嘆の声を漏らす。

			　ラゲッド高原から遠く見下ろす首都ルナティックレイクは、満月のように大きく円を描く城壁に湖ごと囲まれていた。街はミラの記憶よりも更に大きくなっている。

			　するとその中に、随分と目立つ建造物を見つけたミラは再度御者台に顔を出す。

			「のう、街にあるあの大きな建物はなんじゃ？」

			「大きな建物ですか？」

			　ミラが街の方を指差しながら声をかける。ガレットは少女の楽しそうな横顔を目にすると、気持ちを弾ませながら指し示す先を確認する。

			　大きな建物といわれてまず目に入るのは中央に鎮座するアルカイト城。だが、そんな初歩的な質問をミラがしているとは考えにくいと、ガレットは城以外で目に入る大きな建物といえる建造物を四つ確認した。

			　街の中、距離的に王城から城壁の丁度中間辺り、東西南北に位置する場所に一際目立つ特徴的な施設が存在している。それはルナティックレイクに住む者ならば誰もが知っているものだ。

			「ああ、五行機構の事ですか」

			「五行機構とな？」

			「はい、あの施設はソロモン様発案の五行都市計画を元としていまして、ベネディクトトンネルと同じ時期に建造されたものです。南の廃棄物処理場、東のアルカイト学園、北の創薬研究所、西の職人工房局と順に建造されました。それらはまとめて五行機構と呼ばれています」

			「ほほぅ、なるほどのぅ」

			　木火土金水という風水などに使われる陰陽五行思想。京の都などでも見られるその都市造りをここでやってのけたソロモンの政策に、あいつの考えそうな事だとミラは大いに納得する。

			　ソロモンの風水好きは、ゲーム中のある出来事から始まった事だ。それから熱心に勉強しており、ミラは事あるごとに金運がどうだとか仕事運が上がるだとか言って色々と聞かされた。

			　納得したミラは座席へ戻ると、再び窓枠に腕を置き頬杖をつく。時期的にのんびりとした渡り鳥の群れが鳥雲に入る景色を眺めながら飲みかけのアップルオレに口を付けた。

			


			　天気も良く、のどかな高原を背景に馬車に揺られている今の状況。

			　戸惑う事もあったが、どちらかというと今のこの状況は『幸せ』の部類に入るのではないだろうか。ミラは段々とそう思い始める。

			　飲み終わったアップルオレのビンを足元の隅に置くと、ミラは新しいアップルオレを二本取り出した。そして御者台にちょこんと顔を出し「お主も飲むか？」とそれをガレットに勧める。

			「ありがとうございます、ミラ様」

			　まるで部下に缶コーヒーを渡すようなノリで差し出されたアップルオレを、ガレットは喜んで受け取った。

			「のう、お主はなぜ軍に入ったのじゃ？」

			　何気なく訊いたミラ。何か話したい気分だったのだ。

			「軍に入った理由ですか」

			　ガレットは「そうですねぇ……」と呟きながらアップルオレを口にして、その絶妙な味わいと心が癒されるような感覚に「これ、美味しいですね」と反射的に言葉を漏らす。ミラは「そうじゃろう」としたり顔で答えた。

			「やっぱり父の影響ですかね」

			「ほう。親父さんも従軍しておるのか？」

			「はい。こういうのも恥ずかしいですが、私の憧れです。父は術装騎士団の一番隊隊長で、子供の頃からその後ろ姿を見て育ちましたからね」

			　そう言ったガレットの目は憧れに満ちたように、優しく輝いていた。

			「孝行息子じゃな。言えばさぞかし親父さんも喜ぶ事じゃろう」

			「いえいえ、流石に面と向かっては、こんな事言えませんよ。これは内緒ですからね、ミラ様」

			　口元に指を当てて言うガレットの表情はとても穏やかで、心から父を想っている事が感じ取れる。若干、子供を諭すような仕草でもあったが、温かい感情が広がったミラの心はそれを寛容した。

			「親父さんは幸せ者じゃのぅ」

			　息子にそう思われるならば父親冥みょう利りに尽きるだろうと、ミラはガレットの父を羨ましく思った。

			「そうなんでしょうか？」

			「うむ、わしも父ならばお主のような孝行息子が欲しいところじゃよ」

			「ミラ様ならば、父ではなく母なのではないですかね」

			「あー、そうなるかのぅ……」

			　ガレットの指摘にミラは少し口ごもりながら、苦笑気味に答えた。

			


			　父ではなく母。まったく考えていなかったが、親となるならばそうなるなとミラは思い返す。

			　子供は嫌いではなく、むしろ自分に子供が出来たら何をして遊ぼうか、どうやって名前を付けようかと考えていた時期もあった。ミラは、そんな事を思い出す。それも今は遠い過去の話だ。

			　親にならずとも見守れればそれでいいかと、ある意味悟ったミラ。その時はその時に考える。第二の人生の新しい形として今を楽しめばいい。そう結論付けると、二本目のアップルオレを飲み干した。
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			　ミラを乗せた馬車は徐々に速度を緩めていくと、堂々と聳そびえる門の前で停止する。

			　高原から見下ろした時には、首都を囲む丸としか見えなかった城壁。近くから見上げたそれは、国防に注力するアルカイト王国の意思を見事に体現していた。

			　ミラは馬車の窓から身を乗り出して壁を仰ぎ見ては「でっかくなっとるのぅ」と、記憶の中にある三十年前との違いに心躍らせる。

			　壁だけでこれなのだ、首都の方はどれだけ変わっているのだろうか。ミラは、そういった世界の変化を楽しみ始めていた。

			　千里馬車が停まった門はアルカイト王国の正門ではなく、王城まで一直線に続く馬車通路へ繋がる専用の門だ。

			　門番である衛士とガレットがいくつか言葉を交わすと、大きな門が鈍く重厚な音を響かせながら開いていった。

			　衛士が手を振り上げて合図を送ると、門の頭頂部にあるベルが空高く打ち鳴らされる。すると、それに呼応して遠くからベルが輪唱するかのように響き渡り、遠くまで千里馬車の到着を告げた。

			　馬車通路と交差した計五箇所の横断道を一時的に遮断するため、各所から黒と黄色の棒を持って出てきた衛士が通行者を止め始める。千里馬車といえば、国の重要な案件に関わる際に使われる特別なものだ。そのために相応な厳戒態勢が整えられていく。

			「これはまた、随分な出迎えじゃな」

			　馬車の窓から身を乗り出し、開ききった門の向こうに伸びる一本の通路に、等間隔で衛士が並んでいる様を見て、ミラは事の大きさを感じ取り気重そうに呟く。

			　馬車はゆっくりと走り出し徐々にその速度を上げていった。ものの数秒で最高速度に達すると街の景色は目まぐるしく後方へと流れる。

			　けたたましく疾走していく千里馬車を物珍しそうな目で見送る街の住人達は、御者役を務めるガレットの姿を目にすると、どれだけの重大事なのだろうと興味を抱いた。

			　徐々に窓から覗く景色に生活感が漂い始めると、ミラはその中でも頭一つ飛び抜けた建物を見つける。

			（近くで見ると、これ程じゃったか）

			　それは五行機構の一つ、職人工房局だ。古き良きドイツ建築を彷ほう彿ふつとさせる建物が堂々と鎮座するその姿に、まずは五行機構巡りをしようと観光スケジュールを決めたミラだった。

			


			　更に馬車に揺られる事暫く、通り過ぎる景色が緩やかに速度を落としていき、王城前の城門で停車する。

			「ようやっと着いたか」

			　ミラは、座りっぱなしで凝り固まった身体をほぐすように伸びをしてから、飲み終わったアップルオレの空きビンをこっそりと足元の隅に寄せた。

			「お疲れ様です。ミラ様」

			　ガレットは客車の戸を開き一礼すると、エスコートするように手を差し伸べる。

			「ご苦労じゃった」

			　ミラはそう言うと「無用じゃ」と続け、ガレットの手をそっと払い一足で地に飛び降りる。見上げた王城は記憶と相違なく、ここだけは変わっていないなと安心半分期待外れ半分といった面持ちで視線を下げた。

			　そして直後、絶句する。

			　ゆっくりと開いていく門の奥には、馬車通路よりも更に盛大な出迎えが待っていたからだ。

			　城門から王城までの通路の両脇には、剣を眼前に掲げた騎士が微動だにせず並び、その後ろには槍を手にした騎士が整列している。更に兵士が等間隔で国旗を掲げていた。

			「これはまた随分……じゃのぅ」

			「ソロモン様がそれだけミラ様の来訪を喜ばれているという事です」

			「あやつか……」

			　ミラは溜息交じりに呟きながら、どことない違和感を覚えた。

			「ダンブルフ様といえば、国の英雄ですからね。そのお弟子様を迎えるとなれば、このくらいは当たり前ですよ」

			「ふーむ、そういうものかのぉ」

			「そういうものなのです。ではミラ様、行きましょう」

			　二人が馬車から離れると、城付きの飼育員が千里馬車を厩舎へと運んでいく。

			　ミラがガレットにエスコートされるように門を越えると同時に、太鼓の音が激しくもリズミカルに鼓膜を揺らし始める。騎士達が剣を斜め前方に突き上げ国章が刻まれた盾を前面に構えれば、その間から二列目に並ぶ騎士が槍を斜に掲げて、通路に城門から城へと続くアーチを作り出した。

			「これはまた随分……じゃのぅ」

			「何だか、私も少し気持ちが良いです」

			　ミラに対する盛大な歓迎の中、一案内役であるガレットが楽しそうに笑顔を向ける。

			「まったく、お主という奴は」

			　その屈託のない性格に表情を綻ばせたミラは、ガレットの人間性に好感を持つとともに、このような部下を持つソロモンを心の中で称賛する。

			


			　二人は、鼓笛隊の小気味良い音に後押しされながら仰々しいアーチを抜けて、そのまま城内へと入る。入り口には二人の衛兵が控えており「王の間までご案内いたします」と一礼。ミラは、目立つのがそれ程好きではなかったので、これで少しは静かになると安堵しながらあとに続いた。

			　衛兵が王の間の扉を開くと、上品な花の香りが漂う。床には絨じゅう毯たんが敷かれており、ミラから見て手前から黒、青、緑、赤、白と等間隔で色分けされていた。

			　王の間にいたのは五人。その場でもっとも目立つだろう正面の数段上がった玉座には、一人の少年が腰かけていた。

			


			[image: （王座に鎮座するソロモン）]

			


			　金色の双眸に少し被る薄緑の髪の上には、無数の宝石があしらわれた冠が載っている。一見すると場違いにも感じるが、豪華な衣装を身に纏い玉座に収まった少年の姿は、驚くほど堂に入っており、国を治めてきた三十年間の実績をその身で示していた。

			　やんちゃそうな表情を浮かべミラを見つめる、この少年こそがアルカイト王国の国王でありダンブルフの友人、ソロモン王その人であった。

			　その姿形はミラの記憶のままで、若干衣装が前よりも豪華に見えた程度だ。

			　ソロモン王の前方、段差の下で控えるように佇むのは、ただ者ではない雰囲気を纏った騎士と、黒い色合いのローブを纏いフードを被った術士。ミラに目を留めた術士は、柔らかい表情を浮かべて微笑みかける。しかし騎士の方は、英雄ダンブルフの弟子がただの小娘だと見るや否や落胆の溜息をついた。

			　ガレットは一歩前に出ると跪ひざまずき、

			「エルダーダンブルフ様の弟子、ミラ様をお連れ致しました」

			　と報告し、一礼する。

			「道中ご苦労様です。下がっていいですよ」

			　威風堂々と玉座のとなりに立ち、一言告げる男の名はスレイマン。端整な顔立ちに金髪を靡なびかせるエルフ族だ。

			　ガレットは「失礼します」と脇の方へと移動する。

			「初めましてミラさん。私はスレイマン。ソロモン王様の補佐官です」

			「ミラじゃ」

			　視線だけを動かしスレイマンを捉えると、ミラは簡潔に答えた。その脇で、ガレットは王の御前であるこの場に至っても相変わらずのミラの態度に盛大に慌てていた。

			　だが、そんなガレットの気持ちなど知る由もないミラは、腕を組み顎に手を当てソロモンを調べた。

			　しかし、ソロモンを注視するミラの視界にはなんの情報も浮かばない。代わりにと視線を移したスレイマンのフルネームやステータスは確認出来る。

			（これは、どういう事じゃ……）

			「早速ですが、まずは貴女が真にダンブルフ様の弟子であるか確認させて頂きたいのですが、よろしいですか？」

			　二人の違いに考え込んだミラの意識をスレイマンの言葉が呼び戻す。

			「うむ、構わんぞ」

			　ミラは、アイテムボックスから塔鍵マスターキーを取り出すと「これじゃ」と、それを手にしたままスレイマンへ歩み寄る。

			　しかし、その瞬間。いても立ってもいられなくなった騎士が突如として飛び出し抜剣すると、

			「それ以上近づくな！　貴様、不敬にも程がある！」

			　そう怒声と共にミラの前へ剣先を向けたのだ。

			　アルカイト王国近衛騎士団の団長を務める騎士レイナード。彼は謁えっ見けんの直前にソロモン王より、相手が多少の礼を弁わきまえていなくても、気にするなと言い付けられていた。ゆえに、跪かなかった事や言葉遣いには、煮え滾たぎる思いを押し込めて耐えた。しかし、あろう事か許しもなく王に近づこうとしたため、遂に沸点を突破したのだ。

			　ミラは知らなかったが、王に近づいても良い距離というものがあった。階級等によりその距離は決められており、客人は特例を除き絨毯の黒から前に出てはいけない決まりだ。

			「なんじゃ、近づかねば渡せぬであろう」

			「となりに控えた衛兵に渡せばいいのだ！」

			　かつては肩を並べていたソロモンとダンブルフ。ミラにしてみれば友に会いに来ただけだ。ちょっと話が出来ればいいと、その事しか頭になかったので、国の最高位と謁見するという事の重大性は完全に欠落していた。

			（面倒じゃのぅ）

			　当時と同じような気持ちで話していたミラは、騎士の怒気が混じった表情に今は状況が違う事を思い出す。こういった公の場所での作法を露程も知らないミラは、困ったように剣先を指で抓つまむと、塔鍵マスターキーを騎士に差し出す。

			「そうじゃったか。すまんのぅ。まあ良い、折角じゃ、これを届けてくれぬか」

			「貴様……どこまでっ……。まずは下がれ！」

			　激げっ昂こうした騎士は手にした剣に力を込める。だがしかし、ただの少女に抓まれただけのはずの剣が動かせず、レイナードは驚愕をその顔に浮かべる。

			「レイナード、それを持ってこい」

			　少年の声が玉座から短くそう響く。

			「しかしソロモン様。この者、余りにも不敬に過ぎます！」

			「初めに言っておいただろう。それも範はん疇ちゅうだ。それとも、お前はこれ以上私を待たせるつもりか」

			　ソロモンに見据えられたレイナードが萎縮する様子から、知らないとはいえ悪い事をしたかなと思ったミラだったが、塔鍵マスターキーを奪い取るように受け取った態度に、まあいいかと思い直す。

			　ミラが抓んでいた剣先を放す。レイナードはじろりと睨にらみつけるようにそのローブから少しだけ覗いた白く細い腕を見つめ、怪しい術でも使われたのだと結論付け、より一層ミラに対する警戒を濃くする。

			　そんな中、ガレットは一先ず場が収まったのを見て、どうにか荒事にならずに済んだ事に内心胸を撫で下ろした。

			　ミラが元の立ち位置まで戻る間に、レイナードから塔鍵マスターキーを受け取ったソロモンは、間違いなくそれが召喚術の塔のものだと確認する。

			「確かに、これはダンブルフのものに違いない。師から弟子へ受け渡されたというのならば疑う余地はないな」

			　そう言ったソロモンは、控ひかえる衛兵に塔鍵マスターキーを渡すとミラへと届けさせた。

			　ミラは塔鍵マスターキーを受け取りアイテムボックスにしまうと、未だに睨みつけてくるレイナードから逃れるように、視線を漂わせる。

			「確認も取れた、場を変えるとしよう。ダンブルフの弟子よ、三十年間不在だった師について色々と話を聞かせて欲しい。良いか？」

			「うむ、構わぬ」

			　渡りに船とばかりに即答するミラ。

			「では、私の執務室がいいな。ここよりも落ち着いて話が出来る。残りの皆はパレード隊の宴会に加わってくるといい」

			　ソロモンがそう言うと、再びレイナードが一歩踏み出す。同時にミラの表情に、苦笑が浮かぶ。

			「ソロモン様。いくらダンブルフ様の弟子とて、そのような得体の知れぬ者と二人きりとなるのは危険でございます。どうか私めをご同席させて頂きたく存じます！」

			　レイナードはミラを一いち瞥べつすると、ソロモンに深く礼の姿勢を取り進言する。

			（話が進まんのぅ）

			　ミラは、確かに自分は得体が知れないかもと思いながらも、レイナードの忠義振りに、やれやれと首を振った。

			「レイナード、お前は私がこのような小娘に劣るとでも言いたいのか」

			　ソロモンはただならぬ気迫を纏いレイナードに言葉を発した。ソロモン王は、少年の姿とて伊達に三十年間国を治めて来た訳ではない。政治だけではなく、何より武勇が国の行く末を左右する世界。その世界で一国の王として君臨し続けたソロモンの実力は推して知るべしだろう。

			「い、いえ。滅相もございません！　ただこの者、怪しげな術を使いますゆえ、万が一に備え」

			　レイナードの言う怪しげな術、これにはミラはまったく心当たりがない。それもそのはずで、レイナードが術と勘違いしているだけだ。体格に勝る自分が、華奢な少女に力で負ける訳がないという前提での勝手な結論。実際は、ミラの装備補正による力の増強が原因だが、ミラ自身にもレイナードが何をもって怪しげな術と言っているのか分からないため、弁明のしようもない。

			「ミラ、という名だったな。私に害をなす気があるのか？」

			「そんな事をしてなんになる。わしは、お主と話をしに来ただけじゃよ」

			　ミラの返事に、ソロモンは少しだけ楽しげに笑みを浮かべる。

			「だそうだ。私も話したい事が多くある。聞き分けてくれないか、レイナード」

			「しかし、万が一にでもソロモン様の身に何かあっては、私は……」

			　拳を握り締めるレイナード。だが、そんな一進一退のやり取りを遮ったのは、今まで沈黙を保っていた術士だった。

			「ではこうしたら如何いかがでしょう。僕とレイナードさんは執務室前の廊下で待機。何かあったら駆け込めばいいんです。ミラ様でなく、たとえダンブルフ様であろうと、僕達が立ち入るまでの短時間で、ソロモン様をどうにか出来る訳がないでしょう？」

			「む、うむむ……そうだが」

			「ではそういう事で。僕も本当は宴会に加わりたかったのですが、レイナードさんが余りにもあれなので、しょうがなく付き合ってあげるんです。僕とレイナードさん。これで充分だと思いませんか」

			　そう提案した術士は、笑顔を浮かべながらレイナードの肩に手を乗せる。

			「それは良い案だ。すまぬなヨアヒム。また近いうちに宴会を開くとしよう」

			　ソロモンは大きく頷いてから一呼吸置き、立ち上がる。

			「いえいえ、それには及びません。レイナードさんに奢ってもらいますから」

			「ぬぐぅっ……」

			　何も言い返せずに表情を歪めるレイナード。

			「では行こうか」

			　ソロモンがそう言うと、三人はあとに続き執務室のある廊下を進んでいった。
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			　王城の五階、湖を良く見渡せる場所に王の執務室はある。今はそこに、ミラとソロモンが二人きり。側近である騎士レイナードと術士ヨアヒムは扉前の廊下で待機中だ。

			　世界中の歴史や技術、様々な文献が詰まった本棚に囲まれた部屋で、ソロモンは革張りの椅子に深く背中を預けている。ミラは書類に埋もれそうになっていたソファーの隅に腰を下ろすと、その部屋を軽く見回した。

			「しかし、散らかっとるのぅ」

			「どうにも仕事が多過ぎて、片付けまで手が回らないんだ」

			　相手が少女とはいえ、王という立場からは考えられない程に砕けた話し方をするソロモン。そしてミラは、既に立場の違いを完全に忘れてしまっている。

			「ふぅ、ようやく落ち着いて話せる」

			「うむ、そうじゃな」

			　そう言うと、二人とも居住まいを正し互いに視線を交わし合う。

			「まず一つ、はっきりとさせておきたい事があるんだけどいいかい？」

			　ソロモンはミラをじっと見据えながら人差し指を立てる。

			「ふむ、なんじゃ」

			　ミラはソファーに乗った邪魔な書類を手当たり次第に足元へと移動させて、座り心地の安定化をはかりながら、聞き耳だけを向けて答えた。

			「君……ダンブルフじゃない？」

			　その言葉と同時に、ミラは手にした書類を床にばら撒くと瞳を驚愕の色に染め、ソロモンへと視線を向ける。出来れば自身のイメージ、人間性にダメージの少ない方法で、それをどのように当たり障りなく話そうかと考えている最中だったからだ。それがまさか、不意打ち気味に相手から投げかけられるとは想定外過ぎる事だった。

			　何かを探るような問答もなく、ソロモンのイタズラ心を秘めた表情は、もはや確信を得ているようににこやかだ。

			　そして、その表情はミラの知るソロモンと相違はなく、この目の前の少年は共に切せっ磋さ琢たく磨ました親友本人であると確信するに充分であった。

			　理由は分からないが話が早い。わざわざここで誤魔化す必要もない。イメージは度外視して、まずは現状の把握を第一にするべきだと結論付けたミラは、取り落とした書類を放置してソファーに深く腰かけ直す。

			「良く分かったのぅ」

			　短く、肯定するミラ。ソロモンはその言葉に、口端をニッと吊り上げた。

			「その格好、落差半端ないね！」

			　口元を押さえながら、くっくっと笑い出すソロモンは、ちらりちらりとミラの姿を垣間見てはその都度噴き出す。

			「かくかくしかじかで、色々と理由があるのじゃよ」

			　そんなソロモンの姿を、ミラは不ふ貞て腐くされたような仏頂面で睨にらみつける。

			「にしても変わり過ぎだよ。まあ、らしいといえばらしいね。君らしいロリっ子だ」

			「ほっとけい」

			　笑い声を抑えながらソロモンは今一度ミラの全身を確認して、そう太鼓判を押す。ミラは拗ねたようにそっぽを向いて口を尖らせた。

			　一見しただけでは誰も国の最上位術士と国の最高位の組み合わせとは思えない状況だろう。

			「して、まず聞かせてくれぬか。この世界はなんなのじゃ？」

			　ミラは、もっとも単純で率直な問いを投げかける。

			　一通り笑い終えたソロモンは、姿勢を戻しながら頭の中で情報を整理すると、一言で告げる。

			「それは分からない」

			「分からないと？　三十年も過ごしておいて何も分からぬというのか」

			　ソロモンの返答に、ミラは目を僅かに見開く。

			「そうだなあ。正確にいうと、ゲームではなく現実としてこの世界はあるけど、ここが僕達が生まれた地球のある宇宙のどこかか、それともまったく別の理から成り立つ宇宙の星の一つか、そのどちらでもなく理解の範はん疇ちゅう外にある理の世界か。そこまではまだ判明していないって事」

			「なるほどのぅ。だがまあ、やはり現実ではあるのじゃな？」

			「それは間違いないかな。三十年もはっきりした意識のまま過ごしてきて夢でしたなんて、どんな白昼夢、ってなっちゃうよ」

			　ソロモンは肩を竦すくめながら本棚の一部、現実となった三十年間に起きた出来事についての資料がまとめられた辺りに視線を送り、その数の多さに「良くがんばった、僕」と自身に称賛を送る。

			「まあ、わしからすればまだ夢で割り切れる程度だがのぅ」

			「昨日の今日ならそれも許されるだろうけど、残念、現実」

			　昨日の今日。ミラはその言葉で、ある意味もっとも気になった質問を思い出す。

			「ところでソロモンよ。何ゆえ、わしがダンブルフ本人だと分かったのじゃ？」

			　ミラは、ほとんどヒントは与えていないはずだと記憶している。あえていうならば塔鍵マスターキーだが、師から預かったという言い訳はそれ程苦しいものではない。事実、リタリアやマリアナはそれを見て納得している。そもそも三十年間不在だった者が唐突に現れるなど、予想出来ないだろう。だが、ソロモンはずばり言い当てた。

			　ミラは確信を得た理由があるはずだと、その答えを問う。

			「んー、そうだなー。詳細に話せば長くなるんだけど簡単にいうと、うちの術装騎士団から化け物レベルのダークナイトを扱う召喚術士のミラという少女と出会ったって報告を受けたんだ。更にその直後、ダンブルフの弟子だっていうミラという少女が塔に現れたって聞いてね」

			「それだけで、分かったというのか」

			「いや、その情報は昨日の夜に確認したフレンドリストで、今までオフラインだった君の名前がオンラインになったのを確認した直後に受けたものなんだ」

			「フレンドリストじゃと？」

			　もちろん、ミラが知らない訳がない。登録した仲間がゲーム中かどうかを確認出来る一覧の事だ。

			　ミラが疑問に思ったのは、そのフレンドリストがメニューのどこにあったかについてだ。その項目があればリストを開いてみようと思ったかもしれない。しかし今までそうは思わなかった。なぜならフレンドリストは、メニューから消えたシステムの項目に含まれていたからだ。

			　けれど、ソロモンはそのフレンドリストでミラがオンラインになったのを確認したという。

			「システムの項目がなくなっとるが、どうやって確認したというのじゃ？」

			「ああ、そうか。昨日来たばかりならゲームだった頃の使い方しか知らないか」

			　そう言ったソロモンは左腕の腕輪、メニューを開く位置に指先を乗せ、そのまま触れ続ける。すると、ソロモンにしか見えないがメニューとは別の画面が投影される。

			「こうすればいいんだよ。やってみて」

			　ミラは見たままにメニューを長押しした。すると今までとは違う画面が表示されたので、そこにある項目を確認する。

			「ほほう……これは」

			　並んだ項目は上から『フレンドリスト』『マップ』『加護』とあった。

			「これは見た事のない項目じゃな……」

			　そう呟いたミラは、中空に浮かぶマップという項目を選択してみるも、画面が真っ白になるだけでなんの変化も起こらなかった。

			「のうソロモン。マップとはなんじゃ。このような項目なかったと思うが」

			　試しても分からなかったので訊くのが早いと質問するミラ。ソロモンは画面を閉じながらミラへと視線を向ける。

			「マップは新しく追加された項目だね。アイテムボックスの大事なものの枠に地図を入れておけば、その項目から簡単に検索出来るから便利だよ」

			「ほう、そういう使い方か。それは便利じゃな」

			　ミラは、その説明を受けて即座に新しい項目の利便性を理解する。

			　それというのも、本来広大な世界を舞台としたゲームでは必須ともいえるマップ機能が、アーク・アースオンラインにはなかったのだ。あるといえば、初期三国で販売されている大雑把な大陸図だけで、その程度ですらもっとも地図が必要な初級者には手が届かないほどの値段で売られている。後々、プレイヤー達が詳細な地図を製作するが、それでも地域ごとに地図を取り出し広げなくては確認出来ない。もちろん自分の現在位置などマーキングもされない代物である。

			「そうでしょう。君も地図を持ってたら大事なものに移動しておいた方がいいよ」

			　そう言われて、早速とばかりにアイテムボックスを開いたミラだったが、地図は一つもなかった。

			「ああ、そうじゃ。全て飛び島に置いてあったのぅ」

			「あーらら。それはまた災難だったね」

			　ミラが言う飛び島とは、二千円の課金アイテムである浮遊大陸の事だ。ミラは、アイテムボックスがごちゃごちゃになるからと、全て浮遊大陸の木の家に置いていた。ダンジョンなり迷宮なりフィールドなり、どこかへ行く際には大抵の場合、浮遊大陸で飛んで行くため移動時間中に必要な地図を引っ張り出すというやり方をしていたのだ。それが今ここで仇あだとなった。

			　ミラはそこで更に一つ思い出す。

			「そういえば、課金管理の項目が見当たらぬが」

			　ミラがそう口にすると、ソロモンは意味ありげな笑みを浮かべながらも、影が差したような声で答える。

			「課金管理なら消えちゃったみたいだね。それとメッセージボックスやシャットダウンにログアウトも」

			　課金管理とは、そのままの意味で課金アイテムについての全てを管理する項目だ。浮遊大陸への移動もこの項目から行う。それが消えたという事は、浮遊大陸の利用が出来なくなった事を意味する。

			「なん……じゃと……」

			「僕も最初はがっくりしたよ。飛び島に聖剣全色置いてあったからね……。あ、今思い出しても結構くるな……」

			　そうして暫くの間、二人は程よい光を放つランプ型照明の光に照らされながら、どことない空間を見つめ、失われた品々の思い出を回想する。壁に落ちた影は、二人の心を映すように淡く頼りなげに揺らめいていた。

			


			「だがまあ、それで早急にわしを呼びつけたという事じゃな」

			　まだまだ傷は大きいが、どうにか我を取り戻したミラ。

			「そういう事。タイミング良過ぎるんだもん。姿が変わるなんて、化粧箱使ったって事でしょ。ありえない話じゃないからね」

			　過去の傷を再び封印して、ソロモンは目の前の現実に向き直る。

			「こんな事になるのならば使わんかったのにのぅ……」

			「あんなに拘ったスクショ撮って、格好良いポーズ集作ってたくらいだったから、余程あのおじいちゃんが気に入ってたと思ってたんだけど、なんだって変更しちゃったんだい？」

			「まあそれは……話せば長くなるのじゃが」

			　そう言うとミラは、課金残高がもうすぐ期限切れとなるメールが届いた事から、化粧箱以外に五百円のものがなかった事まで話す。その続き、理想の女性像を作ろうと思いつき徹夜した事は誤魔化し、あくまで興味本位から化粧箱で選べるパーツを確認していたと説明した。

			「それでそんな風になっちゃったのか」

			　災難だったねと続けるソロモンの顔には、僅かな憐れみの色が浮かぶ。

			「うむ。決定した覚えはないのじゃが、途中で寝落ちしてしまってのぅ」

			「へぇー。君が寝落ちなんて珍しいね。余程、熱中してたんだね」

			「気付いたら完徹しておったわ」

			　ここでミラは見事に口を滑らした事に気付く。長い付き合いのソロモンは、もう既にミラが誤魔化した事に感づき始めていたのだ。それを証明するように、口端を吊り上げるソロモン。

			「よっぽど本気で作ったんだね。そのミラちゃん」

			「……わしの最高傑作じゃ……」

			「うんうん、もう一度言うよ。君らしいロリっ子だ」

			　ソロモンはイタズラを成功させた子供のように、だがそれよりも黒い笑みを浮かべてにたりと口を歪めた。

			　かつて、あのアイドルが好きだとか、このキャラクターが良いという話を語り明かした二人。互いに好みを理解し合っているからこそ、ソロモンはミラの余りにも直球な容姿を見抜いたのだ。

			　ミラは今までの例をあげる趣味の暴露と違い、隅から隅までオーダーメイドの自身の姿を客観的にイメージする。すると今の姿は歩く性癖である事を自覚させられ、ソファーの背もたれに力なく身体を投げ出した。

			「ソロモンよ。化粧箱を持ってはおらぬか」

			　縋すがるような思いで、そう口にするミラ。

			「あるよ。ほら」

			　ソロモンが思わせぶりにアイテムボックスから取り出した和風の黒い箱は、まごう事なき『化粧箱』だった。漆うるし塗ぬりの艶やかさが冴え渡っている。

			　一瞬、呆気に取られたようにその箱を見つめたミラは、唐突に立ち上がりソロモンに突撃する。

			「譲ってくれー！」

			「おわっと！」

			　ミラに飛びかかられてソロモンは椅子ごと倒される。更に、ミラの服のリボンに引っかけられた机の上の小物が派手に音を立てて床に転がった。

			「ソロモン様、何事ですか！」

			　大きな音にいち早く反応したレイナードは遠慮なく扉を開くと、その予想を遥かに飛び越えた光景に絶句する。

			　二人はもつれ合っていた。ミラが馬乗りになるようにソロモンに覆い被さり、ソロモンの化粧箱を持つ手を両手で捕らえている姿勢だ。一見するとミラが襲っているようにも見えたが、問題はソロモンの方だった。ミラの身体を支えるために突き出された手は、見事に柔らかな膨らみを掌握し、脚は少女の下半身を晒さらすようにスカート状になったローブの裾を捲り上げていたのだ。

			「いや、なんの問題もない」

			　平静を装いながらソロモンはそう告げるが、誰がどう見ても問題は大ありだった。

			「そういう事か貴様、遂に本性を現したな！」

			　当たり前の如く暴走を始めるレイナード。その頭を冷ますのは、少し遅れて部屋へと顔を覗かせたヨアヒムの仕事だ。

			「まあまあ、レイナードさん。落ち着いて観察してみましょう。ほら、いいですか。一目見た限りではミラ様が押し倒したように見えますが、ソロモン様の手を良く御覧なさい。しっかりと揉んでおいでです」

			　言われて確認したレイナードは、眉をぴくりとさせて苦悶する。

			「む、確かに……。だがしかし……っ」

			　ヨアヒムは更に反論しようとするレイナードを手で制すると、その推理を披露する。

			「これはつまり、椅子の上で仲良くしていたところでバランスを崩し今に至る。と、そういう事です！　ソロモン様は女性に興味がないのだとばかり思っていましたが、見た目相応が好みだったという訳ですね。納得致しました。これでアルカイト王国も安泰ですね」

			　ヨアヒムはどこか現状を楽しんでいるかのような笑顔で、レイナードを諭す。

			「だがな、ヨアヒム。あのような小娘となど、他が納得するのか？」

			「ダンブルフ様のお弟子様ですよ。この上ない肩書きではないですか」

			「むむ、確かに」

			　そう勝手に決めつけて話を完結させようとしている二人に、ミラとソロモンは今自分達がどういう状況になっているのか、やっと理解が追いつく。

			　ソロモンの顔に近づき馬乗りになっているという状態のミラ。その手に至極心地の良い柔らかな触り心地を感じているソロモン。これらと、レイナードとヨアヒムの言動に答えを導く。そして同時に見つめ合うと互いを蹴飛ばすように大きく距離を取った。

			「待たぬかお主ら。どうも勘違いしておるぞ！」

			「うむ、そのとおりだ。私はミラが転んだのに巻き込まれただけで、そのような理由ではない」

			　大慌てで身を正すと二人は弁明をはかる。だが、先程の状態を目にしたレイナードとヨアヒムに対しての説得力は皆無である。

			「あ、ソロモン様。一応、良識のある行動をお願いしておきますね」

			「王国のため……。世継ぎのため……」

			　ヨアヒムは余計な事を、レイナードは未来を思い描きながら静かに執務室を出て、そっと扉を閉めた。

			「あとで緊急会議だ……」

			「お主も大変じゃな」

			「君も他人事じゃないでしょ」

			「わしは、その化粧箱で元に戻れば問題ないじゃろう」

			　誤解を解く方法を考えるよりも、さっさと元に戻った方が早い。ミラはソロモンの手にある化粧箱を指し示しながら言う。

			「あー。それは無理。これが課金アイテムだって事忘れたの？」

			「それは覚えておる。確かにもう課金は出来ぬし貴重なものだという事は承知じゃ。使わせてくれればお主のために誠心誠意尽力すると約束しよう。じゃから」

			　まるで獲物を狙う子猫の如く、ソロモンに手を伸ばすミラ。

			「課金アイテムのルール。他人には譲渡出来ない」

			　そう言いながらソロモンは、化粧箱を持つ手をミラに差し出す。

			「じゃがほれ。こうして受け取れば……っと、どうなっとるのじゃ」

			　ミラはソロモンの手から化粧箱を受け取ろうとするが、その袖から指先だけを覗かせる手は、三次元映像に翻弄されるように虚しく空を斬るだけだった。
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			「これはどういう事じゃ」

			　信じられないという表情で、黒い箱を文字通り通過する自身の手を見つめるミラ。

			「見てのとおりだよ。現実になったとは言っても、元々のルールは有効なんだ。この化粧箱みたいに、譲渡不可のアイテムは人に渡す事は出来ないし、君の持つ塔鍵マスターキーみたいな所有者権限付きのアイテムは、譲渡は出来るけど力ずくで奪う事は出来ないんだよ」

			「つまり、化粧箱は自分で手に入れなければどうにもならんという事か？」

			　そこにあるはずの箱に顔を近づけ、目を細めるミラ。

			「そゆこと。まあ知ってのとおり、課金アイテムについては絶望的と言わざるを得ないけど」

			「なんという事じゃ……」

			　一通りの言葉を交わし終わると、ミラはソファーに正面から突っ伏した。諦めに似た感情が支配した脳内は、いよいよもって言い訳をどうしようかと全力で思考し始める。

			「例外はないのかのぅ？」

			　顔だけを向けて一いち縷るの希望に縋すがるミラ。

			「ここ三十年間、聞いた事はないね」

			「なんという事じゃ……」

			　歴史のこもった返事にあっさりと希望をへし折られる。ミラはソファーに寝転がりながらかつての雄大な姿を思い出し、妄想の世界へと逃げ込もうと瞼を閉じた。

			「僕もなんとかしてあげたいところだけど、こればかりはね」

			「本当にそう思っとるのか。内心、わしの事を笑っとるのじゃろう」

			　ソファーでゴロゴロしながらネガティブ思考全開になったミラの姿は、不ふ貞て腐くされた子供そのものだ。

			「いやいや、そんな事ないって。昨日の今日ならこの国の事忘れてないでしょ。君達に守られて、この国は他国と対等にやっていけたんだ。そんな君の事を笑うなんて……ねぇ」

			　ソファーに転がるミラの姿を一いち瞥べつすると、ソロモンは喉の奥に出かかった笑いを堪こらえるように無表情を作る。

			　だが、ソロモンの口元が微細に震えているのを、ミラは見逃さなかった。

			「ほれ見ろ、やはりそうじゃ」

			「ごめんごめん。けど、なんとかしてあげたいっていう気持ちは本当だから」

			　そう言ったソロモンは、普段通りの柔らかな笑顔でミラを見つめる。そんなソロモンをむすりとした顔でミラは睨み返した。

			「あー、ところで、大事な柱である君達、賢者が今は不在って事は知ってる？」

			　ソロモンは視線を逸らしながら、話題を変えるようにそう言った。

			　それはダンブルフがいなくなった時より一年足らずで他のエルダーも姿を消したという、アルカイト王国最大の事件の事だ。

			「うむ、グライアより聞いておる。なんでも時を同じくして皆がいなくなったとな。じゃが、今より二十年程前にルミナリアが戻ったと聞いての、事情を聞きに塔に寄ったのじゃよ」

			「そっかそっか、それで塔にね。まあ、そこまで聞いているなら話は早いか。そんな君達、国最強の矛と盾がいないと、さて、この国はどうなるでしょうか？」

			　クイズ番組の司会のような口調で、ソロモンが言う。微笑を浮かべたその顔には僅かに影が差していた。

			「なるほど……のぅ」

			　それは容易に想像出来た。ミラは僅かに目を細め顎先を指で撫でると、寝転がったままの姿で思案げに唸る。

			　九賢者の後ろ盾を生かし、決して侵略戦争を行わない事で他国との軋あつ轢れきを避けていたアルカイト王国。土地は豊かでいて、王は強欲でなかったため、奪う必要もなく国防に注力していれば、他国も自然と交易を望んでくるようになった。

			　だが、その国の柱が失われたのだ。

			　公式に発表されたのは、ルミナリアが戻った二十年前だが、いくら九賢者とはいえ一人で国の全てを担うのは手に余る。

			　結果、有益な大地を得ようと他国からの介入が増え、戦争とまではいかなかったが度重なる小競り合いで、徐々に国は疲弊していった。

			　これが現在アルカイト王国が置かれている状況だ。一人とはいえ、もし九賢者が戻ったとなれば、その影響力は計り知れないだろう。特に集団戦においては賢者筆頭と名高い、軍勢のダンブルフともなれば尚更だ。

			「これは王としての意見になるけどね、まず君はこの国の英雄なんだ。その存在だけでも影響力は絶大なんだけど、それがこんなロリっ子になっちゃったなんて、ちょっと大きな声では言えないよね」

			「う……うぬぬ」

			　今、賢者の弟子を名乗っているのも、結局は同じような理由で保身に走ったからであるため、ミラは何も言えずに押し黙る。

			「実力は同一人物なんだから変わらないけどさ、印象が全然違ってくるよ。もし君が最初からその姿だったら問題はなかったかもしれないけど、この国に根付いた君のイメージは正に老練の術士で、賢者という肩書きに恥じない風貌をしていたからね」

			　そう、理想の男性像を褒められて気を良くしたミラは、どうだといわんばかりの決めポーズでソロモンに嬉々とした視線を向ける。

			「そうであろう。最高傑作じゃったと今でも声を大にして言えるからのぅ」

			「そんな英雄が、こんな女の子になったなんてイメージ的にどう思う？」

			　言われてミラは想像した。尊敬する人物。例えば、ダンブルフの名前の元になった人物が年端もいかぬ少女になった場合。

			「…………頼りないのぅ」

			　そう呟き、ミラは自分の置かれた状況を完全に理解した。

			「そうなんだよね。僕としてはダンブルフが国に戻ったって宣言したいところなんだけど、そういう理由で今の君の姿を晒す訳にはいかないんだ。化粧箱なんて一般人は知らないんだから」

			「ふーむ、宣言するだけして、姿は見せないという訳にはいかぬのか？」

			　妙案を思いついたといった顔で、ミラはひょっこりとソファーの上で姿勢を正す。

			「それは難しいかな。三十年振りの英雄の帰還なんだから。国を挙げての盛大なパーティが開かれるだろうし、主賓が出ない訳にはいかないでしょ。落ち着いてくれば、きっと他国からの偵察も来るだろうし」

			　妙案はばっさりと斬り捨てられる。同時にミラも斬られたかの如くソファーに突っ伏し、またごろりと転がった。ソロモンの言うように、三十年も不在であったなら帰還を祝してのパーティが開かれるのは当然の流れだ。真実かどうかを探りに来る間者も現れるだろう。結果ダンブルフがいないと分かれば、他国の不信を買う事は目に見えている。

			　だがソロモンは、そもそもミラに会った時からダンブルフの帰還を発表する気はなかった。本題があるのだ。それを告げるべくソロモンはミラの寝転がるソファーまで歩み寄る。

			　側で佇むソロモンの笑顔に隠れる真剣な眼差しに、ミラは居住まいを正すと、怪訝そうな瞳で見上げた。

			　 その時だ。突然騒がしくなった廊下側から、レイナードとヨアヒムの声が聞えた。扉の傍まで近づいていたソロモンが、何事かと扉を開ければ、国防関連の伝令を担う通信官がそこにいた。

			「何事だ」

			　ミラと話していた時とはうって変わり、低く落ち着いた声でソロモンは通信官に問いかけた。レイナードとヨアヒムは一礼するとそのまま両脇に下がる。通信官は扉の間近にいたソロモン王の姿に一瞬驚くもすぐに礼をとり、報告の内容を読み上げた。

			「ベネディクト砦より緊急報告です。北西に向けて進行する魔物の群れを発見。その数、目算で二百。尚、群れは三十以上の種族で構成されているとの事です」

			　報告を終えた通信官は一歩下がり控えるが、余程急いだのだろう、大きく肩を揺らしていた。それだけ緊急を要する内容だったようで、レイナードとヨアヒムは明らかな動揺を見せる。

			「ベネディクト砦となると、既に国土の中ではないか。国境警備は、それだけの数の群れを見過ごしたというのか!?」

			「昨日の今日でもう次の群れとは、いささか早い。しかも三十以上の種族の混成など、初めての事。気になりますね」

			　苛立たしげなレイナードに対して、ヨアヒムは険しい表情ながらも冷静に状況を分析する。

			「昨日の今日、混成……。ふむ、暫し待て」

			　ソロモンは報告内容を脳内で反はん芻すうすると、何か思いついたのかそう言って執務室に戻り扉を閉めた。通信官はその言葉を受けて姿勢を正し、直立不動で待機する。

			　何かしら気付いたか、思い当たる事がある。そんな時にソロモンが見せる小さな笑みをヨアヒムは見逃さなかった。

			「頼みたい事があるんだけど」

			　扉を閉めた直後、ソファーの隅で聞き耳を立てていたミラに向かい、開口一番にソロモンはそう言った。

			「馬車旅で疲れておるのじゃがなぁ」

			　頼みがどういうものか話の流れから推察すると、ミラはわざとらしくふくらはぎを手で揉み解す。

			「そこをなんとか。君じゃなければダメなんだ！」

			「ならば仕方がない。わしに任せておけ！」

			　ソロモンが、どこか芝居がかった声で言うと、ミラもまた同じように返す。するとソロモンは楽しげに笑みを浮かべた。

			「このやり取り、すっごい久し振りだよ。ほんと懐かしいなぁ」

			「わしにとっては、獄門の盾の素材取りに付き合わされた一週間前振りの事なんじゃがな」

			「行った行った。獄門の盾。結局、素材出なかったんだよね」

			　一度断り、懇願され、了承する。この一連の流れは、頼み事をする際の二人のお約束であった。それはソロモンにしてみれば三十年以来のやり取りで、懐かしむように目を閉じながらも嬉しそうに笑い出す。

			「そんな事より、緊急なんじゃろう。わしはどうすれば良い」

			「ごめんごめん、えっと……」

			　ミラの一言で、ソロモンは次々と溢れてくるかつての思い出を押し留め、表情をきりりと作り直した。そしてミラを真っ直ぐ見つめると、賢者ダンブルフの召喚術に並ぶもう一つの能力を思い出す。

			「ところで今、属性の魔封石は持ってるかい？」

			「うむ、全種完備しておるぞ」

			　ミラは、持っていて当然だと言わんばかりに答えた。

			　ソロモンの言った魔封石というのは、特殊な力を留める事が出来る性質を持つ宝石に、何らかの力が宿ったものの総称である。そしてこの魔封石、自然界で見つかるのが主であったが、ダンブルフが開発した精錬という生産技術によっても作り出せた。

			　精錬とは、特殊な力、つまりは様々な属性力や補正力を抽出、融合、定着する技術。宝石に宿った特殊な力を装備品などに定着させる事で術的に強化したり、逆に装備に宿る力を抽出し宝石に閉じ込めたりする術式生産技術である。

			「そっかそっか。うん、やっぱり君が来てくれて良かったよ」

			　そう言ってソロモンが見せた笑顔には友人に再会出来た喜びの他に、王としての損得が混ざっていた。それはミラにしても良く見慣れた顔で、三十年の月日が経っても変わらず自分が知っているソロモンだと安心させるものであった。

			「それじゃあ、詳しい事は道中で説明させるから、よろしくね」

			「ふむ、了解した」

			　ソロモンは扉を豪快に開け放ち、表で待っていた三人の驚いた表情を一瞥してクスリと笑ってから、いくつかの命令を下した。通信官は一礼してから駆け足で去っていき、レイナードもまた受けた指示を遂行するべくその場をあとにする。

			「特別な車両を用意させた。それで現地に向かってくれ」

			　ソロモンは、ミラを手招きしてからそう言い「案内を頼むぞ」とヨアヒムに向けて続けた。

			「かしこまりました」

			　そう答えたヨアヒムは、流麗な所作で一礼すると、ミラに対しても敬うように礼をする。

			「では、行ってくる」

			「ああ、頼んだ」

			　ミラとソロモンはそう短く言葉を交わした。それはヨアヒムには、今日会ったばかりとは思えない程の信頼がこもった声に聞こえた。ヨアヒムは扉の奥から微かに聞えたセリフを思い出す。

			『君じゃなければダメなんだ』

			　多分に誤解を孕はらんだまま、ヨアヒムは特別な車両が準備されている車庫にミラを案内するのだった。

			


			　アルカイト城の地下、そこには特殊な馬車などを格納するための専用車庫がある。その場に案内されたミラは、つや消し処理が施され随分と現代的に改造された黒い車体の前に立っていた。それは全体的に金属で補強され天辺には特徴的な筒が覗く、もはや装甲車と同一といっても過言ではないものになっている。どうやらこれがソロモンの言っていた特別な車両のようだ。

			「随分と趣味に走ったものじゃな」

			「私は、とても好きです」

			　どこかで見たような車体を見上げて呟いたミラの声を拾ったのは、御者役というより運転手として同行するガレットだ。

			「こうも早くお主と再会するとはのぅ」

			「いやはや、光栄です」

			　ミラは目を細め横に滑らせるようにしてガレットに視線を移す。照れくさそうにするガレットは、装甲車の重厚そうな扉を開く。

			「どうぞ、ミラ様」

			　装甲車の内部は、一般的な乗用車のように前後に分かれ、どっしりとしたソファーが置かれていた。

			　ミラは装甲車の外装を手の甲で軽く小突いてから中に入ると、そのまま柔らかいソファーに埋もれるように腰を下ろす。

			　ふかふかのソファー以外は、レザーと木板による簡素な内装だが悪くないとミラは感じた。

			「ほぅ、外面と違い随分と居心地が良さそうじゃな」

			「必要に迫られて、ですが」

			　身体を上下させてソファーの弾力を確かめているミラに、ガレットは苦笑しながら答えた。その苦笑の意味は、すぐに分かる事になる。

			


			　装甲車はアルカイト城を飛び出すように出発して、魔物群の発見報告があった方面に向けて草原を両断するように踏み固められた道を爆走していた。

			（ソロモンめ、このようなものを作っておったとはのぅ）

			　千里馬車とは比べものにならないくらいの速度で流れていく景色から視線を外すと、ミラは前列のガレットに目を向ける。ごちゃごちゃとした装置が並ぶその運転席に収まったガレットは、上機嫌にハンドルを握っていた。

			「かなりの重量がありそうに見えたが、随分と速く走るものじゃな」

			　装甲車のフロントガラスは、縦には短いが横に長い。その全面いっぱいに草原とまばらな林が広がっていた。その更に奥、不自然に空へ向かって突き出した白い柱を遠くに見つめながらミラは言う。

			「それはもう、最先端の魔導工学の結晶ですからねっ」

			　そう答えたガレットの声は弾んでおり、正面を向いたままでも、満面の笑顔であろう事が窺えるほどであった。

			「魔導工学とな？」

			　ミラが聞き覚えのない名称に疑問を呈すると、更に声を弾ませたガレットが語り始める。

			「ええ、これがすごいんですよ。魔封石に秘められた力を、金属の部品を組み合わせて作った装置で制御するもの、だと聞きました」

			「ほぅ……魔封石を使うのか」

			「はい。このアーマードジープは最近完成したばかりでして、それだけに最新鋭の技術がふんだんに盛り込まれています。ですがその分、燃費、つまり魔封石の消費も著しく、テストとして一度走らせたきりだったんです」

			　そう言いながらも、ガレットは声の調子を更に上げていく。

			「ですが先程、好きなだけ使っていいと突然沢山の魔封石を渡されました。そしてこのアーマードジープでミラ様を目的地へ迅速に送り届けるようにと仰せつかったのです！　ありがとうございます！」

			　素早く振り返り感謝を伝えると、ガレットは即座に正面に向き直る。

			　精錬技術の第一人者であるダンブルフが消息不明になった事により、技術の根幹を理解している者がいなくなり、精錬はほとんど発展せず今に至っている。それゆえに生産が追いつかず、等級の高い魔封石は貴重品となっているのだ。

			　ミラを送り届けるために、そんな魔封石が使い放題になった。ガレットは賢者の弟子の待遇に驚き、そして大いに感謝した。

			（なるほどのぅ。それで魔封石の事を）

			　魔封石を持っているかと聞いてきたソロモンの事を思い出すミラ。つまりは、供給の目処が立ったからの大盤振る舞いだ。事実は待遇云々ではなく、まだ一度しか動かしていないアーマードジープの試運転と、ミラを迅速に送るという実益を兼ねただけの事である。

			


			　乗り物関係には、人一倍の強い思いを持っているガレット。戦車団副団長という役職に就いているのも、そういった理由が大半を占めている。そんなガレットの一番のお気に入りがアーマードジープで、制限なく乗りまわせる今、ここぞとばかりに魔封石を投入していた。

			　アーマードジープの性能はミラの想像よりも高く、特徴的なのが魔封石の力による車体の強度強化だ。多少、魔物を撥はねてもびくともせず、そして舗装されていない道なき道を最高速度ぎりぎりで疾走しても車体にかかる負荷はほとんどないのだ。

			　とはいえ、内部はそうでもない。

			「これは……どうにかならぬのか!?」

			　ソファーの上でひっくり返りながら、ミラは声を荒らげる。それもこれも、道を逸れて草原の真っ只中を突き進んでいるからであった。

			　最新の魔導工学を結集したアーマードジープには、各地点に設置された通信機と交信出来る装置が搭載されていた。それを利用し最新情報を聞くと、魔物の群れは真っ直ぐに何かを目指して直進している事が判明した。その進行方向に人の住むような場所はなく、草原と森が広がっているだけだが、唯一特筆するとすれば、天高く白い柱が突き立った花畑があるという事だ。

			　なので目的地の予想を立て、アーマードジープはそこに直進していた。凹凸の激しい草原を走れば、それだけ車体も激しく揺れ、時には宙を舞い、ミラはその都度跳ね上がり、ふかふかのソファーに受け止められる。ガレットが、必要に迫られてと言って苦笑した意味はこの事であった。

			「花畑が見えてきました。もうすぐ到着しますので！」

			　絶好調のガレットに停止という二文字はなく、アーマードジープは草原を突っ切っていく。

			「うーむ……花畑が、見えてきた、のぅ」

			　まるでトランポリン競技でもしているかのようにソファーで上下に跳ね回るミラは、別の花畑を幻視しながらそう呟いた。

			


			　鮮やかな緑一面の緩やかな丘を上りきると、アーマードジープは勢いそのまま天辺から飛び出し、軽い浮遊感を満喫しながらガレットは歓声をあげていた。

			　丘の先は緩やかに下る傾斜になっていて、より深い草原とまばらな林が一帯に広がっており、その遠い深緑の中にぽっかりと綺麗な円形の花畑が見てとれる。極彩色に彩られたその中心には、まるで守護者の剣のように、純白の柱が突き立てられていた。

			　ミラはソファーの上で体勢を立て直すと、目を凝らしフロントガラスの先を見つめる。

			「どうやら、当たりのようじゃな」

			　高さは銀の連塔の倍はある白い柱。その近くの林からぞろぞろと出てきた集団は、真っ直ぐその柱に向かって進行していた。まだまだ遠く、どういった種類がいるかは判断出来ないが、無秩序に蠢うごめいているその集団は確かに魔物であると確信出来た。

			「しかしこの距離ですと、あちらが先に到達してしまいそうです」

			　柱からの距離はミラ達よりも圧倒的に魔物の群れの方が近く、それはアーマードジープの速度をもってしても覆せそうにない。

			「しょうがあるまい。出来るだけ急ぐのじゃ」

			「ご命令とあらば！」

			　ガレットは、そう答えると魔封石を動力部投入口に三つほどまとめて放り込む。魔封石の力を原動力に変換するアーマードジープの心臓部が一層高音を響かせ始めると、ミラは引きつった顔で「安全運転で急ぐのじゃ」と言い直した。

			　緩い傾斜を下り、鬱蒼と茂った草むらと乱立する木々を掻き分け、アーマードジープは激走していく。そして数分のうちに群れの詳細を目視出来るまで距離を詰めた。

			　ミラが、目の色を変えてハンドルを握るガレットを見ないようにしながら、花畑を無造作に踏み荒らす魔物達をその視界に捉えた、その時だ。

			「あれは、どういう事じゃ……」

			　ただひたすらに目的地を目指していた魔物の群れは、その場に到着するや否や、それぞれの得物をぎらつかせて向かい合い、唐突に殺し合いを始めたのだ。雑多に揃った魔物の群れだが、同種族の集まりもいくらかは存在する。しかし、それすらも関係なしに、魔物達はただ近くの相手に襲いかかっている。

			「いったい何を……。急ぎます！」

			　魔物が魔物を捕食するというのは確かにある。だが同族ではありえず、そもそも捕食関係であったなら仲良く行進などするはずがないのだ。

			（何かがあの場にあって、それを奪い合っておるのか？　それとも……）

			　どのような意図があるにせよ、それは現在進行中であるというのは確かである。ミラは言い知れぬ不安を抱きながら、ソファーの上を転がっていた。

			


			　花畑の手前でアーマードジープが停車すると、ドアを叩き壊すかのように少女が一人飛び出した。

			「レッサーデーモン……。やはり、こやつが絡んでおったのか」

			　魔物達の中に、一体だけ歪いびつな存在、魔族であるレッサーデーモンが傷だらけの姿でそこにいた。

			　殺し合いを続けた魔物達はあっという間に数を減らし、とうとう最後の一体となった瞬間、その首をレッサーデーモンが切り落とした。

			「耳障りな声じゃな」

			　花畑の片隅で狂ったようにケタケタと笑う魔族。ミラは相手を一睨にらみすると、即座にダークナイトを召喚した。

			　現れた黒騎士は、そこらじゅうに散らばる魔物の死体を蹴散らし駆け抜け、瞬く間にレッサーデーモンを両断した。すると、切り裂かれた傷口から黒い霧のようなものが吹き上がる。だがそれは、僅かに宙を漂ったあと、溶けるように霧散していった。その下で、夥しい数の骸むくろの一つに加わったレッサーデーモンの死骸は、どこか愉悦に笑み歪んでいるように見えるものだった。

			「これはまた、酷い有様ですね」

			　追いついてきたガレットが、辺りを見回してから言う。本来、視界に広がっているはずであった極彩色の花々は、魔物達の血でどす黒く濁り、穢けがされた乙女のように力なく横たわっていたが、花畑にはまだ無事な場所も残っている。荒らされたのは外周にあたる部分のみで、中心部を含む全体の半分は、どういう訳か血の一滴も飛び散ってはいなかったのだ。

			「さて、戻るとしようかのぅ。っと、その前に死体の処理じゃろうか」

			　ゲームであれば自然消滅する魔物の亡骸であるが、ミラはこの世界に来た直後を思い出した。それは、ダークナイトが虐殺したゴブリンの亡骸を、騎士団達が焼いていた事だ。

			「そうですね。このままですと、多くのグールが生まれそうですし」

			　ガレットは、足元に転がる無数の死体を一瞥すると「ちょっと取ってきます」と言いアーマードジープに走っていった。

			　暫くして戻ってきたガレットの手には二つの小袋があった。

			「一先ず、一箇所に集めましょう。ミラ様、これを魔物の死体にかけていってもらってもよろしいですか」

			　そう言って、ガレットは小袋を一つ差し出す。

			「……ふむ、これはなんじゃ？」

			　受け取った小袋の中には白い粉末が入っていた。ミラは言われたとおり、足元の死体に一掴みふりかけながら問いかける。

			「ハーメルンの灰ですよ。あ、それと指先の一つまみ程度で大丈夫ですから」

			　そう言いガレットは小走りで花畑を駆けていき、魔物の死体に灰をふりかけ始めた。

			　結局、どういうものかは分からないがあとで教えてもらおうと、ミラもガレットに倣い灰を撒いていった。

			


			　作業は十数分程度で完了し、二人は今アーマードジープの傍にいた。

			「では、早く済ませて帰りましょう」

			　言いながら少し前に出て、ガレットは地面に四角い石を置いた。そのまま戻ってくると、少しして異様な光景がミラの目に飛び込んできた。死んでいたはずの魔物が、のっそりと立ち上がり歩き始めたのだ。

			　一瞬、警戒したミラであったが、落ち着いた様子のガレットと、先程のアイテム名から推察し、なるほどと得心がいった。

			　生気のない目をした魔物達は、石が置かれた場所に向かって機械的に集まり、次々と折り重なっていく。

			　数分もすれば、魔物の死体の山が出来ていた。

			「では、焼きましょう。ミラ様、少し下がっていて下さい」

			　言うが早いか、ガレットはアーマードジープの上に飛び乗り、そこに備えてあった砲口を死体の山に向けた。

			「火の魔封石は……っと、これですね。では、撃ちます！」

			　ガレットが何かを操作した直後、轟音とともに一筋の光が横切り死体の山に吸い込まれていき、炎の柱が天を貫くかの如く噴き上がった。

			「なんとも……豪快じゃのぅ」

			　ミラは火の粉を散らして燃え上がる山を前にして呟くと、そのまま振り返りガレットの晴れ晴れとした表情を見て苦笑する。

			　群れの処理が完了し、アーマードジープで花畑を去っていく途中、ミラはバックガラスから後方を覗き見た。ふと脳裏を過よぎるのは、既に満身創痍であったレッサーデーモンが最期に見せた、不気味な笑みである。魔族は下級の魔物を扇動する事があり、今回の群れはこのレッサーデーモンが連れてきたのであろうとミラは推察していた。

			「ふむ……？　もっと白くなかったかのぅ」

			　足元で大騒ぎがあったにも関わらず、変わらないまま突っ立っている白い柱。だがミラの目には、来た時より少しだけ黒ずんで、まるで魔物の血を吸い上げた、そんなように見えたのだった。
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			　国の領地内に突如として現れた魔物の群れ。ミラはその討伐を完了してアルカイト城に戻ってくると、早々に報告を終え執務室にあるソファーの隅に深く腰かけていた。

			「揺れなければ、これ程落ち着くとはのぅ」

			　帰りもまたアーマードジープに振り回されたミラは、解放された反動からか緩みきった表情で、優雅にアップルオレのビンを傾ける。

			「まさかレッサーデーモンが関係していたとはね。で、群れは全滅したけど目標は達成された、でいいのかい？」

			「うむ、間違いないじゃろう。あの耳障りな笑い方をしておったからな」

			　ミラは、レッサーデーモンが最期に見せた不気味な笑みを思い出しながら、まだ半分は残るアップルオレのビンを卓上に置いた。

			　レッサーデーモンの笑い声。これはプレイヤーならば誰もが知っているであろう、敵の目的が達成されたという合図のようなものであった。つまり、ダークナイトが切り伏せる前に、レッサーデーモンは何かを成し遂げていたという訳だ。

			「気になるね。ただでさえ忙しいのに、また厄介ごとが増えるなんて」

			　ゲームだった頃、レッサーデーモンが関わるイベントには全てろくなものがなく、コンプリートしても後味の悪いものがほとんどであった。ソロモンも当然それを経験しており、うんざりした顔で報告をまとめる。

			「ぬ、それはわしも含めての事か？」

			　ダンブルフとしてではなく、その弟子としてきたミラは、厄介ごとという言葉に反応する。

			「いやいや、そんな事はないよ。むしろそれを解決してくれる……っと、随分間が空いちゃったけど、君の事を今すぐ賢者として発表は出来ないって話をしていたっけ」

			「そういえば、そうじゃったな」

			「そこで提案があるんだ」

			　ソロモンは、まとめた報告書を机の端に寄せると、どこぞの司令官の如く両手を組み、身を乗り出して言葉を続ける。

			「ほう、なんじゃ」

			　ミラもまたそれを受けて視線鋭くソファーに座り直し、顎先に指をあてがう。かつて仲間内で流行った、真剣な会議をする時のポーズである。

			「誰もが納得するような成果を上げてから、ダンブルフの弟子としてエルダーの襲名を宣言すればいいと考えたんだ」

			　ソロモンの言いたい事は、賢者の弟子という肩書きに箔はくを付けるというものだった。突如現れた少女がダンブルフだと言っても、信じるものは少ないだろう。信じたところで、余りにも大きな容姿の変化により見た目の威い厳げんが失われてしまい、どんな悪影響が出るかわからない。

			　また、ダンブルフの弟子としてすぐに賢者の地位に据えるという方法を取った場合、英雄の弟子とはいえなんの実績もない少女が、術士の最高位であり国の方向性を左右する権限まで得るとなれば、修練に励む術士達から無用な反発を買いかねないだろう。

			　だが、国に大きく貢献する実績と共に現れればどうか。

			「絶対に上手くいく。とは言えないけれど、やってみる価値はあると思うんだ。むしろやって欲しい」

			　単純に、ミラの実力を見せ付けるという手もある。しかしソロモンはそれを放棄した。ミラ本人は余り理解していないが、ダンブルフの後釜というのは現在、想像以上に重いものであるのだ。周りを納得させるには、その席に見合うだけの証明が必要であるとソロモンは考えた。

			「まあ、事情は把握したが。して、わしに何をやらせようというのじゃ？」

			　ミラがそう訊くとソロモンは大きく深呼吸して腕を組む。そして真面目そうに振る舞いながらも多少困ったような表情を浮かべた。

			「ダンブルフ……いや、これからはミラと呼ぶ事にするね。どこで洩もれるか分からないし」

			「うむ、好きにせい」

			「さて、ミラ。君に頼みたい事は他でもない、皆を探してきて欲しいんだ」

			「皆、とな？」

			　顎に手を添えながらそう言葉を繰り返すミラ。皆と言われても、どこをどう取って皆なのか。一瞬聞いただけでは分からないが、話の前後から自ずと予想は出来た。ミラは、その答えに思い当たると、眉間に皺しわを寄せて心底面倒そうな表情を浮かべる。

			「今この世界にいる九賢者は、ルミナリアとわしだけではないのか？」

			「うん。あえて言うなら、君が最後だ」

			「なんじゃと……」

			「最初にここに来た時、フレンドリストについて教えたよね。確認してみるといいよ」

			　そう言われてミラは腕輪を操作する。裏画面を呼び出しフレンドリストを開くと、そこに並んだ名前は、かつて仲良くなった友の名だ。ソロモンやルミナリアの名前は白い文字で書かれている。ミラはそこに目的の名前を見つけると、心底気だるそうな表情でその白い文字で書かれた名を目で追った。

			「ふむ……全員オンラインじゃな」

			　ミラが確認した名前は、七人。つまり、ダンブルフとルミナリアを抜かした残りの九賢者の名である。

			「そうなんだよね」

			「なら、なぜおらぬ？」

			　ソロモンは、ダンブルフがオフラインからオンラインの表示になった事で、ミラがダンブルフであるのではと気付いた。つまり、オンラインという事は現実となったこの世界にいるという解釈が出来るのだ。しかし拠点であるはずのアルカイト王国には、ルミナリアしか見当たらない。

			「それが分からないから君に探してきて欲しいんだ」

			「難儀な話じゃのぅ。どこをどう探せという。塔でなければ、こやつら一所に留まるような輩やからではないぞ」

			「まあ、正直なところ時間はかかるだろうね。ただ出来れば今年中に半分は見つけて欲しい」

			　今年中に半分。制限時間をかけたソロモンの真意に見当がつかないミラは、感じたままの疑問を口にする。

			「今年中とは随分と性急じゃな。なんの手掛かりもなくゼロからあやつらを探すなぞ、一年二年で成せる事ではないじゃろう」

			　それなりに付き合いが長いので、仲間の事は相当に理解しているミラ。それ故ゆえに、理解の及ばない部分も良く熟知していた。

			「まあ、そうなんだけどね。どうしても今年中じゃないとまずいんだ。君がこの世界に現れたのも、本当にギリギリのタイミングだったからね。もう僕はこれを運命だと感じたよ」

			　ソロモンも当然、一筋縄ではいかない事は把握している。だからこそ、もっとも可能性のある相手に託したいのだ。

			　少年が心底疲れたように眉間に皺を寄せる姿は、なんとも違和感があるが、ミラはその口調と表情から余程切羽詰った事情があるのだと察した。

			「何ゆえ、それ程急ぐ。理由を言うてみい」

			　ミラがそう言うと、ソロモンは本棚から書類をまとめた一冊のファイルを取り出し、ソファーの前の卓上にそれを広げる。

			　ファイルには、十年前に起きたある戦闘の記録が記されていた。ミラの頭の片隅にグライアとの会話が蘇る。ある戦闘のあと、魔物の出現率が上がったと。

			「三神国防衛戦……か」

			　ミラは中身を一いち瞥べつしてからファイルの表紙を確認し、呟くように読み上げる。

			「知ってる？」

			「うむ。十年前の事らしいのぅ。グライアがその後、魔物の襲撃が多くなったとも言っておった」

			　ファイルを睨にらみながら、ミラはグライアに聞かされた話を思い出す。

			「そうそう。君達がいなくなったから騎士団を派遣する事になっちゃったんだ。数も多いし軍事費も馬鹿にならないよ」

			　ソロモンは説明しつつミラのとなりに腰を下ろすと、卓上にあった飲みかけのアップルオレに口を付ける。

			「この無駄に甘い感じ。すっごい久し振り」

			「ぬ、勝手に飲みおって。お主の身分ならば、もっと上等なものがいくらでもあるじゃろうに」

			「僕は生きっ粋すいの王様じゃないからね。ジャンクを愛する心は忘れていないよ」

			　そう言いながら、ソロモンは空のビンと共にもう片方の手をミラに向けて差し出す。おかわりの催促だ。

			「やれやれ。して、これにどのような理由がある。結局は昔の事じゃろう。それとも、またわし等に討伐をさせて、軍事費をケチろうという腹か？」

			　ミラは空のビンを跳ね除けながらも、アップルオレを取り出しソロモンに手渡した。

			「あー、そうだね。そうしてもらえると大助かりだけど、もっと切迫した問題があるんだ」

			　そう言ったソロモンは、アップルオレを口にしながらファイルのページを捲り、あるところで止めた。『限定不戦条約』と題された事柄が書かれたページだ。

			「ふむ、これは？」

			　タイトルを一睨みしたミラは、その下に続く細かい文字から目を逸らして、即、答えを求める。

			「君はいなかったから知らないだろうけど三神国防衛戦は、かつて僕達が経験した戦争とは比べものにならない程の規模だったんだ。初期三国の王、神王が直じかに指揮をとったといえば君には分かりやすいかな」

			「なんと……。あの不動王どもが」

			　ミラが驚くのは無理もない。初期三国とは、誰もが一度は所属するゲームの始まりの国。それはプレイヤーが建国を始める前から存在していた国であり、国内ならば駆け出しのプレイヤーの安全が保障されているという事でもある。

			　大陸中で建国ラッシュを迎え沸き上がっていた時でも、この初期三国に宣戦布告するような国はなかった。たとえしたところで三国には、トッププレイヤーですら軽く蹴散らす強力なＮＰＣが揃っておりほとんど勝ち目はない。

			　そんな国の王が三人も出張るとなれば事の大きさが窺い知れるだろう。余談だがミラの言う不動王とは、動いたところを見た事がないところから付いたあだ名である。

			「三神国防衛戦って銘打ってるけど、初期三国が最前線で奮闘していたからであって、この戦争は大陸全土を巻き込んだものなんだ。事の始まりは空から飛来した魔族の大群。主に三国を攻めていたけど、増援と共に別の場所にも飛び散った。その魔族が隣国周辺に襲いかかるもんだから被害も当然広範囲に拡大して、小国はその多くが壊滅。酷いもんだったよ」

			　表情を苦悶に歪めながら酷かったと言うソロモンは、正に民を憂う王の意志をその身に宿している。ミラはそんなソロモンの姿に「そうじゃったか」と心中までは理解出来ぬとも、友として親友を憂う。

			「まあ、そんな大戦が十年前にあったんだけどね、それだけの戦争だから、終戦後どんな状態だったか想像しやすいでしょ」

			「どこもかしこも復興作業で大忙しじゃな」

			「正解。だから各国で牽制し合うために出来たのが、限定不戦条約って訳。内容を簡単に言うと、条約制定から十年間、戦争とそれに準じる全てを禁止するっていうもの」

			　つまりは大陸全ての国が、まともに戦争出来る状態ではないので、一先ず復興に尽力して抜けがけはやめませんか、という内容だ。

			「その条約の期限が近い。そういう事じゃな？」

			　話の流れからミラが察した時間制限。それはつまり、条約の失効と共に戦争が解禁となるまでの期限だ。

			　アルカイト王国の主力、九賢者が一人だけともなれば付け入る隙もある。富んだ大地は、様々な大地の恩恵を与え、術においては右に出る者がいないアルカイト王国を手中に収めれば、その英知は大いなる実りをもたらすだろう。

			「正直なところ、今はこの条約に守られているといっても過言ではないんだ。抑止力とまではいかなくても、せめて国を守りきれるだけの戦力が必要だ。もう一度言うよ。ミラ。皆を探して来てくれないか」

			　ミラはファイルを閉じると、一呼吸置いてソロモンの真剣な瞳を見つめ返す。その心にはもう既に答えは出ていた。

			「いいじゃろう。引き受けよう」

			　ミラがそう答えるとソロモンは「ありがとう」と破顔一笑する。

			


			「さて、話もまとまった事だし、どこをどう探すか、だけど……」

			　貰ったアップルオレを飲み干し、空きビンを手元で遊ばせながら、ソロモンは溜息交じりに言う。九賢者は皆一癖も二癖もある変わり者ばかりなのだ。

			「やはり、そこじゃな。あやつ等は探したところで容易く見つかるような輩ではないからのぅ」

			「そうなんだよね。君達、九賢者は癖が強過ぎるのが問題なんだよねぇ」

			　ソロモンはそう言うと、空きビンを透かしてミラの姿を見つめ「一人はこんなんなっちゃってるし」と苦笑する。しかし、三十年振りに会えた親友を見るその目は、どこか楽しげだ。

			　そんな話をしていた時、唐突に表が騒がしくなった。直後、レイナードの懇願するような制止の声を振り切り、一人の女性が壊れそうな程激しく執務室の扉を開いた。

			　ミラとソロモンの視線を一手に掻っ攫ったその人物は、青と白のローブを纏まとい非常に映えるボディラインと整った目鼻立ちをした、誰もが目を奪われるであろう美女だった。

			　その美女は燃えるような真紅の長髪を手でかきあげ、憚はばかる事なく主張する胸を揺らしながら、髪に負けないほど赤い瞳でソロモンを一瞥すると、もう一人の少女に視線を注いだ。

			「いきなりどうしたのだ。約束の時間にはまだ早いと思うが」

			　ソロモンは、先程とはうって変わり威厳を漂わせるように口調を整えて、やってきた美女を見据える。美女はその言葉を耳にすると同時に、勢い良く扉を閉めた。

			　扉に顔を打ち付けたレイナードは苦悶の表情で大きくよろめき、うっすら涙目だ。そんなレイナードの肩に手を当てて、ヨアヒムは「あの方に何を言っても無駄ですからお気になさらず」と慰めの言葉をかけた。

			「ダンブルフの弟子という娘が来ているという話を耳にしたので、一目見ようと来賓室に行ってみても誰もいないじゃないですか。そこで近くの衛兵を絞り上げたところ、執務室へ移動したと言っていたもので、来てみました」

			　美女は朗らかな笑みを浮かべながらそう言い、ソロモンに向かい合う。

			「なるほどね。まあどちらにしろ、あとで君のところに連れて行こうと思っていたんだ」

			　そう答えたソロモンは、ミラの側まで歩み寄る。

			「この娘が、そのダンブルフの弟子。ミラだよ」

			　そう紹介されたミラは、席を立つでもなく挨拶をするでもなく扉の前に立つ女性を見つめ、その相変わらずな姿に苦笑しつつソファーに深く座り直す。

			「そう。この娘が。それはそうと、ソロモン様。その口調はよろしいの？」

			　美女が指摘した口調というのは、以前に王としての威厳を出すために矯正した偉そうな話し方ではなく、友と話す時の話し方になっているという事だ。二人きりではなく、誰かがいる場合にはそれ相応の態度にするべきだとソロモンと彼女で決めた事だ。

			「ああ、問題ないよ。だってこれダンブルフ本人だもん。だから君も普通に話すといいよ。長い年月が経つけど、今でも君のその口調には慣れないしね」

			　言いながらソロモンは、イタズラっぽい満面の笑みを浮かべる。

			「な……ななな……」

			「あー、久しいなルミナリア。となるのじゃろうな。わしからしてみれば昨日の今日じゃが」

			　ミラはソファーで寛いだ姿勢のまま片手だけを上げる。

			　ルミナリア。それは九賢者の一人で、現在居場所が判明しているただ一人のエルダーの名だ。

			「そっか。ダンブルフね。お前もやっとここに来たか……」

			　ルミナリアは、探るようにミラの全身を視界に収める。そして少女のその愛らしい姿に、かつてダンブルフと好みのタイプについて話し合った時を鮮明に思い出した。

			　ミラの今の容姿は、その時聞いた特徴と完璧に一致し、色々と変わらぬ親友に嬉しくも可笑おかしくなり、ルミナリアは堰せきを切ったように笑い出す。

			　閉められた扉からほんの僅かに漏れてくる笑い声に、表にいたレイナードは耳を塞ぎ、ヨアヒムと頷き合った。ルミナリアは時折人が変わる。これは城内で囁かれている噂であり、ある意味真実であった。

			　笑い転げたあと再びミラの姿を視界に入れたルミナリアは、にやりと含みのある表情を浮かべる。

			「お前もやっと、この素晴らしさに気付いたって事だよな。いいだろう女の身体は。もう弄いじり倒したのか？」

			　開口一番、実に下品な言葉を紡ぐルミナリアの口だが、その口端を上げ笑みを作る艶っぽい唇は、それすら魅力の一部にしてしまう色気があった。

			「お主と一緒にするでない。いうなればこれは事故じゃ。わしの意思ではない」

			「の割には、秀逸な出来栄えじゃないか。事故というにはいささか無理があるように思うがなぁ」

			　ルミナリアはミラの銀髪を撫で回すと、襟えりに指を引っかけて胸元を覗き込み、服の中まで完璧である事を確認して言う。

			「……うぬぅ。話せば長くなるのじゃが」

			　鬱うっ陶とうしそうにルミナリアの手を払ったミラは、課金切れのメールから今に至るまでの経緯を簡潔に説明した。

			


			「僕の持ってる化粧箱も、君と同じ理由なんだよね。ただ使ってないだけだけど」

			　ミラの説明を聞き終えると、ソロモンは同じく課金切れのメールが来て勿体なかったので化粧箱を購入したと話す。

			「それならオレも同じだな」

			　そう言うとルミナリアはアイテムボックスから化粧箱を取り出し、掌の上で遊ばせた。それを恨めしそうに睨みながら、ミラはむすりと唇を尖らせてソファーに寝転がる。

			「なぜわしは持っておらぬのじゃろう」

			「使っちゃったからでしょ」

			　ミラは身も蓋もないソロモンの言葉に心を鋭く抉えぐられると、「うぐぅ」と唸りながらソファーに仰向けになり、不ふ貞て腐くされた子供のように両手両脚を投げ出した。

			


			[image: （ミラの髪をなで回すルミナリア）]

			


			「でもまあ、良かったじゃんか。ネタキャラじゃなくってよ。理想の女性像だっけ？　愛着も理想もまったく皆無ってより、今は不幸中の幸いってところだろ。オレにしてみれば、この世界が現実になったという事がもう幸いだったがな。この世界は最高だぞ。初日はずっと弄り倒していたしな」

			　綺麗な顔で実に清々しい笑顔を浮かべるルミナリア。中身さえ考慮しなければ、大多数の男が心を奪われているだろうが、残念ながらここにいるのは正体を知っている二人だけだ。

			　ミラは、そんな相変わらずのルミナリアを冷めた目で見ながら、一つ浮上してきた疑問を掬すくい取る。

			「そういえば今思ったのじゃが、ソロモンは三十年、ルミナリアは二十年じゃったか。それだけの年月が経っておるというのに、歳を取ったようには見えぬが」

			　ミラにしてみれば、違和感がないのも当然だ。昨日の今日の事なのだから。だがしかし、ミラとは別でこの世界の時を過ごして来ている二人が当時のまま変わらないというのは不可解であった。ルミナリアは大目に見たとしても、ソロモンはそうはいかない。少年の姿をした四十近くの人間などありえないはずだ。

			「そういえば、もう当たり前過ぎて話していなかったね」

			「そこが、この世界が最高たる所以ゆえんの一つだな」

			　腰を据えて話そうと、ソロモンがキャスター付きの執務椅子をソファー近くまで転がしてくれば、ルミナリアは早い者勝ちだとばかりにその椅子に腰を下ろし、すらりとした長く艶やかな脚を見せ付けるように交差させる。

			「分かりやすく言うと、どうやらこの世界での僕達元プレイヤーは、ＮＰＣだった一般人とは違うみたいなんだ」

			　ソロモンは、ふてぶてしく座るルミナリアの頭を小突きながら続ける。

			「一般と違う……とな？」

			「うん。まずは調べる事についてだけど、君はもう僕やルミナリアの事は調べてみたかい？」

			　そう言われて、ミラは謁えっ見けんの時ソロモンを調べようとしたが、情報が何も提示されなかった事を思い出す。試しに今度は、気持ち悪く蠢うごめくルミナリアを注視する。しかし、視界にはなんの情報も浮かんでは来なかった。

			「二人とも、何も表示されんのぅ。スレイマンやグライアは見えたのじゃが」

			　それを聞いたソロモンは少年っぽく笑うと、大の字になったミラの足元あたりにちょこんと腰かけた。

			「どうやら元プレイヤーは調べる事が出来ないみたいなんだ。それが一つ目の違い。ちなみに、初めて君を見た時に調べてみたけど何も見えなかったから、君が元プレイヤーだって分かったんだよね。オンラインになると同時にダンブルフの弟子を名乗る、ダンブルフ好みのロリっ子が現れた。もう僕以外でも確信が持てる状況証拠だよね」

			「つまり、判断材料になるという事じゃな」

			　ミラは苦笑交じりに言う。

			「そゆ事。これから探す皆の姿が変わってないとも言い切れないからね。最低でもプレイヤーかどうかは見分けられるよ」

			　そう言いながらソロモンはドロワーズまで露出したミラの足を覆うように、スカート状になったローブの裾を整えた。

			「しかし、あやつ等のあの性格ならば、見た目以外でも判断が出来そうじゃな」

			「確かに。このルミナリアが別人になっても見分けられる自信はあるね」

			「そうじゃな。このような変態、そうそうおらぬからのぅ」

			　自分の脚を恍こう惚こつとした表情で見つめているルミナリアを一瞥し、二人は含むように笑い合う。変態と言われたルミナリアは、そんな二人にじろりとした目を向けたが、どうしたのか突如表情を一変させる。

			「それはつまり……姿が変わっても見分ける事が出来る程、オレ達は仲良しって事だな！」

			　随分と前向きな回答を出したルミナリアは、すっくと立ち上がりプロレス技のようにソファーにダイブする。ソロモンは素早く退避したが、寝転がって思いっきり脱力していたミラはどうする事も出来ず、そのまま重力を味方に付けたルミナリアに容赦なく抱擁された。

			「友よー！」

			「おい、やめんかバカナリア！　……どこを触っとるのじゃ！」

			　ルミナリアの蠢く手は、相手をミラに代えるとその肢体を吟味するかのように這はい回る。

			「良いではないか、良いで……はぅっ！」

			　悪代官さながらにミラを手篭めにしようとしていたルミナリアは、鈍い炸裂音と共に腹の底から湧き出たような声をあげ宙を舞うと、そのまま勢い良く天井にぶつかり、べしゃりと床に落下した。

			　ソファーに仰向けになったままのミラは、突き上げるように右手を天井に向けている。セカンドクラスである仙術士の術を零距離でルミナリアに撃ち込んだのだ。

			「セクハラも命がけだね」

			　ソロモンが淡々とした様子で声をかけると、ルミナリアはゆっくりと起き上がり「だが、それがいい」と誇らしげにサムズアップして応えた。

			　ミラは、着崩れたローブを整えながら起き上がり、そんなルミナリアに醒めた目を向けると「次やったら魔眼込みじゃ」と釘を刺す。続きを所望していたルミナリアの両手は、揉みしだこうと構えたまま行き場をなくし彷徨さまよった末、床に散らばった書類を集め始める。

			「殊勝な事じゃな」

			「いやもう、ほら、オレって綺麗好きじゃん」

			「それじゃあ、こっちもついでにお願いするよ」

			　ここぞとばかりに、ソロモンは散らかった書類のある机を指し示す。ルミナリアは、それに無言で頷いた。
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			「さて、それで続きだけど、僕達の一番大きな違いが、この姿なんだ。見たとおり、歳を取らないみたいなんだよね」

			　言いながら、ソロモンは両手を広げて自分の姿をアピールする。

			「それで、三十年経とうと変わらぬ訳か」

			「うん。正確にはまだ分からない事が多いから絶対とはいえないけどね。本当に歳を取らないのか、歳は取っているけれど見た目が変わらないだけか。寿命はあるのか。とかね。それはあと四、五十年くらいしたら分かるかもだけど」

			　月日による老化がないのならば、それに伴う身体の劣化もないという事だ。そして肌の張りも維持され続ける。ルミナリアが、この世界は最高と言ったのは、この見た目が変わらないという事が大部分を占めている訳だ。美男美女ならば、それが永遠であるのだから。

			　ソロモンの話により、ミラは二人の姿が変わっていない事を理解した。実際は根本的にという訳ではなく、あくまで元プレイヤーはそういう状態であるという事までだが。

			　しかしミラは、その話の中にあった寿命という単語が気になっていた。三十年では、確かにまだ死は訪れないだろう。だが、別の要因による死はどうなのか。

			　ゲーム時代は魔物等に倒された場合、所属国や拠点に戻されて衰弱状態で復活するというものだった。だがそれは、ゲームの時だ。現実となった今でもそのルールは適用されているのか。ミラは、そこが気になった。

			「ところで、この世界で死ぬとどうなるのじゃ？　衰弱状態で復活するのかのぅ？」

			「死ぬと、か……」

			　ソロモンはミラの問いかけに、困ったような表情を浮かべて腕を組み考え込む。

			　暫くして考えをまとめたソロモンは、顔を上げると「確定ではないんだけどね」と一言添えてから話し始めた。

			「実はまだ、プレイヤーが死んだという話は聞いた事がないんだよね。ただ、これは僕個人の見解だけど……多分、死ぬと思う」

			　淡々と語るソロモンは、至って真剣にそう告げる。

			　現実である以上、考えられない話ではない。ミラは、出来ればそうでない事を願ってはいたが、そんな都合良くはいかないだろうとも思っていたため、その言葉をすんなりと受け入れられた。

			「して、多分という、その根拠はなんじゃ？」

			「それはフレンドリストだよ。僕はね、毎日夜になるとフレンドリストを確認しているんだ。君達みたいに、今でも突然この世界に現れる人がいるみたいだからね。でも、その逆もあったんだ。オンラインである事は分かってたけど、どこにいるかまでは知らなかった友達がいたんだけどね」

			　そこまで言うと、ソロモンは一度口を噤つぐみ唇を湿らせる。一瞬だけ声の消えた室内に、ルミナリアが書類を束ねる音が響く。まだ、整理整頓中のようだ。

			「ある夜いつもどおりにリストを確認すると、オフラインに変わっていてね。それから今日まで、オンラインに戻ってはいない」

			「なるほどのぅ……」

			　この世界にいるという事がフレンドリストでのオンライン状態であるとすると、オフラインはいないという事。そこから考えられる事は、二通りある。

			　一つは、何らかの方法でログアウトした。

			　もう一つは、何らかの原因でこの世界から消えた。つまり死んだという事だ。

			　ミラは、そのソロモンの根拠を信じると、より一層注意して行動しようと決めた。

			「死ぬ死なないとかいってもよ。正直、この世界で死ぬ要因といえば一番多いのは戦闘関係だろ。オレ達がそれで死ぬとは考えにくいよな。実力はそのままなんだ、勝てない相手に会っても全力で逃げれば、魔獣王だろうが魔王だろうが竜神だろうが、生き延びる事は出来るだろ」

			　書類整理の途中、机の上に艶っぽく腰かけルミナリアが言う。確かにそのとおりで、三人にしてみればそう重大な問題ではない。ここにいる三人はサービス開始からの四年間、様々な手段を講じて、世界でも有数の力を身に付けている。そうそう、後れを取るような事はないだろう。

			「確かに、そうじゃのぅ」

			「そうだね。それにあくまで仮説だからね。この件については保留にしておこう。今、答えを出す必要はないし、出す手段も人道的にはないからね。死なないように気を付けておく程度でいいんじゃないかな」

			　ソロモンは、さっきまでの笑顔に戻ると腕輪からメニューを開き現在時刻を確認する。

			「さて、折角だし一先ず仕事は離れて、一緒に夕食にしようか。あの時みたいにさ」

			　ソロモンはそう言って立ち上がり、外で待機している二人にその旨を伝えた。

			　暫くして食事の準備が整ったと侍女が迎えに来ると、三人は執務室から大きな宴会場に移動した。気兼ねなく食事と会話が出来るように、そこにいるのは三人だけだ。

			「流石は王様じゃな。なんとも贅沢な夕飯じゃのぅ」

			　宴会室には、さながら立食パーティのようにテーブルと料理が並んでおり、皿を手にしたミラは、全種類制覇しようと一つずつ食べ回り始める。

			「一流の食材を一流の料理人が調理しているからね。どれも最高に美味しいよ」

			　ソロモンは、そう自慢しながら皿を一枚手にしてミラの左どなりに並ぶ。

			「鶏唐とか、すげぇぞ。一流の鶏唐だ」

			　ルミナリアは、こんがり黄金色の唐揚げをミラの皿の上に載せながらそう言うと、自身でもまた唐揚げを頬張った。

			　ソロモン、ルミナリアにとって一流のものは今では当然だ。だが、興奮するミラの様子にかつての自分を思い出していた。

			　こうして贅沢な料理に目を輝かせたミラと、それに感化されたソロモンとルミナリアにより、アルカイト城での晩餐は終始賑やかなものになったのだった。

			


			　食後、三人は宴会場の中央に併設された舞台の縁に腰かけ、思い出話に興じていた。

			「懐かしいなぁ。あの勇猛な姿は、今でも忘れてないよ」

			　ソロモンは目を閉じて、三十年前に行ったオフラインイベントを思い出す。それは年に一度、自衛隊が主催していた、軍装備や軍事兵器の実物が見られる展示会である。自衛隊員募集のために始まったイベントであったが、軍事マニアにもすこぶる好評で、ソロモンもまた毎年スケジュールを調整してまで通っていたのだ。

			「10式の勇姿。また見に行きたいなぁ」

			「もう歩き回るのは勘弁じゃな。一生のうち、一番歩いた日といっても過言ではないじゃろう」

			「あの時は参ったよな。費用全額奢るっていうからついていったら、軍オタの祭典だもんな」

			　思い出に浸り笑顔満面のソロモンに対しミラは苦笑し、ルミナリアは苦い顔ながらも当時の記憶を懐かしんでいた。

			「冷たいなぁ。二人だって結構楽しんでたじゃないか」

			　ソロモンは両足を宙にぶらつかせながら不ふ貞て腐くされたように言う。

			　その祭典はミラにとっては二週間ほど前の出来事だ。必要経費は全て出すからと言われ、旅行気分で行った先は、軍用機や軍事兵器の並ぶ大会場であった。

			　未だ記憶に新しい会場の様子を思い返していると、ふとミラの脳裏にアーマードジープの姿が浮かんてきた。

			「そういえばじゃな、昼に乗せられた装甲車もどきはなんじゃ？　燃料の代わりに魔封石を使っておったし、火を噴く大砲まで備えておった。魔導工学、とかなんとかガレットが言っておったが」

			　ミラがそう問いかけると、ソロモンは笑顔を取り戻し立ち上がり、舞台のど真ん中で仁王立ちになった。

			「とうとう訊いてくれたね。何を隠そう、アーマードジープは僕の夢の第一歩なのさ！」

			　ソロモンは良く通る快活な声で夢を語り始め、最終的には10式戦車を完成させると、王として宣言する。二人は、ソロモンの勢いに付き合うように、まばらな拍手を送った。

			「ご清聴ありがとう。っと丁度良いね、そろそろ約束の時間だ」

			　両手を広げポーズをとっていたソロモンは、宴会場の入り口脇に置いてある柱時計を確認すると舞台上から飛び降りる。

			「ああ、そういやオレ、そのために来てたんだったな」

			　ルミナリアは、思い出したようにそう言うとソロモンに続く。

			「なんじゃ。なんの時間じゃ？」

			　現実の過去から急に現在の現実に引き戻されたからか、どこかぼんやりと問いかけるミラ。そんなミラに二人は振り返り、自信満々に笑いかける。

			「それは見てのお楽しみだよ」

			「この世界の進化、見せてやるよ」

			　悪戯いたずらっぽくソロモンが言うと、ルミナリアは当然とばかりにミラの手を取り、引き寄せた。

			


			　三人は、廊下を進んでは幾度となく階段を下る。一階ごとに静けさが深まり、無機質な灰色の壁に反響する足音がやけに耳に残る。

			　十階は下りただろうか。ミラがそう思ったところで、大きな鉄の扉とその脇を固める衛兵の姿が目に入った。

			　衛兵は、ソロモンとルミナリアの姿を認めるや否や、例の軍式敬礼をすると「異常ありません」と告げる。

			「ご苦労」

			　一言返したソロモンは、人前なので王様モードで振る舞う。ルミナリアも同様だ。

			「皆様はもう集まっております」

			「そうか」

			「開始までもう間もなくなのですが。ソロモン様、そちらの方は」

			　衛兵はミラの方へ視線を向ける。

			「この者がダンブルフの弟子ミラだ。これから始まる実験に、彼女の技術が役に立つかもしれないので連れて行く」

			「このお方が。失礼しました」

			　謝罪を述べると衛兵はカード状の鍵を扉に翳かざす。ゆっくりと鈍重そうに開く鉄の扉の奥には、白い廊下が更に続いている。

			　ミラは、ソロモンとルミナリアに続き扉を抜ける。するとそこは、今までの中世風のデザインとはうって変わり、近代的で最先端の施設さながらの景観が広がっていた。

			　その光景に視界を一巡りさせたミラは、かつてテレビで見た事のある外国のとある航空宇宙局を思い出す。

			（何やら楽しそうな事をしておるのぅ）

			　深い地下、厳重な扉、実験。これらから真っ先に浮かぶのは、やはり秘密の研究施設だろう。

			


			「さあ、着いたぞ」

			　そう言ったソロモンが大きな扉の前で立ち止まると、その扉はゆっくりと自然に開いた。

			「これはまた、すごいのぅ」

			　扉の奥から、白く広大な空間が姿を現した。横幅も縦幅も高さも端が遠くに見える程だ。

			　空間には無数の機械じみたものが並び、手前には一際目を引く大きな物体が鎮座している。ごてごてとした本体に、長く水平に飛び出した筒状の物体。その周囲に並ぶ計器の前には白衣を纏まとった者。本体の周囲には油汚れの目立つつなぎとエプロン姿の者がおり、あれこれと話し合っていた。

			　その後方、ミラ達の入った扉側には八人のローブを着た術士達と、その場にそぐわない豪華な衣装を身に付けた五人の貴族が、その様子を眺めている。

			「お待ちしておりました。ソロモン様」

			　扉の脇から姿を現したのは、補佐官のスレイマンだ。ミラ達に小さく礼をすると、そのままソロモンの側に控える。

			「皆、ご苦労」

			　ソロモンが声をかけると。その場にいた者は手を止め、一様に向き直り深く礼をする。そして顔を上げると皆の視線は、見慣れない少女、ミラに集中した。

			　好奇の視線に慣れていないミラは、足を擦るように横へとずれていく。そしてルミナリアの背後に身を潜めようとした瞬間、そのルミナリアに両肩を掴まれ前方に目いっぱい押し出されてしまう。

			「この娘は、ダンブルフの弟子のミラちゃん。精錬技術を受け継いでるので、きっと今回の実験にも役に立ってくれるでしょう」

			　周囲から、様々な感情のこもった声が上がる中、一人の貴族が一歩前に出た。

			「この娘があの……。ご挨拶させて頂いてもよろしいでしょうか」

			「うむ。良かろう」

			　ソロモンが了承すると、貴族の男はミラの前へと歩み寄り跪ひざまずく。

			　年齢は六十から七十程だろうか、ロマンスグレーの頭髪に深い皺しわの入った顔は、ミラに向けて優しげな笑顔を浮かべている。老成された落ち着きを体現しており、ソロモンよりも王様の肩書きが似合いそうである。豪華な衣装も必要以上に装飾されてはおらず、上品にまとまっていた。

			「初めまして。私は、エドワード・コルス・シュタイナーと申します。英雄ダンブルフ様のお弟子様に出会えるとは光栄の極み」

			　そう挨拶したエドワードはミラの手を取ると、手の甲にそっと口付ける。ミラは、本来ならば払いのけようとしたであろうところを、そのエドワードの堂に入った紳士な態度に感心する。いや、むしろ見み蕩とれていたと言ってもいいだろう。その姿はミラの理想とする姿そのものだったからだ。

			「うむ。ミラじゃ」

			　立ち上がり一礼して戻るエドワードの後ろ姿を見ながら、精進する事を新たに決意するミラだった。背後ではルミナリアが、誰にも分からないようにほくそ笑んでいた。

			（……はて、エドワード。どこかで会ったかのぅ）

			　紳士な立ち居振る舞いを頭の中で反はん芻すうしている途中で、ミラはエドワードの名前をどこかで聞いたような気がした。しかし記憶の海を漂っても、それは水面に映る影のように揺らめきはっきりと形を成す事はなかった。

			「では準備は良いか。まずは一段階目から始めるとしよう」

			　そう言ったソロモンの声に意識を引き戻したミラは、慌しく動き回る研究者と技術者の様子を目で追いながら、その者達の中心となっている巨大な機械を見上げる。

			「これは……アーマードジープとかいう車に付いていたものに似ておるな」

			　ミラは呟くと、砲身のように見える水平に長く伸びる黒い筒を眺める。

			「あれは小型の試作機よ。こっちが本命」

			　一部の研究者は、優しそうにミラに微笑むルミナリアの姉的魅力にドキリとその鼓動を速める。一方中身を知るミラは、喜怒哀楽どれにも属さないような微妙な表情で、一歩二歩と離れるように身をずらした。すると視界の端、遠く砲身の向けられた先にも何かの装置が設置されているのが見える。

			（あれはなんじゃ……）

			　ミラは、身体を少し傾けるようにして視線を向けると、なめらかに輝く銀髪がふわりと肩にかかり無数のリボンが揺れた。

			「おい。何かすごい見られてるぞ」

			「ん、なんだ？　そんなのどうでもいいだろ。早く設定終わらせろよ」

			「いや、だけどな。その、なんだ……」

			「なんなんだよ、さっきから」

			　ミラの視線の先、装置の最終調整を行っている研究者と技術者は、自分達を興味深げに見つめている少女の愛らしい姿を目にする。

			「確か、ダンブルフ様の弟子の……」

			「ああ、ミラちゃんだ」

			「いやいや、ちゃん付けは失礼だろ」

			「でも、どう見てもミラちゃんだろ。他になんて言えばいいんだよ」

			「……ミラ様。とか？」

			「ミラ様……それはそれでアリだな」

			　ニヤリと笑みを浮かべる研究者。同じようにアリだなと思った技術者は、首を縦に振り肯定を示す。

			　実にくだらない事を話している二人だったが、その作業ペースは逆に速くなっていた。ミラに見られていた事で、張り切った結果だ。

			


			「準備完了しました。いつでもいけます」

			　技術者の中で、一人だけ帽子の色が赤い者がそう告げる。彼はこの現場の主任であり、今回実験する大砲の本体を設計した者でもある。

			　視線を再び大砲に戻したミラには、これから試射でも始まるのだろう事は予想出来た。しかし、見た目からしてもただの大砲ではない。通常の砲弾を撃ち出す大砲は、まだゲームだった時代にもあった。鍛か冶じスキルを発展させたプレイヤーが作り出し、各国で使われていた一般的な兵器だ。

			　しかしそれは、見上げる程大きくもなく、無数に繋げられた計器など必要ないものだ。

			（はてさて、小型でもあれほどじゃったからのぅ。この大きさじゃと、どうなるか想像もつかぬな）

			　ミラは楽しそうに顎を手で撫でながら、事の成り行きを待った。

			　研究者達は、大砲に繋がれた計器の前で待機しており、貴族達は壁際に並びこの実験の結果を見守っている。

			「実験開始！」

			「実験、開始します！」

			　ソロモンがそう高らかに告げると、主任が復唱し大砲の主機関を起動させる。

			　室内には、甲高いモーター音が響き計器の針が震え出す。貴族達は息を呑み、レイナードとヨアヒムはもしもの時に備えてミラ達三人の前に立ち、警戒して大砲に注目する。

			「第一段階まであと、五…………四…………三…………」

			　カウントダウンと共に響く音はより高くなり、時折放電のような音が混じる。

			「二…………一…………臨界確認！」

			「発射！」

			　ソロモンの声を聞き、主任がレバーを押し込む。同時に空を切り裂く雷を纏った閃光が、轟音と共に撃ち出される。その破壊の奔流は前方の装置の上に展開された光の幕に直撃すると、空間を揺さぶる振動と衝撃を撒き散らし、刹那遅れて爆音が轟いた。

			　その場にいる者達は、光の幕を発生させた装置を吹き飛ばす破壊力を目にして、暫く放心したように大砲の威力に魅入る。

			　かつてあった大砲とは威力が段違いで、ミラはその新型大砲の勇姿に瞳を輝かせている。

			「これはまた、桁違いじゃな」

			　ルミナリアはそんなミラの両肩に手を置くと、屈むようにして顔を横に近づけた。

			「これが、お前がいない三十年で進化した新生産系技能。魔導工学から生まれた新兵器、アコードキャノンだ」

			　そう言って、十分な力を示した大砲アコードキャノンを満足そうに見上げた。
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			　アコードキャノンの試射は無事成功となり、その場にいた研究者と技術者は、データの分析を始めている。一方、他の主要メンバーは、開発室で資料を広げ、今後の運用や量産について話し合っていた。

			　ミラはといえば、国営に関する小難しい話から早々に逃避して、部屋の棚に並べられている様々なものを物色していた。

			「さて、トーマよ。第一段階は無事起動出来たようだが。問題はなさそうか？」

			「はい。反動も完全に制御出来ています。最低限の戦果は上げられるかと」

			　主任であるトーマは自信満々に答えると、ソロモンは満足げに頷く。

			「ところで量産の方はどうなっていますか。これ程の威力ともなれば、我がウェルズリー家も投資は惜しみませんよ」

			　貴族の一人が身を乗り出すと、他の貴族も揃って肯定の意を示した。

			「それなんですが……」

			　そう言うとトーマは表情を曇らせ、一枚の資料を机の上に提示する。その資料には、アコードキャノンの弾丸、及び原動力である物質の調達について書かれている。

			「こちらにあるように、一回の発射で一つの精錬石と二つの魔封石が必要になります」

			　そして、トーマからアコードキャノンの原理が説明された。

			　その内容を要約すると、まず弾丸として精錬石が必要になる。そして、その弾丸に込める力は魔封石から抽出されるというものだった。

			　精錬石とは、精錬技術によって作られる、非常に力を留めやすく調整した人工物の事である。

			　アコードキャノンは、魔封石に込められた力を抽出し増幅して発射する装置で、弾丸となる精錬石は、極限まで増幅された無軌道な力の奔流に指向性を与えるために用いられる。

			　荒れ狂う力は、より力を留めやすい精錬石に引かれ、それを破壊しながら飛翔していく。精錬石が大きければ大きい程、破壊されるまでの時間が長くなるので、その射程も上がる事になる。

			　そして、もう一つ。アコードキャノンを稼動させるために、雷属性の魔封石が必要となるとの事だ。

			


			「そういう訳でして、量産については皆様方の協力が得られれば問題はないのですが、この精錬石と魔封石が問題でして」

			　そう言い、トーマは大きく息を吐く。

			　トーマの言う問題は、必要になる雷の魔封石と精錬石の調達方法だった。

			　アルカイト王国には、精錬石を作成する技術を持つ者が数人いる。だが、どうしても中級までしか作る事は出来ず、魔封石も最低限の稼働が確保出来る程度の質であった。しかしそれだけの制限があろうとも、アコードキャノンの性能は先程披露されたとおり強力なものである。

			　量産は出来る。弾もどうにかなる。しかしそれでは最低限の性能までしか発揮出来ないという事だ。

			　長い歳月を費やして開発してきたトーマは、我が子に全力を出させてやれず、悔しそうに資料を睨にらむ。

			「それはこれで解決出来るだろう」

			　トーマの表情が曇る中、嬉々とした表情を浮かべたソロモンはテーブルの上に宝石を並べる。そのうちのいくつかは淡い光を放っていた。

			「これは……ターコイズとムーンストーンですね。それとこちらは……魔封石ですか。しかしソロモン様、あまり質の良いものではないように思えますが、これでどうすれば解決出来るのですか」

			　ターコイズとムーンストーン。こういった自然界で生成される宝石の数多くは力を留める性質を持つため、装飾以外にも様々な用途で使用される。そして、その中でいくつか淡く光るものが力を宿した状態の宝石、つまり魔封石だ。

			　ソロモンが並べたそれらは、特に珍しいという程でもない一般的な宝石だった。ゆえに、誰もがソロモンの言葉に疑問を持つが、その場にいる者達は、ソロモンのこういった思わせぶりな言動を何度も耳にしてきており、神妙に続きの言葉を待っていた。

			「はい、こっちよー」

			「なんじゃ。なんなのじゃー!?」

			　部屋の隅から素っ頓狂な少女の声が響くと、引き寄せられるように皆の視線がその少女に注がれる。

			　楽しげな表情のソロモンは、その様を目にして小さく噴き出す。ミラがルミナリアに抱っこされ、まるで子供のようにその胸の中で暴れているからだ。

			　テーブルの前に下ろされたミラは口を尖らせルミナリアを睨みつけるが、それ以上に自分自身に視線が集まっている事に気付き後ずさる。

			「で、なんの用じゃ？」

			　ミラは取り繕うようにそう言うと、今度はソロモンを睨みつける。

			「すまないな。頼みたい事があるのだ」

			　全然すまなそうに見えない笑顔のまま、ソロモンはテーブルの上の宝石をいくつか手に取った。

			「ミラ。これを精錬石にしてくれないか」

			　ミラに差し出された手にはターコイズが二つと、ムーンストーンが三つ。周囲の皆の視線がその手に集中する。

			「む、なんじゃ。用事はそんな事か」

			　受け取るために伸ばそうとしたミラの手には、棚に置かれていた不恰好なロボットの模型があった。右手に赤いロボット、左手に青いロボットだ。合体ロボとタグが貼られていたため、合体させようといじり回している途中でルミナリアに抱っこされたのである。

			「…………」

			「えっと……預かりましょうか」

			「……うむ、頼む」

			　なんとも言えない沈黙の中、控え目にスレイマンが横から手を差し伸べると、小さく答えたミラはガチャリガチャリと音を立てる不恰好なロボットをそっと手渡した。

			　ミラが空いた手で宝石を受け取ると、ルミナリアが大きな板を抱えてやってくる。ローブを着た術士数人が手伝うように端を持ち、テーブルの上にそれを置いた。

			「これは精錬台ですか」

			　トーマがテーブルに置かれた無数の図形と記号の書かれた板を見ると、その板の名前を口に出す。

			　精錬台とは、アイテムを精錬する際に使われる術式道具だ。分解、結合、変質、転換、圧縮を表す図形が複雑に組み合わさり陣を形成している。

			「もしやこれから精錬を始めるのですか。少々時間がかかるのでは？」

			　そうエドワードが問う。現在アルカイト王国にいる一番の精錬技術の持ち主ですら、精錬石一つを作り出すのに三十分はかかるのだから当然の反応だろう。精錬について知識のある他の貴族や術士も、エドワードの言葉に頷く。

			「まあ、見ていれば分かる。さあ、ミラ。頼んだぞ」

			「まったく、もうじき分かりそうじゃったのに」

			　ぶつくさと文句を言いながら精錬台の前に立つミラ。視線の隅に映るのは、スレイマンの手にある二体のロボット。もう少しで合体方法が分かりそうだった。なので早く終わらせてしまおうと、ミラは精錬台の上に宝石を並べ両手を定位置に乗せた。

			　少しすると、陣が淡く光り始める。微妙な力の入れ具合や、起動させる図形の種類を事細かく操作して、宝石を分解、力を留める性質だけを抽出し圧縮して結合する。揺らめきながら輝く光の中で、宝石が別の物質へと変化を始める。

			　開始から暫く、ミラが精錬台から手を離した。

			「あ！　精錬途中で手を離しては……！」

			　慌てたように言ったトーマだが、精錬台から溢れる光の粒子が渦巻く様を目の当たりにして動きを止めると、息を呑み台の上を見つめる。

			「これは……」

			　光が収まると、いくつもの宝石を並べていた精錬台の上には大粒の透明な石が一つだけあった。

			　トーマは信じられないものでも見るような表情で、その透明な石にくっつきそうなほど顔を近づけて凝視する。

			「これは精錬石……。そんな……こんな短時間でこれだけのものが作れるなんて……」

			　トーマが驚くのも無理はない。ミラは、精錬石を一分もかからずに作ってしまったのだから。

			「ダンブルフの弟子と言っただろう。ミラはその全てを継承しているのだ」

			　まるで自分の手柄のように堂々と胸を反らせるソロモン。継承しているというよりは本人なのだから当たり前の事だが、それは内緒なので説明としては丁度良いだろう。ミラも反論はせず肯定する。

			　宝石ごとに許容量が決まっているが、複数の宝石を混ぜ合わせる事で、今回のように精錬石を作り出せる。この精錬石は許容量が宝石よりも多いため、貴重で重宝されているのだ。

			「精錬技術は、ダンブルフ様が生み出したものだとは聞いていましたが、まさかお弟子さんまでもこれ程の腕前とは」

			　トーマは精錬石からミラへと視線を向ける。その目に映る少女は、アコードキャノンの性能を最大限まで発揮させてくれる人物かもしれない。トーマはそう思うと、心の底から湧き上がってくる興奮にも似た感情に全身を震わせた。

			「ではミラ。ついでに、これをその精錬石にまとめてくれるか」

			　ソロモンが三つの魔封石を精錬台の上に置くと、ミラは「ふむ」と一言答え、その魔封石を定位置に置き直し再度精錬を開始する。

			　今度も一分待たずに光が収まると、精錬台の上には三つの魔封石から抽出した力が注ぎ込まれた、輝く新たな魔封石が残っていた。精錬ではこのように力を精錬石に一つに纏める事で、より強大な魔封石を生み出す事が出来る。

			「これでいいじゃろう」

			「ああ、十分だ」

			　ソロモンは、新たに作られた魔封石を手に取り満足げに頷く。精錬された魔封石は材料とした三つの魔封石とは違い強い光を湛えており、かなりの力を秘めている事が分かる。

			「これで精錬石と魔封石については目め処どが立つだろう」

			　そう言い、ソロモンはトーマに魔封石を渡す。

			「はい。もちろん十分です！」

			　トーマは受け取った魔封石を大切に掌に乗せると笑顔を浮かべながら答えた。

			


			　皆が、アコードキャノンの運用等について話し合い始めると、ミラはロボットを手に部屋の隅で座り込み、またガチャガチャと弄り始めた。すると、そんなミラのもとにローブを着た男が近づく。

			「ミラちゃん。少しだけ話し相手になってくれないかい？」

			「今忙しいからあとにせい」

			　ロボットに熱中しているミラは、可動部から視線を逸らさないままに返事をする。ローブの男は少しだけ困ったような顔をしながら屈みこみ「そこをなんとか」と懇願した。

			　ミラは、一つ溜息をついてから男に振り向く。そこにいた男は青と黒のローブを身に纏まとい、肩程まである輝くような金髪で、整った顔立ちをした美青年だった。そして、ミラはその顔に見覚えがある。

			「ぬ、クレオスか？」

			「おや、僕を知っているのかい？」

			　もちろんミラとしては、初対面だ。だが、ダンブルフとしては違う。

			　クレオスは召喚術の塔に所属する従者の一人であり、光精霊とエルフのハーフだ。連れていれば光精霊としての特殊能力で暗いダンジョンでも明かり要らずという利点があったため、ダンブルフの頃は頻繁に連れ回していた便利な従者である。

			「ああっと、師匠から聞いておってな」

			　顔を見ればすぐに分かるのでなんの思慮もなく口に出してしまったミラは、無難な言い訳で誤魔化す。クレオスは「そうでしたか」と、少し嬉しそうに微笑んだ。

			「では改めて、召喚術の塔エルダー代行。クレオスです」

			「ミラじゃ」

			　二人はそう簡潔に挨拶を交わす。その直後、ミラはクレオスの言葉にあった、代行という単語を思い出す。

			「そういえばグライアから、塔はエルダー代行が務めていると聞いたが、お主がそうであったか」

			　エルダー代行といえば九賢者が消息不明の現在、実質上の塔のトップである存在だ。

			「半ば無理矢理、押し付けられた形なんだけどね。ダンブルフ様と共に冒険した時間が一番長いとかで推薦されたんだよ。まあ、他の皆も似たようなものだけど」

			「ほう、そうじゃったのか」

			　単純な理由だが、選考基準としては悪くない。強さだけでいえば、死地にばかり連れ出していたクレオスはダンブルフの従者の中では一番だろう。

			　そしてクレオスの言うとおり、他のエルダー代行も同じように選出されていた。その誰もが、最上級フィールドを連れ回された経験があるのだ、嫌でも実力は付くというものだ。

			「ところで、お主は話に加わらなくても良いのか。重要な兵器なのじゃろう？」

			　ミラはそう言い、テーブルで話し合っているソロモン達へ視線を向ける。

			「それは構わないよ。我々エルダー代行は、アコードキャノンの出来栄えを見に来ただけだから」

			「我々じゃと。となると、あやつ等は皆代行じゃったのか」

			　ミラは壁際に並ぶローブ姿の術士達へ視線を移す。その誰もがクレオスのように思い思いの事に興じていた。

			「もう重要な話は終わってて、今は量産についてみたいでね。その辺りはソロモン様と貴族の方々の領分だから」

			「それで、わしのところに来た訳か」

			　ミラはそう言うと、手元のロボットに視線を戻し、再びパーツを回したり折り曲げたりして合体ポイントを探り始める。

			　その後、二人は他愛もない会話を続けたが、最終的にはクレオスの話す内容が、ダンブルフにどれだけ無茶なところへ連れて行かれたかという愚痴になり、ミラは苦笑しながら相槌を打ち続ける事になった。
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			「ところで、お主は今も『雷らい鱗りん虎こ』を使っておるのか？」

			　余りにも次々と飛び出してくる過去の自分に対する愚痴に耐えきれなくなったミラは、どうにか話を変えようと、クレオスがもっとも良く使っていた召喚術の名を口にする。

			「もしかして、雷鱗虎の事もダンブルフ様に聞いたのかな？」

			「あー……うむ、そうじゃ！」

			　僅かな思案のあと、ミラは、もう全て師匠に聞いたという事にしてしまおうと決心する。

			「いやはや、少し恥ずかしいな。でも、それだけ僕の事を話題にしていたって事だね」

			　言いながら、クレオスは嬉しそうに微笑む。愚痴を零し続けたとはいえ、それはダンブルフを尊敬し敬愛する気持ちから来るものだ。そんな賢者が、弟子に自分の事を色々と話していたという事をクレオスは心から喜んだ。

			「そうじゃそうじゃ。色々と聞いておるからな」

			「そのとおり、僕のメインは雷鱗虎だね。でもダンブルフ様が知っている時よりも、ずっと強くなっているよ」

			「ほう、それは頼もしいのぅ」

			　雷鱗虎は召喚術の中では、中の上といったところである。それがミラの記憶している時よりも強くなっているとなれば、頼りになる戦力だろう。

			「雷鱗虎と契約するのは、ほんと大変だったよ。しかしダンブルフ様がね」

			　そう言い始めたクレオスは、今度はダンブルフという賢者が、どれ程素晴らしい人物だったかを熱く語り出す。単純に便利だからと連れ回したのが事実だが「あの時は僕のために」だの「そうする事で僕に教えてくれたんだ」といったクレオス主観の自身の評価に、こそばゆくなったり自責の念に駆られたりと、表情を変えないまま相槌を打つので精一杯になるミラだった。

			


			「そうして鍛えられ、今は僕がダンブルフ様の代行として塔を管理する事になったんだ」

			　クレオスは長かった話を、やりきった表情で満足気にそう締め括った。ミラにしてみれば、そんな事もあったなと懐かしむ場面も出てきたが、概ねはクレオスから見たダンブルフ英雄譚だった。

			　聞き終わったあと、ミラは召喚術の塔に入った時に気になった事を思い出した。

			「そういえばここに来る途中で塔に立ち寄ったのじゃが、召喚術の塔は魔術の塔と比べ、やけに閑散としておった。何かあったのかのぅ？」

			　ミラがそう問いかけると、晴れ晴れとしていたクレオスの表情は途端に曇り、雨模様となる。

			「痛いところを突いてくるね……。確かにそのとおり、今は召喚術士が非常に少ないんだよ」

			「むぅ、やはりそうなのか」

			　訪れた時間が夜だったので、ミラはそのせいかもと思ったが、クレオスの言う事から召喚術の塔は人材不足らしいという事が窺えた。ミラは、落ち込むように視線を下げると賑わいのあった頃の光景を思い出し、どうにかしなければと考え始める。

			「ミラちゃんもダンブルフ様の弟子なら、多分初めての契約は同じ方法だよね」

			　思案げに俯くミラに、どことなくダンブルフの面影を垣間見た気がしたクレオスは、何気なくそう口にする。

			　初めての契約方法。ダンブルフの時は薬と爆弾をありったけ持ち込むというものであった。だが、クレオスの言う方法はまた違ったものだという事をミラは知っている。

			「精錬装備と、魔封爆石を用いたやり方じゃな」

			　それは、召喚術の塔のエルダーとして後進に協力するため、ダンブルフ自身が提案し推奨した方法である。

			「そう、それだね。ダンブルフ様がいなくなってからも暫くは問題なく契約出来てたんだ。でも、最初に魔封爆石の在庫がなくなり、次に精錬装備が壊れてね……。城にいる精錬技師でも、ダンブルフ様の作ったもの程の性能は出せないから、次第に契約出来ない者達が出て来ちゃって」

			「あー……うむ、なるほどのぅ」

			　ミラの提案した方法とは、薬漬けと爆弾によるやり方と方向性は同じだが、より効率を高めた方法だった。

			　薬でステータスをアップさせる代わりに精錬装備により持久力耐久力を底上げして、爆弾の代わりに相手の弱点に合った属性の魔封爆石を利用する方法である。おかげで、初契約の難易度は正に雲泥の差となった。だが、その方法はダンブルフによって裏打ちされていたため、いなくなった事で継続が困難になってしまったのだ。

			　精錬技術を使える者も僅かにいるが、大変な時間と労力がかかるため、精錬装備の価格の高騰は避けられない。しかもダンブルフの作ったものとくらべると性能も下がるため、新人召喚術士の中には武具精霊を倒す事も叶わず敗走する者も多数出た。

			　加えて、指導者であり絶対的なカリスマも不在。結果、召喚術の塔は閑散としてしまったのである。

			「よし、とりあえずじゃ！」

			　思案を終えたミラは顔を上げ、アイテムボックスを開き手持ちの魔封爆石をありったけ取り出すと、バラバラと床に転がる石をかき集めクレオスに差し出す。

			「これで二十人くらいならば、敵に打ち勝てるであろう」

			「これは、魔封爆石！　しかもこれだけ強い力を秘めているものなんて、三十年前のと同等……いやそれ以上の。これを貰ってもいいのかい？」

			　クレオスは、ミラの掌の上にある、それこそ宝石以上の輝きを放つ石を見て目を見開いた。

			「うむ、今のわしに出来るのはこの程度じゃからな」

			「しかしこれは、ダンブルフ様がミラちゃんの護身用に持たせたんじゃないのかな？」

			　魔封爆石は、いざという時の切り札にもなり得る強力なものだ。そういった理由で弟子に持たせたと考えたクレオスは、喉から手が出る程欲しい気持ちを飲み込み確認する。

			「問題はない。わしには、師匠譲りのダークナイトがおるからのぅ。それに今ここに師匠がいれば、塔の現状を放ってはおかんじゃろう」

			　遠回しだが、ミラは自分の思いを代弁するように口にする。

			「確かに。召喚術中毒のダンブルフ様の事、現状を良しとはしないか」

			　クレオスはそう呟くと、両手を差し出しミラから魔封爆石を受け取った。

			「ありがとう、ミラちゃん。あとで早速、召喚術を諦めた新人達に伝えるよ。もう大丈夫だって」

			　満面の笑みを浮かべながら、クレオスはミラに頭を下げた。

			　クレオス自身もやはり塔の現状には不満があり、様々な手段を講じていた。それは最終的に、そこそこの成功者は出せたものの問題は多く、いまいち決定力に欠ける手段だった。

			　結果、召喚術士として希望を持ち集った若者達は、夢を砕かれてアルカイト王国を去っていく。そんな後ろ姿を見送り続けたクレオスにとって、この魔封爆石は、百カラットのダイヤモンドよりも価値のあるものだろう。

			「うむ、そうしてくれ。ああ、あとこれもじゃ」

			　クレオスの喜びように、自分のいない間にも塔を管理しようと一生懸命だったんだなと感じたミラは、更に餞せん別べつを贈る事にする。指から指輪、首からネックレスを外し、それもまとめてクレオスに手渡した。

			「こ……これは」

			「それぞれ、体力と力を増強してくれる特製の装飾品じゃ。初級の武具精霊相手ならば、力負けはせぬようになるはずじゃよ」

			「こんな貴重そうなもの、いいのかい？」

			「もちろんじゃ。師匠の守りたいものならば、わしもまた同じ気持ち。その代わり、しかと任せたぞ、クレオス」

			「エルダー代行の名にかけて、塔の繁栄を成し遂げてみせるよ！」

			　クレオスは高揚しながらも、力強い光を湛えた瞳でミラの目を真っ直ぐ見つめて大きく頷いた。

			


			「では、第二段階の実験は五日後の同時刻に行う事とする」

			　ソロモンがそう会議を締め括ると、貴族とエルダー代行達は礼をして開発室をあとにしていく。

			「終わったようだ。それじゃあミラちゃん、本当にありがとう。早速みんなに連絡しないと。忙しくなりそうだ」

			「うむ、気を付けて帰るのじゃぞ」

			　クレオスは深々と一礼すると、皆に続いて足早に開発室を出ていく。その足取りは軽く、生き生きとした顔つきに他の代行達は驚きながらも優しく後ろ姿を見送った。

			　他の代行達も、クレオスが塔の事で悩んでいたのを知ってはいたが、自身の塔の管理で手一杯なため何も手伝う事が出来ない。今まで、クレオスが落ち込んでいるところを見る事は多かったが、あのように機嫌が良いのは久し振りだった。

			　上機嫌の理由は、もちろん召喚術の塔の再興に光が見えたからだ。しかし、事情を知らない他の代行達は子供好きなクレオスがミラと話す事で活力を得たのだろうと、そう勘違いしたのだった。

			　最後まで開発室に残っているのは、ミラとソロモン、ルミナリア、そしてトーマの四人だ。

			　ソロモンは、資料の並ぶ棚のずっと奥から、まるで隠していたかのような書類の束をこっそりと引っ張り出し、真剣な顔つきで目を通してはにやりと笑みを浮かべている。

			　ルミナリアは、部屋の隅で何やらごそごそとしているミラの背中を見つけると、ゆっくりと近づき手元にそっと視線を向けた。ミラはといえば相変わらずロボットをいじっていた。

			「まだ、やってたのか」

			　変形に次ぐ変形で奇怪な形状となっているロボットを目にしたルミナリアは、ミラの背後からとなりに顔を寄せながら、退屈そうに呟く。

			「すごいじゃろう。もう少しで完成じゃ！」

			　ミラは屈託のない子供のような笑顔で、というか見た目は子供なのだが、夢中になった男の子のように楽しげに言うと、更にロボットを変形させていく。

			　何が完成するのだろう。聞こえた声の先にいた座り込む二人の様子が気になった開発主任のトーマは、二人に近づくとミラの手もとにある物体を目にする。

			「あ、『超合体ロードバルカン』じゃないですか。どこにありました？」

			　ミラの手にあったロボットに、トーマは見覚えがあった。

			「そこの棚の奥に転がっておったぞ」

			　そう言いミラは、正面の棚の上辺りを指し示す。

			「こんなところにあったんですか。これ失くしたと思ってたんですよ」

			　トーマは懐かしそうに、ミラの手にあるゴチャゴチャとした物体を眺める。

			「ほう。となるとこれはお主のものか」

			「ええ、僕のものというより、僕が作ったものですね」

			「おお、そうじゃったか。お主、中々良い趣味をしておるのぅ」

			「いやはや、趣味が高じてといいましょうか。でも、はりきって作ったんですが結局は失敗作でして、設計ミスで合体出来ないんですよね」

			「なん……じゃと……？」

			　ミラは最後の言葉に信じられないという表情で、ぎこちなく振り返ると、照れを誤魔化すように笑顔を浮かべるトーマの顔を凝視する。

			「え、えーっと……合体機構を組み込む際に幅を少し間違えてしまいまして。直そうにも一度分解しないといけませんでしたので、いつかやろうと置いておいたら失くなっていたという事でして」

			　トーマは、今までの可憐な少女とは思えない位、据わった目をしたミラに口ごもるように答え、ゆっくりと身を引く。

			「なんじゃと──!!」

			　その絶叫は開発室の外まで響いたという。

			　作り直したらあげるという約束で、どうにかミラを宥なだめる事に成功したトーマは、ほっと胸を撫で下ろして超合体ロードバルカンを受け取り、逃げるように開発室をあとにした。

			


			「ふ、ふふ、ふふふふふふ」

			　忍び寄るような笑い声が、不気味に響いた。ミラは思わずそちらに振り向くと、そこには書類の束を手にしたソロモンがいた。

			「やっとだよ。やっと、本格的な開発が始められる」

			　言いながらソロモンは、真っ直ぐにミラを見つめ、怖いくらい嬉しそうに笑み曲まぐ。

			「また、始まっちまったな」

			　付き合いの長いルミナリアは、手にした書類とソロモンの様子から、その理由を察して呟く。それを聞いたミラが、どういう事かと尋ねようと顔を向けると、いつの間にかソロモン本人がすぐそこにいた。

			「今までは、素材の生産が追いつかなかったから、省エネ設計が最低条件だった。でも今、君が来てくれたという事は、最高出力の魔封石を手に入れたも同然だよね。やっと、省エネなんてけち臭い考えはやめて、燃費なんて気にせずに開発が出来るんだよ。これは10式に向けての大きな前進なんだ！」

			　ソロモンは、そうまくし立てると興がのったのか、ミラに今までの苦労を丁寧に話し始めた。曰く、理想とするものを実用レベルで運用するには、魔封石を数百単位で消費することになる。それだけの数を用意するには半年はかかる。準備に半年もかかっては実用レベルとは到底いえない。ソロモンは、そう熱く語る。

			「まだまだ魔導工学は発展途上だ。だからこそ僕は、可能性を見た。特に魔封石の等級の違いによる、出力の増減は目を見張るものがあるんだ。なんと、等級が上がれば上がるほど──」

			「っと、はいそこまで。どうやらもう、おねむのようだぞ」

			　調子を上げていくソロモンを制したルミナリア。小難しいというよりも、ソロモンの趣味が大部分を占めていた話を聞かされ続けた結果、ミラがうつらうつらと小首を揺らし始めたからだ。

			「なら、しょうがないか」

			　ソロモンは、そうあっさりと引き下がり、書類を再び棚の奥に戻した。だからといって熱が冷めた訳ではない。単純にこれから先、いくらでも付き合わせられると考えての事である。親友は、ここにいる。今ソロモンにはそれだけで十分なのであった。

			「ほれ、起きろ」

			　ルミナリアが、ミラの頬を突っつきながら声をかける。

			「いや、寝ておらん」

			　ミラはその手を払いのけつつそう答えて、きりりとした目でルミナリアを睨にらむ。だが次の瞬間に瞼は溶けるように下がり、かと思えば再び見開かれる。

			「でも、眠いんだろ？」

			「うむ」

			　ルミナリアの問いかけにミラは即答する。

			「ところで、風呂はもう入ったのか？」

			「今日はもういいじゃろう」

			　再び問いかけたルミナリアは、ミラのその返事に表情を一変させた。

			「そいつは全然良くないな。女になっておきながら、風呂に入らないなんて選択肢はありえないだろう！」

			　それは完全にルミナリアの持論だが、睡魔に抗あらがうので精一杯だったミラに反論する余裕は既になかった。

			「いってくる！」

			　そう言うと、ルミナリアはミラを抱えて、まるで人攫さらいの如く走り去っていった。

			（問題は山積みだけど、これからは楽しくなりそうかな）

			　残されたソロモンは親友二人の後ろ姿を見送りながら、嬉しそうに微笑む。そして一人ぽつぽつと歩き出し、男湯に向かうのだった。

			


			「なぜ一緒に入る必要があるのじゃ？」

			　鼻先を湯の香が過よぎり、少しだけ睡魔の拘束が緩んだミラは、折角だからと風呂に入る気になっていた。城の大きな風呂に興味がわいたという事も要因だろう。

			「別にいいじゃんか、広いんだしよ。久し振りに会えたんだし、裸の付き合いといこうぜ」

			　ミラは今、ルミナリアに連れられて、大浴場の更衣室に来ていた。手馴れたように脱いでは衣服を畳み棚に重ねていくルミナリアに対して、ミラは補佐官のリタリアとマリアナによってカスタマイズされた、リボンまみれのローブに悪戦苦闘していた。

			「まったく。ほら貸してみろ」

			　ルミナリアはミラの前に立つと、そのリボンを慣れた手つきで一つずつ解いていく。同時にミラの目の前にはルミナリアの、豊満な拘りの一品が凛と主張していた。流石に直視出来ず、ミラは視線を彷徨さまよわせる。

			　ルミナリアが奮闘した結果、計二十本のリボンが棚に並べられた。裾上げして整え飾られたローブは本来の姿へ戻され、最後に胸元に付けられたリボンの形をした髪留めを取ると肩が見えそうなくらいに襟が開き、ミラの程よく膨らんだ胸が覗けば、それを見たルミナリアはいかにもな笑みを浮かべる。

			「中身もお前らしいな」

			「もうその事に触れるでない……」

			　ミラはローブの裾を引きずりながら部屋の隅まで行くと手を引っ込めて、もぞりもぞりとローブを脱いだ。

			　なんちゃって魔法少女風だったローブの下に隠された、天女の羽衣とドロワーズというミラの下着姿。それは更にルミナリアの追撃を促す要因となってしまう。

			「スケスケランジェリーに古風なドロワーズを合わせるとは……。昨日の今日だというのに成長著しいな。この分ならオレの域まであと少しだ」

			　幼くも妖艶さを醸し出すシースルーの衣と、一見エロスとは無縁そうなドロワーズの組み合わせにルミナリアは何かを見出した。ミラはそんな変態に向かって手にしたローブを投げつけると、そそくさと残りも脱ぎ捨て浴場へと駆け出す。

			　ルミナリアは、ミラのローブを丁寧に畳み棚に置いてから浴場へと入っていった。

			　浴場は、王の住まう城というロケーションに恥じない絢けん爛らん豪ごう華かなものであった。大きな浴槽には常に温水が湛えられており、中央では噴水のようにお湯が天井へと噴き出し、重力に引かれながら周囲に驟しゅう雨うの如く降り注いでいる。

			　この浴場は来客も利用する事が出来る。それゆえ、国の見栄といったものが詰め込まれているため、その別世界感は満喫するミラの様子からも窺い知れる事だろう。

			「これはバカじゃろう！　バカの所業じゃろう！」

			　余りの光景に眠気が吹き飛び、ミラはケラケラと笑いながら噴水の下で滝に打たれるようにして湯を浴びた。あっという間に水気を吸った髪は肌に張り付き、滴る雫は柔肌を伝い床に流れ落ちていく。

			　ミラはその高級スパすら超えるやりすぎ感の満ち溢れた浴場で、溢れ出す湯を蹴散らしながら、あっちこっちと駆け回り満喫し始めた。

			「こう見ると見た目相応に見えてしまうが、元々子供っぽかったからな、あいつ。だがそれでいいのかダンブルフ」

			　ルミナリアは誰にともなく呟くと満更でもなさそうに、はしゃぐミラの姿を目で追っていた。

			


			[image: （風呂場ではしゃぐミラ）]

			



			　聞き覚えのあるアニメの主題歌が浴室に響く。湯船にどっぷりと浸かり、寛ぎ感全開のルミナリアが口ずさんでいるのだ。

			　充分に湯で癒されたミラは、そんなルミナリアを一瞥してから、清々しい気持ちで更衣室に戻る。棚に置いてあった衣服は洗濯へと回されており、代わりに着替え用の服が置いてあった。

			　ミラはその着替えを手に取り広げ、そのままの姿勢で停止する。なぜならそれは、フリルの付いた空色のワンピースだったからだ。これは、ミラに一番似合うであろう衣装という事で、侍女が見繕った渾身のワンピースであった。

			　だが、問題はそれだけではない。むしろ、ワンピースなど霞んでしまうブツが、そのとなりに置いてある。

			　それは小さなリボンのあしらわれた白いパンツだ。飾り気はないが、それゆえに完成されたミラの魅力を一層引き立てる事が可能な一品だろう。

			　余計なものなど要らない。パンツ一枚あればいい。それで至高の……いや、嗜好の存在へと辿り着ける。そうパンツは語っている。

			　ミラは、急いでアイテムボックスから代わりになりそうな服を探すが、先日の夜にも確認したとおり、逃げ場がない事を再認識しただけで終わる。

			　ミラは気を立て直すため、ふと視線をパンツから逸らす。すると、そのパンツがとても似合いそうな美少女が、逸らした視線の先にいた。

			「ぬ……ああ、鏡か」

			　一いっ糸し纏まとわぬその美少女は、大きな姿見に映ったミラ自身であった。

			　ミラはその姿を食い入るように見つめると、

			「わし、かわいい」

			　と呟いた。ミラになって初めて自身の姿を見たのは、術装騎士団の鏡のような鎧でだ。そして次は、夜の闇に染まった窓。それだけに、細部まで詳細に映し出す鏡は、ミラの魅力を余す事なく魅せ付け、より一層自身の嗜好を自覚させた。

			　ミラは鏡を眺めながらバスタオルで身体を拭い、どことなく手で顔に触れる。そして頬を伝うように指先を這わせ唇から首筋に、そして一度離すると次は艶やかに靡なびく銀髪をそっと撫でつける。

			「ようこそ、こちら側の世界へ。歓迎するぞ」

			　惚けたように自分の世界に入り込んでいたミラは、びくりと背筋を伸ばして、含みのある女性の声へと顔を向ける。

			　そこには、鬼の首を取ったように笑顔を歪めるルミナリアの姿があった。

			「どこから、見ておった」

			「わし、かわいい」

			　その瞬間ミラは【仙道歩法：縮しゅく地ち】で突進する。しかしルミナリアは幻影のように揺らめき、それを難なく回避した。

			「む、なんじゃそれは。そのような動き見た事がないのぅ」

			　突如消えたように見えたルミナリア。ミラはその見覚えのない動きに興味を惹かれる。知っている技能に、そのような効果のものは存在しなかったからだ。

			「お前がいない間に進化したのは、魔導工学だけじゃないって事さ。三十年もあるんだ、各種技能系だって日進月歩って事だ」

			　ルミナリアは幻影と共に、出たり消えたりを繰り返す。それを目にしたミラは、さっきまでの羞恥はすっかりと忘れて、その新しい技能への興味で頭がいっぱいになっていた。

			「これは、八年とちょっと前くらいだったか。その頃に生み出された回避スキル【ミラージュステップ】だ。効果は、まあ見てのとおりだな」

			　そう言いながら幻影を残し転移を繰り返すルミナリア。

			「習得条件は、まずマナ持ちである事と、光と水の加護を得ている事だったか」

			「おお！　ならば、わしでもすぐに習得出来そうじゃな。教えてくれ！」

			　自分が習得条件を満たしていると知ったミラは、ルミナリアに食いつくように迫る。

			「えー、どうしよっかなー。長い歴史の成果をただで教えるのはなー」

			　渋るルミナリア。彼、いや彼女は知っているのだ。当時から顕著だった、ミラの技能に対する飽くなき執念を。

			「むぅ、ならいいわい。ソロモンも知っておるじゃろう」

			　ミラはそう言いバスタオルを放り投げる。それを受け取ったルミナリアは、手元を隠すようにバスタオルで覆う。

			「これ、なんだと思う？」

			　ルミナリアがバスタオルを高く放ると、その手にはまるで手品のように本が出現した。その表紙には『技能大全２１４６年度版』と書かれている。

			「も……もしやそれは」

			　技能大全とは、無数に膨れ上がった多種多様な技能を、一冊の本にまとめた大ベストセラーだ。もちろん技能マニアのミラも持っているが、それは『２１１６年度版』で、この世界では三十年前の本である。

			　当然の如くミラの視線は、その本に釘付けとなった。サービス開始から四年間でも様々な技能が発見開発されていた。それが三十年ともなればルミナリアの持つ本に記された英知は計り知れないものがある。

			「今は色々と制限がかかっていてな、いくら金を積んでも手に入れられない貴重本だ。これをやると言ったら？」

			「……何が望みじゃ」

			　ミラは単刀直入にそう訊いた。ルミナリアにしてみれば、もう読み終わった説明書程度のものだが、その本が今のミラにとってどれ程魅力的か把握しているのであろう。それを持ち出したのだから、ただでくれる訳がない。それは先程の、勿体ぶった言葉でも明らかだ。

			「話が早くて助かるな。なーに、お前にしてみればそう難しい話じゃない。ソロモンに聞いたぞ。これからあいつら探しに行くんだろ。そのついでにアイテムを二つ手に入れて欲しいだけだ」

			「ほう。して、何を所望する？」

			「一つは、紅ぐ蓮れん王の剣。んで、もう一つは世界樹の炭」

			「ふーむ。かなりレアじゃな。しかしまあ、手に入れられん事もない。だが、それはお主とて同じ事じゃろう。わざわざわしに頼む理由はなんじゃ？」

			　ルミナリアの提示した品物は、どちらも一級品のお宝である。だがミラの実力をもってすれば、入手不可能というほどのものではなかった。

			「知ってのとおり、今オレはこの国から動けない。アコードキャノンの開発もあるが、下手に国境を越えて他国を刺激するような事は避けなきゃならねぇんだ。オレって有名人だからな」

			　言いながら、ルミナリアはその豊かな胸を反らして口端を吊り上げ不敵に笑む。

			「なるほどのぅ。当時から、そこそこリアルなゲームじゃったが。本格的にリアルな情勢じゃな。確かに、そういう事ならわしの方が動きやすいかも知れんのぅ」

			「だろ。だから頼んだぜ。そしたらこれはお前のもんだ」

			　ルミナリアは、そう言いつつ見せびらかすように、その本でミラの頭を撫で回した。

			「まあ、いいじゃろう。しかし、お主が剣を持ったところでどうするのじゃ。魔術を使った方が早いし強いじゃろう。炭も何に使う気じゃ？　あれは錬金素材だったと記憶しておるが。ちまちまするのは性に合わんと言うておらんかったか？」

			　ルミナリアは魔術士。しかも最上位だ。いくらレアとはいえ紅蓮王の剣は上級剣士が持つ事で、その真価を発揮する。魔術士では使いこなせないし、単純に炎属性で攻撃するなら【魔術：双そう焔ほむら】あたりを使った方が圧倒的に効率が良い。そして細かい作業を苦手とするルミナリアは錬金術には見向きもしていなかったため、浄化の秘石の素材となる世界樹の炭を必要とする理由が分からない。

			「まあ、どっちも普通に使う訳じゃねぇさ。ただの、触媒だ」

			　触媒だとリズムを刻むようにミラの頭を本で軽く叩くルミナリア。ミラは上目遣いで、そんなルミナリアを睨みつける。

			「触媒とな……。それはもしや魔術習得の触媒か!?」

			「正解だ。ずっと前に、見た事もないペンタグラムを見つけてな。解析の結果、その二つが触媒に必要だと分かったのさ」

			　話を続けながらも機を見計らい、ミラは頭上の本に手を伸ばす。だが両手は虚しく空を切るばかりであった。

			「新たな術まであるとは、やはり三十年というのはすごいのぅ。しかし今、解析と言ったな。それはなんじゃ。魔術の触媒といえば、手当たり次第に焼いておったはずじゃが、それをすると触媒が分かるのか？」

			「そう。鑑定から発展した【術式解析】って新しい技能だ。これももちろん、この本にあるぞ」

			　そう言い、ルミナリアは手にした本をミラの目の前に寄せる。その瞬間、目にも留まらぬ速さで伸ばしたミラの手が幻影を掴む。

			「ぬぅ」

			「三十年前のままのお前じゃあオレを出し抜こうなんざ、それこそ三十年早い。さあ、どうする。見つけてきてくれればこれはお前にやるぞ？」

			「引き受けよう」

			　ミラージュステップで背後に回り込んだルミナリアを振り返ると、ミラは瞳を大きく輝かせながらそう答えた。

			「だが一つだけ条件があるのじゃが」

			「ん、なんだ。旅費とか必要な道具か？　そこら辺はソロモンが用意するだろう」

			「いや、先にその幻影だけでも教えてくれんか」

			　ミラは期待に満ちた表情で、ルミナリアを見上げる。これには経験深いルミナリアも少々ドキリとした。

			「その身体中々使いこなしてるじゃないか。まあいいだろう。前金代わりに教えてやるよ」

			　そうして、更衣室で仮かり初そめ乙女達の裸の勉強会が始まった。

			


			　技能伝授は、程なくして終了する。要領さえ分かれば、ミラにとって難しいものではなかった。だが年季の差か、ルミナリアより粗さが目立つ。しかしそこは今までと同じ要修練だろう。

			　勉強会が終わり、全裸だった二人はようやく服を着始めた。

			「なんだ。もしかして抵抗しているのか。やめとけやめとけ、これからずっとそうなんだ。一々反応してたら疲れるだけだぞー」

			　ルミナリアは、用意された服に袖を通しながら、ワンピースとパンツを手に立ち尽くすミラを見て言う。状況理解は一瞬だった。

			「しかしのぅ……」

			　ミラはそう呟きルミナリアに視線を向けると、その瞳を大きく見開いてローブ姿のルミナリアを睨みつける。

			「なぜお主はローブを着ておる……」

			「ここに来る事も多いからな。オレの着替えも十分用意してあるんだよ」

			「ならば、その着替えをわしにも貸してくれんか。流石にこれはなしじゃろう」

			「サイズが合う訳ないだろ。それと、どう考えても似合うから安心して着ろ。なんなら手伝ってやろうか？」

			　怪しげに微笑みながらミラににじり寄るルミナリア。

			「結構じゃ！」

			　そう言ったミラは早速、幻影を伴いながら更衣室の反対側に逃げると、意を決するように大きく息を吐いてからワンピースの裾に頭を通した。

			　ワンピースに閉じ込められた濡れた髪を窮屈に感じたミラは、片腕で銀色に光る髪を強引に引き出す。

			　そして残ったパンツ一枚。ミラの脳内では、ノーパン派と何かを捨てる派に分かれて大激戦を繰り広げている。ワンピースの裾が短い事を理由に攻め立てる何捨派。かつてのダンブルフ、そして漢おとこの一文字を胸に最終防衛ラインを死守するノーパン派。しかし、平行線を辿るかと思われたその戦いは、一人の人物の手により呆気なく終わるのだった。

			「まーだやってるのかよ」

			　ルミナリアは、そう言うと同時にミラの手からパンツを取り上げ、しゃがみ込んで足元に構える。

			「ほら、足上げて」

			「いや……じゃからな……」

			「ほーら、早く」

			　早く早くと急き立てるように、ミラの足を小突くルミナリア。渋々といった感じで、ミラが片足を少しだけ上げると、パンツの片方を素早く通し「ほら、もう片方も」と、再び急き立てる。観念したミラは、もう片足も上げると、そのままパンツを穿かされた。まるでドロワーズの再現のように。

			　盛大に何かを捨てさせられたミラは、むしろ悟りを開いたかの如き様相で更衣室をあとにした。

			


			　侍女区画の傍にある、来客用の寝室。ミラはそこに案内されると、すぐさまベッドに潜り込んだ。

			（なんとも、忙しかったのぅ）

			　そう、一日を思い返すミラ。現実となったゲームの世界で、これから暮らす事になる。だがミラは、余り不安を感じてはいなかった。心強い友がいるからだ。

			　二人のおかげ、と思いながらも、照れくさくそれをはっきりと認めない。ミラは、そんな事を考えながら眠りにつくのだった。
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			　アルカイト城の寝室で迎えた早朝。夢の中でまどろむミラは、扉を激しく叩く音で強引に目覚めさせられた。

			「ぬぅ……」

			　見回してみれば見慣れない豪華な部屋。ミラは、ああそうだったと状況を把握し直す。その間もずっと扉の音は続いており、ミラは立ち上がり何事かとその扉を開いた。

			「あ、おはようございますミラ様」

			　突然開いたのと、ミラの服が着崩れたままであったのも相まって、扉の前にいた衛兵は少しだけ惚けてしまう。だが、即座に気を取り直した。

			「ソロモン様より、至急ミラ様をお連れするようにと仰せつかりました。緊急の要件との事です」

			　そう用件を伝えた衛兵は随分と息があがっている。更にはその衛兵のみならず、廊下は随分と慌しく誰彼構わず走り回っていた。

			「ふむ、すぐに行こう」

			　その様子からミラは、自分を呼びに来させる必要がある程の緊急事態なのだと把握する。

			「あの、服を直された方が……」

			　ミラが頷き寝室を出ようとすると、衛兵が遠慮がちに進言する。寝る前に着ていたワンピースが大きくはだけて、ミラは鎖骨から肩までが露出している状態だったのだ。

			「ふむ、そうじゃな」

			　言われて自分の姿を確認したミラは、手早く衣装を直してからソロモンの待つ執務室に赴いた。

			


			「南西には、術装騎士団の二番隊と三番隊を向かわせろ。南東には、魔装術士団を二部隊に分けて当てろ。編成は任せる」

			　城内は、どこもかしこも騒がしい。開け放たれた執務室の扉からソロモンの声が響いてくると、威勢の良い返事のあと、命令を受けた将校が飛び出し走り去っていった。そんな光景を見送りながら、ミラは執務室の扉をくぐる。

			　そこにいたソロモンは、疲れきった様子で執務机の上に突っ伏していた。

			「随分と騒々しいようじゃが、何事じゃ」

			　ミラが声をかけると、ソロモンは勢い良く顔を上げる。

			「おはよう、そして大変なんだ！」

			　言うが早いか、ソロモンは机の上の地図を叩きながらミラを手招きする。

			「それはなんとなく分かった。して、どう大変なのじゃ？」

			　普段は余り動じないソロモンが、今回はやけに慌てている。ミラは忙しない現状よりも、そんな珍しいソロモンの姿が気になった。

			「今日の早朝、三百体ほどの魔物の群れが出現したと報告があったんだ」

			　そう言ってソロモンは、地図上のルナティックレイクより東の地域を指さす。そう遠くない場所ではあるが、城内をひっくり返してまで、慌てるほどの事ではないだろうと、ミラは疑問を浮かべる。

			「三日続けてというのは不可解じゃが、こうも騒ぐ事ではなかろうに──」

			　そう言いかけるミラをよそに、ソロモンの指は続けて別の場所を示した。

			「十五分後、また三百体ほどの群れが、ここに現れたんだ」

			「なんと……」

			　魔物の群れの同時出現などミラには覚えがなく、それはこの世界で三十年過ごしてきたソロモンにしても、初の状況であったのだ。しかも、それだけで終わりではなかった。ソロモンの指は再度動き、更に二つの場所を指したのだ。

			「ここと、ここから、三十分ほど前に領地に侵入してきた。それぞれ二百と、八百の群れだよ」

			　そう言ってから、ソロモンは溜息交じりにまた指先を動かす。

			「そして、ついさっきこの二箇所にも三百ほどね」

			　ミラは、ソロモンの指先を目で追いながら、その異常性に不穏な気配を感じて眉根を寄せる。

			「それに加えて、どの群れの中にも一体だけ異形が交ざっていたという報告もあったんだ。その特徴から判断すると、どうもレッサーデーモンらしいんだよね」

			「ふむ、つまりどの群れもレッサーデーモンに扇動されている、という事じゃな」

			「そう考えて間違いないと思う」

			　ソロモンはそう答えて頷くと地図上から指を外し、椅子に深く座り直した。

			「それにね、六つの群れ全ての進行方向の先に、例の花畑があるんだ。どうやら、あの場所には何か秘密がありそうだね」

			　ソロモンが思案深げに目を閉じて言うと、ミラは先日の光景を思い出しながら地図上の花畑のある地点を見つめた。

			「また同士討ちでもさせる気なのかのぅ」

			「さて、それでだけど」

			　ソロモンはそう前置きしてから、アルカイト王国領内南側の出現地点を指し示し言葉を続ける。

			「この位置に出現した八百体の大群は、ルミナリアに対処に向かってもらった。で、君には北側の二百体を頼みたいんだ」

			　王国領内の北側。ソロモンが示した魔物の群れの出現地点は、先日対処に向かった花畑にもっとも近い場所であった。

			「二百か。まあ、問題はなさそうじゃが、もっと厄介そうなところでなくて良いのか？」

			　北側は出現した中では一番魔物の数が少ない群れで、対処は比較的楽そうである。ゆえにミラが冗談交じりで言うと、ソロモンは口端を吊り上げ不敵に笑みを浮かべて、

			「もちろん、一番厄介そうなところに決まってるじゃないか」

			　と、清々しく告げる。余裕を浮かべていたミラは、途端に表情を一変させた。

			「数は少ないんだけど、目的地だと思われる花畑に一番近いからね、迅速に向かわないと間に合いそうにない。でもその点は問題ないよ。君も知ってる、速い乗り物があるからね」

			　迅速に向かえる速い乗り物。その言葉から連想したものに、ミラはより一層苦い顔をする。

			「それともう一つ。この群れにいるレッサーデーモンは、黒い結晶のようなものを持っていたって目撃報告があるんだ」

			「黒い結晶……じゃと？　もしやデモンズクリスタルか？」

			　結晶を持ったレッサーデーモン。ミラはそれがどういった意味なのか知っていた。

			「そうだろうね。だから、君に行って欲しいんだ」

			「なるほどのぅ。それは楽ではなさそうじゃ」

			　まだ数が多い方がましだと言える事実に納得し、ミラは苦笑しつつも頼みを引き受けるのだった。

			


			　ソロモンの激げき励れいを背中に受け、既に準備は済んでいるという車庫にやってきたミラ。そこには予想どおり、アーマードジープが堂々とした姿で待ち構えていた。

			「ミラ様。今日も、よろしくお願いします」

			「うむ……今日もじゃな」

			　昨日と同じようにそのとなりで、ハツラツとした笑顔で礼をするガレット。

			「これで全員ですね。すぐに出発しましょう」

			　そう言ってガレットは後部座席のドアを開けた。

			「ぬ、お主らも一緒か」

			　ミラが乗り込むと、そこには更に二人の同乗者が既に待機していた。

			「ソロモン様が仰ったとっておきとは、ミラ様だったのですか。これは心強いですね」

			　そう裏表のない笑顔をミラに向けるのは、ソロモンの側近である術士ヨアヒムだ。

			　対して無言のまま、明らかに不満そうな表情を見せるも、即座に視線を逸らしたもう一人の同乗者はレイナードである。

			（相変わらずの反応じゃのぅ）

			　なぜこの二人が一緒なのか。ソロモンの意図を予想しながら、ミラはヨアヒムのとなりに腰かける。

			「では、出発しまーす」

			　若干、漂い始めた曇った気配を、高揚気味なガレットの声と共に、急発進したアーマードジープが物理的に吹き飛ばした。

			「教習所が必要じゃろう……」

			「衝撃がすごいと聞いてましたが、これ程ですか」

			「ぐぅ……なんだというのだ。まったく」

			　後部座席の三人は、仲良くソファーの上でひっくり返り、そろって恨み言を口にするのだった。

			


			　魔物の群れを迎撃に向かう道中、ミラ達は魔物の対処法について話し合う。

			「前線は自分が受け持つ。ヨアヒムはいつも通り後続から潰してくれ。それと──」

			　レイナードは、もっとも手堅く慣れた戦術を立案すると、彼にとって今回の作戦の不確定要素であるミラに視線を向けた。

			「ミラ殿……には、レッサーデーモンの対処を任せろとソロモン様より仰せつかったのだが、正直力量を把握していないのでなんとも言えん。本当に、任せても大丈夫なのか？」

			　作戦を立てるレイナードの表情は真剣そのもので、この時ミラに対するわだかまりは存在しなかった。

			「うむ、もし最悪を引き当てても問題ないじゃろう」

			「最悪？　なんだそれは。まあ、そんな事はどうでもいい。とにかく絶対にとり逃すなよ」

			　ミラが答えると、レイナードは睨にらみつけるような目付きで念を押す。

			「当然じゃ。お主こそ、へまするでないぞ」

			　ミラは鼻先で笑うと、口端を吊り上げてレイナードを睨み返した。

			「まあまあ、お二人とも。心配などきっと不要ですよ。見ずとも、ミラ様の実力はソロモン様が認めてますので確かでしょう。それとミラ様も、是非我々を信じて下さい。レイナードは確かに礼儀作法にうるさい、というよりねちねちとしつこい部分もありますが、それは騎士として実直であるがゆえ。彼は、騎士として守ると決めたらやり遂げる男です。そして私も、エルダー代行様方とまでは言いませんが、術にはそれなりに自信がありますので後れはとらないかと」

			　火花を散らすように交差する視線に挟まれたヨアヒムは、堪らずにそう二人の間に割って入る。

			　レイナードは、何か言いたげにしていたが「当然だ」とだけ口にして、フロントガラスに視線を向けた。ミラとしても、ソロモンが側近に選んだレイナードという人物の実力を疑ってはいない。それどころか、親友のために尽くそうとするその忠誠心に敬意を抱いているほどだ。だが、もちろんミラにその事を口に出す気はない。

			「心配などしておらぬよ」

			　それだけ言って、ミラもまたフロントガラスに顔を向ける。そこには見覚えのある景色が広がっていた。先日、舗装された道から草原に飛び出していった時と同じ景色である。それを目にしたミラは、ほぼ反射的に姿勢を低くしソファーに伏せた。

			　直後アーマードジープは豪快に草むらの中に飛び込んだ。装甲が激しく音を立てるが、魔導工学の粋を集めた車体に破損はなく、衝撃などものともせず平然と走り続ける。だが、やはり後部座席はそうもいかない。

			「ぐぅ……またこれか」

			「速さは十分ですが、それに伴うだけの対策も必要ですね」

			　体勢を立て直しながら、しかめっ面で唸るレイナードのとなりで、ヨアヒムはソファーに転がり仰向けのまま、そう分析する。

			「運転手にも、問題があると思うがのぅ」

			　経験からあらかじめ衝撃に備えていたミラは、揺れの激しさに比例するかのように調子を上げていくガレットの後頭部を、若干諦め気味に見つめた。

			


			　アーマードジープは通信機材を積んでいるため、各監視砦から魔物の群れの動きに関して逐一報告が入ってきている。それによるとやはり魔物達の目的地は、昨日と同じ花畑である事が窺えた。

			　車内の事を度外視すれば、アーマードジープは快調に目的地へ向けて進んでいる。

			　前方にはうっすらと白い柱が見えており、時折ひっくり返りながらも、作戦会議は続いていた。

			「ふむ……花畑の中で倒してはいけないという事か」

			「そうじゃ。あの場に到着した途端、同士討ちを始めたのじゃ。つまりは、あの場でそうする事が目的という事じゃろう。それを扇動したレッサーデーモンも、死の間際に笑いおった。推測じゃが、そこで果てる事が目的だったような気がしてのぅ」

			　ミラは、先日の出来事と、レッサーデーモンが最後に見せた笑みを思い出し予想を立てた。だが特定の場所で死を迎えるという事にどのような意味があるのか、そこまでは分からない。

			「花畑で死ぬ事が目的、ですか。随分とロマンティックな最期ですが……」

			　ミラの言葉を受けたヨアヒムは両目を閉じ思案顔で呟く。レイナードもまた考えているのか唸り声を上げているが、その表情には疑問符が羅列していた。

			「そうですね、もしかすると不ふ死しの忌いみ沼ぬまを作り出そうとしているのかも知れません」

			　ヨアヒムは、ゆっくりと目を開けてから推察を口にする。

			「不死の忌み沼、じゃと？　あれは作れるものじゃったのか？」

			　ヨアヒムの予想に、ミラは驚きの声をあげる。

			　不死の忌み沼。ミラはその名称を知っている。というより、熟知していた。それは戦場跡や処刑場、墓場など、死に関する場所に多く見られる、不死系の魔物が頻繁に出現する地点である。ダンブルフだった頃、効率良く狩るために張り込んでいた事もあった、プレイヤーにはお馴染みの場所だ。

			「いえ、作れるものだと証明された訳ではありません。そういった論文を読んだ事がある、というだけでして。ですが、条件は揃っているのですよ」

			　ヨアヒム自身も半信半疑といった様子で、確証はないという。その後、続けて不死の忌み沼が生じる条件を挙げた。

			　まず、何かしらの力を秘めた土地である事。大量の死体がある事。そして多くの命がそこで朽ち果てる事。ヨアヒムはここまで説明すると、更にまだ条件は考えられるようだが、それについての記述はなかったと締め括る。

			「その論文には、他にも様々な考察がありまして、論点は、死という現象が与える力の変質についてでした。たとえ不死の忌み沼でなくとも、レッサーデーモンは、あの花畑に死を与える事で何かしらの変質を狙っているのだとしたら……」

			　そう言うとヨアヒムは、前方に近づいている白い柱を見据えた。

			「ふむ、興味深い内容じゃな。それが、どのように影響するかは想像もできぬが、レッサーデーモンが関わっておる以上、ろくな事ではないじゃろうな」

			　死が与える影響。それを聞きミラは、心霊スポットや霊症といったオカルトめいた単語を思い出す。そしてそれは、悪魔や精霊などという存在が実在している世界においては、妙にすんなりと受け入れられる単語であった。

			　ミラは、人ひと魂だまが無数に浮かぶ花畑を想像しながら、白い柱をぼんやりと眺める。

			（人魂で山火事でも起こす気かのぅ）

			　そんな冗談めいた事を考えながら、ミラの目は小高い丘を捉える。先日、盛大に宙を舞った、あの丘である。アーマードジープは意気揚々とその丘に向けて加速していく。ガレットの調子は最高潮で、ミラは状況判断を迅速に済ませると、ソファーの隅に身をこじ入れて身構えた。そのとなりに座っていたヨアヒムは、そんなミラの動きに気付き、同じように深く身を沈めて事に備える。

			　ドア窓から見える景色は勢い良く通り過ぎていき、もはや遠くの林や山脈と空を漂う雲しか見るものがなく、それらに興味のないレイナードはただただ正面の白い柱だけをじっと見つめていた。すると突然、馴染みのない浮遊感がレイナードを包み、空と柱が映っていたはずの正面は、深い草の緑一色に染まった。

			「ぬぉぉ！　また、なのか！」

			　豪快に着陸し、もはや事故のような音を響かせて車体が幾度も跳ねる中、レイナードもまたもんどり打ち声を荒らげる。その様子を横目で見つつ、ミラは両の手足で踏ん張り耐えた。備えが間に合ったヨアヒムもまた、どうにか無様な姿を晒す事にならず一安心する。

			「先に到着出来そうじゃな」

			　車体の揺れが程々に落ち着くと、ミラは前方の花畑周辺を眺めてそう言った。花畑はもちろんの事、目に見える範囲に魔物の群れの姿は見当たらない。

			「報告通り直進してくるのならば、あちらの右奥の林から現れるはずですね」

			　ヨアヒムも目を凝らして状況を確認すると、最新の報告地点と現在地を照らし合わせて、群れがいるであろう方向を指し示す。

			「こうなる事を予想していたな？　なぜ、教えてくれなかった」

			　まるで亡者のような恨みがましい声が響く。二人が声の方に振り返ると、そこには風に飛ばされた洗濯物のようにソファーの背もたれに引っかかったレイナードの姿があった。

			「あー、うむ。すまんのぅ。気付いたのが直前だったのでな。身構えるので精一杯じゃった」

			「私もミラ様の姿を見て、急いで体勢を整えた直後の事でしたから」

			　そう言いながらも、うっすらと笑いを浮かべる二人に悪びれる様子はなく、レイナードはむすりと眉間に皺を寄せた。しかし次の瞬間、アーマードジープの車輪が何かに乗り上げ大きく車体が跳ねる。その予期せぬ衝撃に対応出来るはずもなく、ミラとヨアヒムは仲良くソファーに転がった。

			「おのれ、ガレットめ……」

			　注意深く座り直しながら、そう恨みの矛先を運転手に向けて呟くミラ。

			「確かに、問題ありですね」

			　ヨアヒムもまた、何食わぬ顔で楽しげにハンドルを操るガレットを見て苦笑する。

			　レイナードは、自分と同じく転がる二人の姿を見て、満足そうな笑みを浮かべていた。
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			　目的地に到着すると、ミラは驚いたように花畑を見回した。

			「これは、どういう事じゃ」

			　ミラは足元を見ながら呟く。そこには色とりどりの花が力強く咲いていたのだ。

			「どういう事でしょう」

			　同じようにガレットも花畑の光景に驚く。魔物の群れが暴れたのはつい昨日の事だ。花畑の外円部は、踏み荒らされ夥しい血で汚されたはずであった。だが今は、どこを見てもそのような痕跡は発見出来ず、ただ極彩色の光景が広がるばかりである。

			「どうした。何か問題でもあるのか？」

			　その時この場にいなかったレイナードは、美しく咲き誇る見事な花畑を探るように眺めながら、そう問いかける。

			「はい、問題というより不可解な事があります。昨日現れた群れは、この花畑で同士討ちをして果てました。その際にですが、この花畑はいわば戦場のような状態でして、酷く荒らされ魔物達の血で染まってしまったのです。不思議な事に、それは外円部のみだったのですが──」

			　説明するガレットは、そこで一旦言葉を区切ると、視線を花畑に戻す。

			「見てのとおり、荒れた様子どころか血の跡すら見られない状態でして」

			　目に見える範囲には、穢けがれを知らぬ乙女のような可憐な花が風に揺られさやさやと囁いている。このような場で昨日、数百の魔物達が殺し合いをしていたことなど想像出来るはずもないだろう。

			「そういう事か……」

			「確かに、不可解ですね」

			　レイナードとヨアヒムは今一度、花畑を見回してそう呟いた。ミラもまたつられるように顔を上げると、周囲一帯を注視するように視線を巡らせる。

			　そうして一点の曇りもない花畑を再確認していたミラは、その途中、違和感を覚えてそこに視線を留めた。それはここのシンボルである天高く伸びる白い柱で、上の方に比べ根元の部分がまるで墨が染み込んだ半紙のように黒く染まっていたのだ。ミラはその部分に注目したが、そもそも柱をじっくりと細部まで確認した事はなく、記憶はどうにも曖昧である。最初からそうだったと言われれば、そうであったのだろうとすぐに納得する程度の違和感だ。

			「ミラ様、どうしましたか？」

			　眉間に皺を寄せて一点を見続けるミラの様子に気付き、ガレットが声をかける。その声でミラは集中を切らし、白い柱から視線を外す。

			「気のせいかも知れぬが、あの柱が少し黒くなっておる気がしてのぅ」

			「柱、ですか？」

			　ミラがほとんど独り言のように呟くと、その言葉を聞いたガレットは、遠くを見るように目を細くして花畑の中心を確かめる。

			「そう言われると、そんな気もしますが……毒々しく染まった花畑の印象が強くて、良く覚えていませんね」

			「じゃろう？　わしも昨日はどうじゃったか覚えておらぬのでな。変わったのか、変わっておらぬのか分からんのじゃ」

			　ミラはもう思い出そうとする気はなく、ただ霞むほど高い柱を見上げながらそう言った。

			「ここが無事なのは確認出来たが、魔物は今どこなのだろうな」

			　花畑自体には興味のないレイナードは、周囲の林を注意深く眺め、魔物の群れを探す。だが、そこに気配はなく風が吹く度に枝葉が静かにそよぐだけだ。

			「先程入った報告によれば、もう近くまで来ているはずですが」

			　数分前に受けた通信では、魔物の群れは花畑より北北東に五キロメートルあたりの地点を進行中との事であり、ガレットは群れがいるであろう方角に目を向ける。

			「では、少し探ってみましょう。あちらの方角でいいのですか？」

			　何か調べる方法があるようで、ヨアヒムはガレットの視線の先を眺めながら問いかけた。

			「はい、報告通りに直進してきていれば、あの林の奥から現れるはずです」

			　花畑は周囲を草むらに、更にその周りはまばらな林に囲まれている。その一箇所を手で示しながらガレットは答える。それを確認したヨアヒムは、左手を耳元に当て右手を真っ直ぐと林に向けた。

			（これは、無形術か？）

			　淡い光に包まれたヨアヒムの両手を見て、ミラは興味深そうにその様子を見守る。

			　術の継続中、誰も声を発しないまま一分ほど過ぎた時、ヨアヒムは構えを解き、ふっと一息つくように肩を下げた。

			「どうだ？」

			　少し間を置いてからレイナードが訊くと、同時にミラとガレットもヨアヒムの言葉を待った。

			「まだそれなりの距離はありますが、こちらに近づいてくる集団の足音を確認出来ました。魔物の群れとみて間違いないでしょう」

			「ならば林を抜けた草原で迎え撃つのが得策だな。わざわざ奴らの目的地で待ってやる必要はないだろう」

			　林の奥をじっと見つめたままヨアヒムが答えると、レイナードも同じ場所を見据えながらそう提案する。魔物達の目標地点である花畑にいれば、たとえどのような進路を取ろうと、そのうち必ず群れは現れる。だが今は、ヨアヒムの術により群れの居場所が確定した。敵とすれ違い花畑に辿り着かれるという恐れがなくなった今、レイナードの言うとおり花畑に留まっている意味はないだろう。

			「そうですね。急いで向かいましょう！」

			　ガレットは言うが早いか、出番だとばかりにアーマードジープに向かい走り出す。残りの三人は苦い顔をしたまま、そのあとを重い足取りで追いかけるのだった。

			


			「時に先程、群れの場所を探り当てた術。あれはどういった術だったのじゃ？」

			　林に入ったアーマードジープは否応無しに安全運転となり、余裕を取り戻したミラは、早速気になっていた事をヨアヒムに問う。

			「先程のというと、遠耳の術の事ですかね」

			　ガレットが大人しくなったとはいえ今までよりはであり、まだまだ左右に揺さぶられながらヨアヒムは答えた。

			「ほぅ、遠耳の術というのか。して、分類は無形術になるのかのぅ？」

			「そうですね。一応無形術ですが、これは無形秘術に分類されます」

			「無形秘術、じゃと？」

			　ミラは目を輝かせ、ヨアヒムに喰らい付くかのように迫り問いを重ねる。そこに聞き覚えのない単語があったからだ。

			「そういえば、先日まで人里離れた場所でダンブルフ様と共に修行をしていたのでしたね。最近の術の事情には疎いと聞いております」

			「うむ、まあそういう訳じゃ。して？」

			　ミラに関する情報は、概ねヨアヒムが言ったとおりの事になっている。三十年という長い間、世情を知らないという現状を埋めるための言い訳としてソロモンと示し合わせて決めたのだ。

			「無形術にも様々な条件がありますが、それとはまた違う、特殊な条件が必要な術の事を無形秘術と呼んでいるのです」

			「特殊な条件じゃと？　それはどのようなものなのじゃ？」

			　ミラは大きく横に揺られソファーに突っ伏すも、即座に起き上がり更に嬉々とした表情で、続きを促す。ヨアヒムにとってミラのその反応は、同じ術士として非常に理解出来るものであった。

			「実は無形秘術の条件は、まだまだ解明されておりません。ただ、精霊の加護の有無や、討伐した魔物の数と種類が関係あるのではないかといわれています。遠耳の術にしましても、風精霊の加護が関係しているという事までしか判明してないのですよ」

			　ヨアヒムは揺れに対して両手で踏ん張りながら、そう説明する。そして最後に無形秘術習得の再現は非常に難しく、遠耳の術も大陸で数人程度しか使い手がいないのだと、少しだけ得意顔で付け足す。

			「覚えられぬのか……」

			　結果、無形秘術の習得は聞いただけでどうにかなるようなものではないと分かり、若干不ふ貞て腐くされたミラは、急激な横揺れでひっくり返ると同時に「絶対に教習所送りじゃ」と恨み言を呟いた。

			


			　数分して花畑の北側の林を走り抜けたアーマードジープは、平坦な草原に出る。するとその前方、距離にして一キロメートルほどの場所に、黒く蠢うごめく群れを捉えた。

			「よし、想定通りだな。ここで迎え撃つぞ。ゆっくり止めろ」

			「見晴らしも良く、術を妨げる障害物もありませんね。好条件です。ゆっくり止めて下さい」

			「そうじゃな、これだけ見通せれば逃げられる事もないじゃろう。ゆっくりと止めるんじゃぞ」

			　身を乗り出しフロントガラスの先を見据えながら、三人はガレットの左肩、頭、右肩にそれぞれ手を置いて、特に最後の部分を強調して言った。

			「了解しました！」

			　三人に繰り返し釘を刺されたガレットは、言われたとおり緩やかにブレーキをかけてアーマードジープを停止させる。それを確認すると、三人は安心したように一息ついてから、草原に降り立った。

			「では、ご武運を。作戦通り援護地点に移動しますので、必要となれば合図をお願いします」

			　扉が閉まるのを確認して、ガレットは魔物の群れに対して右側にある丘の上を指し示しながら言う。

			「ああ、分かった。まあ、この数ならば問題はなさそうだがな」

			「油断はいけませんよ、レイナード」

			「ふん、百も承知だ」

			　前方から真っ直ぐに向かってくる敵を見据えたレイナードがそう余裕を見せると、慎重なヨアヒムが忠告する。とはいえ、その言葉に心配は微み塵じんも含まれておらず、むしろ自分に言い聞かせているかのようであった。

			　目立たぬように、アーマードジープは、ゆっくりと右手側の丘を上り作戦地点に向かう。ミラは、その後ろ姿を冷めた目で見つめながら「安全運転出来るではないか」と呟き、レイナードとヨアヒムも無言のまま首肯した。

			「さて、作戦は頭に入っているな？」

			　レイナードは気持ちを切り替えるようにして、そうミラに声をかける。

			「当然じゃ」

			　ミラもまた魔物の群れに向かい直し、顎先を指でなぞりながら堂に入ったポーズで答える。その姿は、ダンブルフ時代ならば様になったであろうが、今の姿ではどうにも頼りない。

			「ならいいが、レッサーデーモンは通常と違い召喚を行うと聞いたが、それも問題ないのか？」

			「言うたであろう、最悪を引き当てても想定内。問題はないじゃろう」

			「そういえば、そんな事を言っていたな。まあ、何かあれば自分が補助に入る」

			　そう言ってレイナードは、手にした盾を誇らしげに構えてみせた。何かと突っかかってくるレイナードだが、仕事には一切私情を挟まない実直な騎士である。

			「何もないから、安心して群れを引きつけておくと良い」

			　会話の中で人となりを垣間見た他、主に、ソロモンが側近として選んでいるという事を決定打として、ミラも騎士としてのレイナードは認めていた。

			「では、盾役は任せたからのぅ」

			　それを聞いたレイナードはふんっと鼻先で笑い、魔物に向かい悠然と歩き出す。ヨアヒムは、その少し後ろを追従していく。ミラは、そんな二人から離れるように左手側に逸れ、群れの側面に向けて進んでいった。

			　最終決定した作戦は、まずレイナードとヨアヒムが、群れの大部分を一手に引き受けるというものだ。そのため、二人は目立つように正面から群れと相対する。

			　草原の遠い前方から黒い漣さざなみのように蠢いていた魔物の群れは、徐々にその全容を露わにする。四本足で地を駆ける魔物ダーティハウンドを先頭に、ゴブリンの亜種であるアーチゴブリンが小隊ごとに固まり続く。

			　そしてその小隊に守られるようにして中央に陣取るレッサーデーモンの姿をミラは捉えた。

			（やはり、守りが厚いのぅ）

			　作戦でのミラの役割はレッサーデーモンの対応であるが、それにはもう一つの役割が含まれていた。そのためにミラは二人から離れ、目立たぬように潜みながら風下を進んでいく。

			　やがて、レイナード達が魔物の群れと対たい峙じした。

			　草原のただ中、彼我の距離は二十メートルほどだろうか。風が吹き抜ける度、目に見える限りの緑に幾重の波紋が浮かぶ。その波を乱すのは、二百ほどにも集まった魔物達と、相手への威圧だけで周囲の空気を騒がせているレイナードだ。

			　そのレイナードが剣を抜くと、前に詰まっていくようにして群れの動きが停止する。二百に対して、たったの二人。だが、魔物達は本能に従ってその足を止めたのだ。

			　ダーティハウンドは、低い唸り声をあげて二人を睨みつけ威い嚇かくする。だがレイナードは、ものともせずに一歩、また一歩と進んでいく。

			　その時、群れの中央にいるレッサーデーモンが耳障りな声をあげた。すると、それに呼応するかのように先頭のダーティハウンド十数匹が狂ったように吠え喚わめきながら一斉にレイナードに襲いかかる。

			　同時にレイナードが大きく一歩踏み込むと、そこを基点に大気が震え周囲に伝でん播ぱしていく。その圧倒的な気迫は、ミラの目にも相当な錬度に見えるものであった。

			　だが、ダーティハウンドは止まらない。本能を削がれた傀く儡ぐつのように、正面の敵に飛びかかる。直後に震える大気が、その魔物達を飲み込んだ。瞬間、更に一歩踏み込むと、レイナードは裂れっ帛ぱくの気合と共に剣で一閃した。

			　剣先は何ものにも触れる事なく振り抜かれ、ぴたりと空に向けられたまま静止する。それと同時に音が消え、風すらも声を潜めたような静寂が一帯を包み込んだ。ふと草むらが微塵に千切れ宙に飛び散る。すると、レイナードに襲いかかったダーティハウンドは唐突に胴を両断され、ただただ静かに転がり赤黒い血を草原に滴らせた。

			（見事なものじゃな）

			　遠くからその様子を見ていたミラは、そう感心してから視線を群れの中央に移した。

			　レッサーデーモンが両手を振り上げ喚き散らし、レイナードを恨みがましい目で睨みつける。途端、群れの魔物全ての視線が同じ一点に集中した。レイナードを障害と認識し、全力で排除する事を決めたのだ。

			　レッサーデーモンの号令で群れは形を変えていく。レイナードとヨアヒムは、それが終わるのを何もせずにじっと待っていた。魔物達の注意が全て自分達に向くのを。

			　群れは、レイナードとヨアヒムを取り囲み、決して逃がさぬよう隙間なく布陣されている。

			「状況は想定内。このまま作戦を継続しても良さそうですね」

			　周囲を一瞥したヨアヒムがレイナードに囁く。

			「よし、では予定通りいくぞ」

			　誇示するかのようにレイナードが剣を振り上げると、それを飲み込もうとせんばかりに魔物達は雄叫びをあげて威嚇する。

			　草原一帯は、騒々しく沸き上がり、群れに急接近する足音を掻き消した。レッサーデーモンが紛れ込むようなその音に気付いたのは、真後ろから少女の甘い匂いが漂ってきたからだ。

			　ヨアヒム達を囲むように陣形を変えた魔物の群れは、その中央に彼らを抱えこむ。そしてレッサーデーモンは、敵からもっとも離れた位置、戦況を見届けられる場所に陣取っていた。そのレッサーデーモンが後ろを振り向くと、そこにいたのはミラであった。ミラはレッサーデーモンが孤立するその時を見計らっていたのだ。

			（黒い結晶……デモンズクリスタルじゃのぅ。やはり予想通り、召喚タイプという事じゃな）

			　レッサーデーモンは、ミラのとなりに控えた二体の黒騎士を目にすると、慌てたように手にしたデモンズクリスタルを天に掲げた。

			「さて、鬼が出るか蛇が出るか」

			　レッサーデーモンがした行動は召喚のための儀式である。だが、ミラが使うような召喚術とは違い、デモンズクリスタルのそれは、魔獣をランダムで喚よび出すというものだ。運が良ければ、魔物の群れにダーティハウンドがもう一匹だけ追加されるだけで済むのだが、悪ければ大型の魔獣が飛び出す危険な召喚だ。

			　だがミラは、召喚を妨害しようとはせず空に広がっていく魔法陣を見つめていた。召喚タイプの敵といえば、召喚する前に倒してしまうのがもっとも楽だろう。だが、小賢しいレッサーデーモンに限っては、そのセオリーが通用しない。レッサーデーモンは死の直前に、身体から怨念体という黒い霧状のものを放出する。それは、数秒で霧散してしまう最後の悪あがきのようなものだが、もしも近くに特別な魔力を秘めた物体があった場合、それに呪いをかけてしまうのだ。

			　召喚中であろうがなかろうが、呪いをかけられたデモンズクリスタルは、確実に上級の魔獣を喚び寄せる。もちろん、呪われていなくても上級が出現する事はある。それらを考慮して、ソロモンはミラをこの場に送り出したのである。

			　作戦でのミラの役割はレッサーデーモンの他、召喚される魔獣の対応も含まれる。ミラは何が召喚されるのか特に緊張した様子もなく、ただじっと待っていた。

			　そんな中、デモンズクリスタルが不気味に輝き始めると、いよいよその瞬間がやってきた。空に浮かんだ魔法陣が、急激にその範囲を広げていくと、まるで老木のように太く歪いびつな二本の足が、地響きと共に大地に降り立った。

			「ふむ、ハズレじゃな」

			　それを眺めながらミラは、溜息交じりに呟いた。どう見てもそれは上級魔獣であり、突き出た足にも覚えがあったからだ。

			　続けて現れた尻尾が、ぬらりと伸びて地面を叩く。鈍重な音を響かせたそれは、足よりも更に太く、竜の尾のように鱗に覆われていた。

			　いよいよ、魔獣の全貌が露わになった。それは、林に立ち並ぶ木々を平然と見下ろせるほどの巨体で、周囲を確認するように首を回していた。

			　召喚を終えた魔法陣が霧散すると、勝利を確信したかのようにレッサーデーモンが耳障りな笑い声をあげる。だが直後、空を裂かんばかりの咆ほう哮こうが響き、笑い声ともども全ての音を塗り潰した。

			　その余りの声量にレイナードとヨアヒムは顔をしかめ、声の主に目を向ける。蠢く魔物の群れの奥、そこには雄鶏に似た上半身と、トカゲのような下半身を持つ怪物の姿があった。

			　その瞳に囚とらわれた者に夜明けはなく、永遠に石の夢を見続ける事になる。その魔獣の名は、コカトリス。厄介な能力を複数持つ上級魔獣の一角だ。

			「あれは大物過ぎる！　加勢に向かうぞ、ヨアヒム！」

			　コカトリスについての見識があるレイナードは流石に分が悪いと、ミラの援護に向かおうとする。だが二人を取り囲む魔物達は、逃げる事だけでなく、その場から離れる事も許さなかった。

			「くそっ、邪魔な奴らが」

			　苛立ちを隠せずレイナードは舌打ちすると、その肩をヨアヒムが力強く叩く。

			「落ち着いて下さい。そして良く見るのです。魔獣の正面に立つミラ様に、微塵も動じた様子はありません。思い出して下さい。最悪を引き当てても想定内だと言った、ミラ様の表情を」

			　レイナードはヨアヒムのその言葉で、ミラの可愛らしくも小憎らしい、余裕を浮かべた笑みを思い出す。そして次の瞬間、自身を誇示する咆哮とは違う、苦痛に満ちた絶叫が響き渡った。それを見て、それを耳にして、レイナードは頭が急激に冷えていくのを実感した。

			「ああ、そうだな。問題ないか」

			　落ち着いた声でそう呟くと、レイナードは襲いかかってくるダーティハウンドを切り裂き、コカトリスから、目の前の魔物達に視線を戻した。

			　レイナードが聞いた絶叫、それは他でもないコカトリスから発せられたものであった。

			　召喚され大地に降り立ったコカトリスは己を誇示するかのように声を響かせながら大きく羽を広げ、身体をほぐすように震わせた。そしてゆっくりとした動作で、目の前の少女を見据える。コカトリスの眼は本来、屈強な戦士でも背筋を凍らせるであろう威圧感を秘めた双そう眸ぼうであった。だが次の瞬間、突如としてその半分を失う事となった。

			　コカトリスが顔の片側から血を飛び散らして悲鳴をあげている。レイナードはその瞬間を目撃し、心配は無用だと悟った。

			　二体いるうち、ミラの左に控える黒騎士が手にした剣は鮮血に塗れており、赤い雫が止めどなく滴っている。召喚完了から数秒と待たずに、コカトリスの片目を斬りつけたのだ。魔力を秘めたコカトリスの目は石化の特殊能力を有するが、それは左右が揃っていなければ発動しない。幾度となく戦った事のあるミラは、当然理解しており即座に特殊能力を封じる手段を取った。

			　だがコカトリスは最強の能力を失いながらも戦意を漲みなぎらせ、憤怒の形相で吼ほえる。しかしレッサーデーモンは違った。傷ついたコカトリスの姿に明らかに動揺し、正面に立ち並ぶ黒騎士を怯えた目で睨みつけていた。

			　両者の戦闘はこれからが本番である。ミラが二体の黒騎士を前線に配置すると、それに応じるようにコカトリスは姿勢を低く構えた。そして、いよいよ双方の戦力がぶつかり合おうとしたその時、レッサーデーモンが叫んだ。するとどういう事か、激昂しギラついていたコカトリスの目が唐突に色褪せる。そしてレッサーデーモンは走る勢いそのままコカトリスに飛び付いた。

			「なん、じゃと……」

			　高く跳躍し敵も味方も飛び越えたコカトリスは、そのまま花畑のある方に向かって走り出した。迎え撃つ気満々であったミラは、コカトリスの後ろ姿を見つめ呆然とする。

			　宙に飛び上がり翼を羽ばたかせ、徐々に高度を下げて着地する。コカトリスのそんな姿は、飛翔というより滞空時間の長い跳躍である。

			「こらー！　待たぬかー！」

			　コカトリスのどこか滑稽な後ろ姿に呆気に取られながらも、ようやく我に返ったミラは、林の中に突っ込んでいくコカトリスのあとを全力で追いかけていった。レイナードとヨアヒムは、そんなミラの姿を見送りつつ苦笑した。
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			　中央に白い柱がそそり立つ花畑。それを背にして、ミラは魔獣コカトリス、そしてレッサーデーモンと対たい峙じしていた。

			「小賢しい真似をしおって」

			　戦闘開始だと思った矢先に逃走されたミラは、ここまで走って追いつき、そして花畑を背にする形で追い越したのだ。とはいえ、本来はそう易々と追いつける相手ではない。要因は、装備と地形であった。

			　ミラの身に付ける装備は特別な力を秘めたものが多く、走力も当然ながら増幅されている。それに加えコカトリスはその巨体ゆえに林の中を走るのに手こずり、跳躍するのもままならなかった事が幸いしたのだ。

			　随分と先行されてしまったミラであったが今は余裕を取り戻し、黒騎士三体を新たに召喚するとコカトリスを取り囲むように配置した。

			　ミラの傍で控える二体を含め、これでこの場には合計五体の黒騎士が存在する事となった。圧倒的な威圧感を放ち幽鬼の如く佇むその姿を、レッサーデーモンは苛立たしげに睨にらみつけている。コカトリスならば黒騎士を振り切れると確信があったのだ。そしてそれは間違いではなく、確かに黒騎士の足はコカトリスに届かなかった。しかし今、黒騎士は更に数を増してここにいる。レッサーデーモンは、ミラを見た目だけで判断してしまった事を後悔する。だが、まだ諦めてはいなかった。

			　レッサーデーモンは、ミラを指さし喚わめくように叫ぶ。その直後、コカトリスは目に狂気を滾たぎらせ、奇声をあげながらミラに向かって走り出した。踏み出す足は大地を抉えぐり、鬱蒼と茂る草むらを宙に巻き上げる。その巨体は当然、その体に見合う圧倒的な質量を持ち、動作だけで大抵のものは吹き飛ばせるだろう。

			　だがコカトリスの爪は、嘴くちばしは、ミラに届かなかった。

			　コカトリスの右足は強靭な鱗に覆われているが、今そこには深い傷が刻まれ巨体は大きく傾いている。周囲を囲む黒騎士がコカトリスの右足のみを狙い切り裂いたのだ。

			（背後に守らねばならぬものがある時、特攻ほど厄介なものはないのぅ……）

			　ミラは咄とっ嗟さに判断して、ダークナイトに命令を下していた。コカトリスの足の強度がどれ程かまでは知らなかったため、万全を期しての総攻撃だ。そしてそれは功を奏し、今の足の状態ならばコカトリスはもう突撃はできないだろう。

			　現状、傷ついた足ではその巨体を支えるのも満足にはいかず、コカトリスは右足を引きずるようにして後退していく。

			　だがその時であった。ミラの視界の端、意識しなければ見落としてしまうであろう位置から、レッサーデーモンが花畑に向けて飛び出した。

			（ぬ、コカトリスを囮おとりにしたか）

			　レッサーデーモンは、コカトリスの巨体を目隠しにして離れた地点に移動していた。そしてミラが、その事に気付く前に本懐を遂げようと強行策にでたのだ。

			　レッサーデーモンはあと数メートルで目標に到達する。目的の達成を確信したのか、あの耳障りな笑い声をあげて愉悦に満ちたいやらしい表情をミラに見せ付ける。

			　だが、ミラは顔を向けただけで動かなかった。いや、その必要がなかったのだ。レッサーデーモンの目的地が花畑であるという事は、予測済みである。そこで何をするつもりかはまだ分からないが、ろくでもない事なのは確かだろう。ただ一つ言える事は、花畑に入れさえしなければいいというだけだ。

			　草原を一筋の風が駆け抜ける。それは轟々と吹き荒ぶ、漆黒の猛威を内包していた。

			　辺り一帯に響いていた笑い声がぴたりと止む。次の瞬間、憎悪に染まった絶叫が途端に周囲を埋め尽くした。だがそれも、ほんの僅かな間だけで音は瞬く間に掻き消えていく。

			　風の行き着いた先、そこには暴虐の黒い嵐に巻き込まれ身体を両断されたレッサーデーモンの死骸が転がっていた。その死に顔はまるで恐怖を貼りつけたように歪み、虚ろな瞳で空を見上げている。すぐ傍では、黒騎士が濡れた刃を手に佇んでいた。

			　その黒騎士は、ミラのとなりに控えていたうちの一体である。この場に到着した時点で花畑に近づく敵を排除するという指示を受けており、使命を迅速に遂行したのだ。そのため、ミラは動く必要がなかったのである。

			　黒騎士は、まるで何事もなかったかのように悠然とした足取りでその場を離れ、ミラのもとへと歩き出す。するとその背後に、黒い霧が立ち込めた。死したレッサーデーモンの怨念体だ。

			「ぬ、なんじゃ？」

			　それは近くに呪うものがないので、そのまま風に溶けて消えていくはずであった。だが漂うその霧は、まるで意思を持つかのように真っ直ぐに飛来し始める。怨念体が飛んで移動するなど見た事も聞いた事もなく、ミラはコカトリスの対応を三体の黒騎士に任せきりにして、その動向を警戒する。

			　黒い霧は、ゆっくりとだが確実に近づいている。それは、仇かたきであるはずの黒騎士を越え、更にはミラから離れるように通過していった。

			（これはどういう現象じゃ。呪うものを求め彷徨さまよっているとでもいうのじゃろうか）

			　ミラは顎先を指でなぞりながら、眉根を寄せて霧を目で追いかけていく。

			　草原に風はなく、黒騎士の足音がやけに響いて聞こえる。その音もまた、ミラのもとに黒騎士が戻った事でぴたりと止んだ。その時、唸るような息遣いが微かに耳に響く。それは、怨念体が向かう先から届いたものだ。

			「よもや……それを呪うつもりか」

			　霧がゆらゆらと目指したその先には、静かに、だが煮え滾った瞳で黒い霧を待ち構えていたコカトリスの姿があった。

			　少しでも動けば、黒騎士に切り裂かれる。全身に傷を負いつつもそれを理解したコカトリスは、発狂しそうなほどの激情に悶えながら、湧き上がる殺さつ戮りく衝動を抑え、ただ静かにレッサーデーモンの最期の指示に従っていた。

			　怨念体はコカトリスの傍まで近づくと唐突に膨れ上がり、まるで吸い込まれるかのように加速して、傷だらけの魔獣に纏まとわり付き、傷口から、目から口から体内に侵入していく。

			　変化は劇的であった。大気中の霧が薄くなればなるほど魔獣の体たい躯くは歪いびつに肥大化し、まるで破裂寸前の爆弾のように危険な様相を呈し始める。痛々しく、余りにも悲痛な呻き声が轟く。切り裂かれた傷は、内側から盛り上がった肉で塞がれ、殺意を秘めていた片目は、より一層血走り狂気を露わにした。

			　そして、とうとう霧が完全に晴れる。それは呪いが完了した証だ。力を持つ物だけしか呪わなかったはずの怨念体は、あろう事か上級魔獣コカトリスを呪うなどという、今まででは考えられなかった事をしでかしたのだ。

			（まさかこのような事態が起ころうとは。これもゲームが現実となったゆえの現象なのじゃろうか）

			　ミラは警戒を強め、一回り、二回りは大きくなったコカトリスの様子を窺う。

			　焦点が合ってないのか、まだ身体が馴染まないのか、コカトリスは虚ろに宙を見回し、無造作に翼を広げては身震いする。それを幾度も繰り返していた。

			（なんにせよ、厄介な事に変わりはないのぅ）

			　ミラは溜息交じりに苦笑して、随分と姿形の変化したコカトリスを見据える。それと同時に三体の黒騎士が漆黒の暴風となり、コカトリスを襲う。

			「ぬぅ、強度も増しておるか」

			　先程まで黒騎士に肉を切り裂かれ血飛沫しぶきをあげていたコカトリスは、もはや完全に別物と化していた。黒騎士の刃は、足を翼を胴を傷つけていくが、そのどれもが表皮を裂くだけで、肉までは達していないのだ。しかもその傷は秒ごとにみるみる塞がり、微かな跡が残るだけになった。

			　それでも黒騎士は止まらない。そればかりかその剣はより速く、より鋭く軌跡を描き始める。幾重にも繰り返され、遂に肉まで抉り出した斬撃は、今まで呆けたように視線を移ろわせていたコカトリスの気を覚まさせた。

			　ぎょろりと赤く血走った瞳が三体の黒騎士の姿を捉え大きく見開かれる。するとその瞳は瞬く間に憎悪に染まり、臨界にまで達すると同時に、執拗に攻め続ける黒騎士を払いのけるかのように翼を大きく羽ばたかせた。

			　途端に突風が巻き起こり、周囲一帯を薙なぎ払う。木々は軋きしみ、葉は飛び散り空に消えて、草原は荒波のように激しく揺れた。その風はもはや爆風といっても過言ではなく、ミラの小さな身体は浮き上がって滑るかのように弾き飛ばされていた。

			　一瞬の嵐が静まると、辺り一帯に巻き上げられた多くの欠片かけらが舞い落ちる。

			「羽ばたくだけでこれ程とは、随分と強くなったようじゃな」

			　二歩三歩とまるで空気を踏むかのように宙を蹴り減速すると、ミラは何事もなく地に降り立つ。黒騎士達も吹き飛ばされたが、即座に体勢を立て直しており、魔獣を三方から囲んでいた。

			　コカトリスは正面の黒騎士を見据える。平然とした様子で黒剣を構えるその姿は、降り積もった憎悪に火を点けた。

			　口を裂けんばかりに開いたコカトリスは、天を振るい落そうかというほどの大咆哮を火山の如く噴き出した。それは天も地も、空間そのものを震わせ雷の如く響き渡る。

			　圧倒的な声量で、痺しびれるかのように鼓膜が震えた。ミラは顔を顰しかめて半歩下がり耳元を袖口で覆う。

			「まったく、やかましいのぅ」

			　鬱うっ陶とうしそうなその呟きは畳み掛けるように鳴り響く金属音に掻き消され、ミラ自身の耳にも届かない。草原のただ中、咆哮と同時に黒騎士とコカトリスの戦闘は始まっていた。

			　喚き散らすかのような叫び声をあげ、コカトリスは全身を凶器と化して襲いかかる。それを黒騎士は、微塵も動じる事なく捌き、己の剣を奔はしらせる。コカトリスの猛攻は凄まじい破壊力で、地を穿うがち大気を削ぐ。更に、戦闘体勢になってからの表皮は一層強固になり、黒騎士の剣でも容易たやすくは通らなくなっていた。

			　だが、ミラの目にはその程度にしか映ってはいなかった。確かに一撃の威力には目を見張るものがある。ミラとてまともに受ければただでは済まないだろう。しかし、それだけなのだ。本来コカトリスが持つ厄介な能力や、柔軟な身体を利用した見事な連撃は見る影もなく、ただ力任せに身体を振り回している。それはまるで、名槍の先端に巨大な鉄塊を括りつけたような、持ち味を殺した愚作であった。唯一の利点といえば、黒騎士の剣に耐えられる強靭な肉体だが、それも徐々に傷つき、巨体が地に伏せるのはもはや時間の問題である。

			　しかし、ミラは難しい顔をして戦闘を眺めていた。時間の問題とはいえ、今の効率では日が暮れてしまいそうだったのだ。単純にダークナイトを追加すればそれも解決するが、現実となった今の状態をより把握しておきたいミラは、ダークナイトの連携度合いや挙動を確認したかった。数が増えればその分、気も散り精細さを欠く事になるだろう。

			（じゃが、今やらずとも、時間はあるしのぅ。じっくりと試していけば良いか）

			　この世界での生活はまだ始まったばかりで、そう焦る事もない。ミラは、今すぐ実験するより、腰を据えて一つずつ確認していこうと結論する。

			「ぬ、あれは？」

			　早々に決着すべくダークナイトを召喚しようとした時、ミラは視界の端に不気味に光る結晶があるのを見つけた。それは花畑の端に落ちており、傍には無残に両断されたレッサーデーモンの骸むくろが転がっていた。

			　興味に突き動かされて歩み寄り、ミラは結晶を拾い上げる。濁ったように黒く、脈動するかのように輝くそれは、正しくデモンズクリスタルであった。

			　デモンズクリスタルは召喚タイプのレッサーデーモンだけが持つ特殊アイテムである。だがそれはレッサーデーモンを倒すと、本体と一緒に消えてしまうため、プレイヤー側には入手手段のないグラフィックだけのアイテムだった。

			「ほぅ……ほぅほぅほぅ。これはまたなんとも興味をそそるのぅ」

			　ミラは手にしたデモンズクリスタルを眺めながら、にやにやとマッドな笑みを浮べる。現実となった今、倒された魔物などは消えずに死骸として残り、やがて自然に還っていく。そんな当たり前の循環が、ミラに思わぬ恩恵をほどこしたのだ。

			　レッサーデーモンが召喚のために利用する特殊な結晶、それがデモンズクリスタルである。召喚術に並々ならぬ関心を持つミラは、以前からレッサーデーモンが召喚の触媒にしているそれに興味を抱いていた。

			　ミラが結晶を観察していると、まるで何かが激しく激突したような音が響き、すぐとなりを黒い物体が通り過ぎた。それは、コカトリスに弾き飛ばされたダークナイトだ。勢いそのまま後方の花畑を抉る黒騎士は、上半身を大地に埋もらせてようやく止まる。だが、次の瞬間には人ではありえないであろう挙動で起き上がり、弾丸のように飛び出していく。

			（属性クリスタルにそっくりじゃが……闇とは色合いが違うのぅ。このような毒々しい光り方はしておらぬ）

			　だがミラは、そんな戦闘も目に入らないほど、結晶に夢中になっていた。初めて手にしたデモンズクリスタルを見て、真っ先に属性クリスタルを思い浮かべた。それは様々な分野に応用出来、召喚術に関しても関連深い万能素材である。

			　召喚術士には、属性偏移という技能がある。それは純粋な属性力を秘めたものを触媒にして、武具精霊に属性を付加するというものだ。この属性偏移で召喚した武具精霊は、利用した触媒に秘められた力で、強さの大半が決定するという特徴があった。

			「試してみるのも一興じゃろう」

			　見覚えのない色だが属性クリスタルに酷似した特徴を持つ黒い結晶。ミラはそれを属性偏移召喚に利用しようと考え、早速実行に移した。

			　コカトリスの咆哮と黒騎士の剣撃の音が絶え間なく響く草原。戦闘の渦中にある地帯は草むらが完全に禿げあがっており、事あるごとに土煙が舞う。その手前の空間を視界に入れ、ミラはデモンズクリスタルを翳かざす。

			【召喚術：属性偏移ダークナイト】

			　ダークナイトを召喚する時の感覚、それに少しだけ変化を加え、ミラは結晶に秘められた力を解き放った。

			　前方に出現した魔法陣は、デモンズクリスタルから噴き出した力を吸収し、その大きさを一回り二回りと拡大していく。

			「これはなんとも……奇怪じゃなっ」

			　瞬く間に毒々しい黒に染まった魔法陣が、まるで臓腑のように蠢き始める。それにただならぬ気配を感じたミラは、慌ててその場から飛び退いた。

			　直後、急激に膨れ上がった魔法陣は、まるで詰まった血管のように破裂する。魔法陣から噴き出した魔力は、まるで血飛沫のように四方へ飛び散った。

			　余りにも壮絶な光景に召喚が失敗したのかと思うミラであったが、ぬらりとした魔力の残ざん滓しが降り止むと、そこには周辺の木々を寄せ集めたかのように高く巨大な何かが空間を塞ぐように存在していた。

			　それは、騎士のように鎧を纏い、猛獣のように強靭な体躯で堂々と佇んでいる。それは、闇から生まれたかのように黒く、血に塗まみれたかのような瞳を輝かせ、剣の代わりに大きく裂けた口の中に無数の牙がノコギリのように並んでいた。

			「ダーク……ビーストとでも呼ぶべきかのぅ」

			　一見するとダークナイトとはかけ離れた姿形をしているが、その存在との確かな繋がりをミラは感じていた。つまり、術は成功し目の前のそれが召喚されたのだと分かると、ミラは見たままに呼称を決める。

			　デモンズクリスタルを利用し属性偏移召喚を行った結果、現れたのは、獅子や虎といった猛獣の特徴を合成したような身体に、歪に変形した黒騎士の鎧を無理矢理着せたような、怪物であった。

			　召喚時に飛び散った魔力が、血のようにべったりとダークビーストに張り付き、まるで呼吸をしているかのように淡く明滅する。その姿は余りにも異様ですぐにも暴れ出しそうな気配すらあったが、今は餓えた瞳で獲物を狙う獣のように身を伏せ、ミラの傍に控えていた。

			


			[image: （ガレットの影に隠れるミラ）]

			


			「一応、言う事は聞きそうじゃな」

			　一目見ただけでは知性の欠片すら感じられないが、簡単な命令に従ったダークビーストを見上げながら、ミラはそう把握した。

			　コカトリスと黒騎士の戦いは、周囲の被害に比べ双方の損耗は少ない。コカトリスは自己再生能力を得て、更には硬度も大幅に増している。黒騎士もまた有限であるが再生し、回避能力も高い。だが平行線という事はなく、連携し数でも勝る黒騎士の方が優勢だ。戦い続ければ、いずれ打ち倒せるだろう。

			　だがやはり、今のペースだと日が暮れるのは確実であった。

			「どれ、次は実力を確認させてもらおうかのぅ」

			　ダークビーストにそう語りかけて戦場に目を向けたミラは、頃合をはかり黒騎士三体を下がらせた。

			　暴れ狂うコカトリスは、黒騎士が突如として距離を取ろうが気にした素振りもなく、ただただ盲目的に正面の敵に向かって突進する。

			　破壊のみに注力し、大木のような足で大地を揺らして駆けるコカトリスの巨体が黒騎士を捉えようとしたその時であった。鈍く重い金属音と、地の底で何かが破裂したような地鳴りが響いた。続けて、恨みがましいコカトリスの絶叫が轟く。

			　戦場に黒い怪物ダークビーストが割り込み、コカトリスの巨体を全身で受け止めたのだ。激昂するコカトリスが大きく首を振りかぶり噛み付くと、ダークビーストは咆哮をあげながら、耳元まで裂けた口で食い千切らんばかりに噛み付き返す。

			　苦しんでいるのか、コカトリスの竜のような尾が地面を幾度となく打つ。その度に雷のような音が響き大地が揺れた。

			（細かい指示を聞かぬな……。もしや、待機と攻撃の二択しかないのじゃろうか）

			　ダークナイトと同じように、ミラはいくつかの命令を出した。だがそれは悉ことごとく無視され、ただひたすらにダークビーストは闘争を続ける。いうなれば、今の状態は暴走のようなものである。

			「要、検証、じゃな」

			　ミラは、目の前の現状から目を逸らしながら、言い訳気味に呟いた。

			


			「これは……どういう状態なのだ？」

			「ぬ？　おお、レイナードか」

			　となりからかけられた声にミラが振り向くと、そこにはレイナードとヨアヒムがいた。二人は、目の前で繰り広げられている、防御など一切皆無の殺し合いを、若干引きつった顔で見上げている。

			「片方は、随分と様子が変わっていますが、コカトリスのようですね。しかし……」

			　ヨアヒムは冷静に分析しながらも、苦い顔で前方を見つめていた。

			　ダークビーストとコカトリスはどちらも一切引く事なく、組み合ったまま純粋な暴力をもって互いの身体を壊し合う。牙には牙を、爪には爪を、咆哮には咆哮を。互いの血で染まっても尚止まらず、それどころか怒り心頭に発すると戦いはますます激化の一途を辿っていく。

			「召喚したら、こうなったのじゃ」

			　もはやミラも、なんと言えばいいのか分からず、そう言って肩を竦すくめた。

			　三人がただ呆然と見つめるその光景。それをあえて言い表すとするならば、特撮映画の怪獣大決戦のような有様、であろう。もはや周囲の林から飛び立つ小鳥の姿も途絶え、近場に生息する小動物は全て退避を完了したといってもいいだろう状況だ。

			「ところで、ガレットの姿が見えぬようじゃが」

			　強引に話題を変えようとミラが訊く。

			「彼には、魔物の死骸の処理をお願いしてます。普段は私が焼くのですが、自分が処理しておくので早くミラ様の援護をと、彼がそう言いまして。確かに、コカトリスほどの大物となれば心配になるのも仕方のない事です。とはいえ、ミラ様に助太刀は必要ありませんでしたが」

			　ヨアヒムは大暴れする怪獣二体を遠い目で眺めながら答えた。すると、その戦場の向こう側に一筋の赤い光が立ち上る。

			（ガレットの奴、わしの心配などしておらぬな）

			　揺らめきながら爛らん々らんと輝く赤は火柱で、ミラは炎よりも輝く笑顔で砲塔を構えるガレットの姿をそこに幻視した。

			　暫くして処理が終わったのか、しょんぼりとしたように火柱が衰え消えていく。

			　するとその時、別の赤が空に吹き上がった。続けざまに、それまでの威嚇し合う咆哮とは違う切り裂くような声、絶叫が響き渡る。

			　それは、コカトリスの喉から発せれらたもので、宙に舞った赤はその血であった。見れば、コカトリスの片翼が根元から失われており、血はそこから噴き出している。

			「壮絶……だな」

			　レイナードは、思わずそう呟いた。凶暴さを増した魔獣コカトリスと渡り合うダークビーストを注視して、召喚術の底知れなさに、レイナードはミラへの認識を改めていく。

			　ダークビーストは、まるで吐き捨てるかのように銜くわえていた何かを放った。その口元には夥しい量の血が滴っている。地面に落ちた何かは、千切られたコカトリスの翼であった。無残なほどボロボロになった翼が、それだけで激戦を物語っている。

			　だがコカトリスはそれでも止まらない。瞳からは闘志と、それに狂気も失われてはいなかった。ダークビーストの追撃を残った翼で払いのけるコカトリス。その時、振り抜いた翼に引っ張られるようにその巨体がぐらりと揺れた。余りの巨体ゆえに、片翼を失い左右のバランスを欠いた状態では、爆発的膂りょ力りょくから繰り出される自らの動きを制御しきれなかったのだ。

			　それをダークビーストは見逃さない。コカトリスの巨体が傾くとほぼ同時に、ダークビーストは四本の足をしかと大地に突き立て、咆哮するかのように口を裂けんばかりに開く。するとその喉奥から、ちらちらと刺々しい光が漏れ出した。

			「この魔力は……」

			　ヨアヒムは、ダークビーストの口に収束していく膨大な魔力を感知し目を見張る。

			　直後、狙いが定まる寸前、身体を反転させたコカトリスは、大きく振り回すようにして太く硬い鱗に覆われた尾を相手の横顔に叩き付けた。

			　重鈍な衝撃音が響き、ダークビーストの身体が大きく揺らぐ。だが、それだけでは止まらない。ダークビーストは衝撃を受けるとほぼ同時に、その口から光線を解き放ったのだ。

			　眩い閃光に触れた空気が激しく震え、それと同時に轟音を響かせる。しかし、それがコカトリスに直撃する事はなかった。コカトリスの尾は強引にダークビーストの顔を逸らし、射線軸から免れたのだ。狙いを大きく外れた光線は、這うように大地を抉り林を裂いていく。更に穿たれた溝からは、とどめとばかりに爆炎が吹き上がった。

			　目の前で繰り広げられた光景は、まるで終末戦争の一幕のようで、聳そびえ立つ城壁の如く轟々と粉ふん塵じんが舞う様子にレイナードとヨアヒムだけでなく、ミラもまた遠い目をして立ち尽くす。

			　そんな三人の事などお構いなしに戦闘は継続している。まるで空間を奪い合うように、怒号に似た咆哮が周囲に満ちる。すると唐突に、片方の音圧が消失した。

			　消えたのは、コカトリスの声であった。巨大な魔獣の体躯が、激しい音と共に大地に倒れた。見れば、左の膝から下が綺麗に焼け落ちている。逸れたように見えた光線だったが、僅かにコカトリスの足を掠かすめていたのだ。

			「勝負ありのようだな」

			　地に横たわっても尚、瞳をぎらつかせるコカトリスであるが、片翼と片足を失った状態で、それまで同等の戦いを繰り広げていた相手を前に勝機があるはずもない。レイナードはそれを見てどこか安堵した表情を浮かべた。

			　あとは悠然と佇むダークビーストが、のた打ち回るコカトリスにその爪を振り下ろすか、牙を突き立てるかすれば決着である。

			　だが次の瞬間、三人の背筋が凍りついた。ダークビーストが四本足で踏ん張り、口を大きく開いたからだ。

			「この魔力、また先程のを放つつもりですか!?」

			　先程の惨状を一瞥してから、ヨアヒムが慌てたように問いかけると、ミラは咄とっ嗟さに顔を背けて口ごもる。何度か試してはいるが、やはりダークビーストはミラの詳細な指示を受け付けないのだ。つまり、今の行動も完全に独断で行われているという事である。

			「おい……さっきのよりも酷い事になりそうだぞ」

			　レイナードのその言葉でダークビーストに再び視線を向けると、今回はゆとりがあるからだろうか、収束していく魔力は前回の光線を凌りょう駕がし、まだまだ増幅していく。それと比例するように、口内から漏れ出す光が鋭い刃の如く輝き始めた。それはまるで太陽を銜え込んでいるかのようで、今にも爆発してしまいそうな危うさがある。

			　一度目の光線は、ダークビーストが今の体勢を取って二、三秒程度で発射されたものである。しかし今は既に十秒程度は経過している。これだけ魔力を溜めれば、どれだけの威力になってしまうのだろうか。

			　辺り一帯が焦土と化しているイメージが、瞬時にミラの脳裏によぎる。それは大袈裟ではなく、ヨアヒムもまた収束していく魔力量から似たような光景を描いていた。

			　次の瞬間、ダークビーストの足元に大きな魔法陣が現れた。それは召喚した時と同じような毒々しい輝きを放っていたが、今度は逆に黒い獣を引きずり込んでいく。ミラが咄嗟に召喚を解除し、送還したのだ。

			　ダークビーストを飲み込むかのように脈動する魔法陣は、まるで地獄の門のようであり、三人は息を呑んでその光景を見守った。

			　ダークビーストは、闘志を宿した瞳をコカトリスに向けたまま、送還されていく。身体の全てが送還陣に沈み、残りは顔だけとなった時、途端にその口内の輝きが増した。

			「ミラ様！」

			「うむ！」

			　言うが早いか、ミラは待機していた黒騎士に指示を出す。

			　疾風のように駆け抜ける黒騎士は命令通り、ダークビーストの顎を打ち上げた。それと同時に、鮮烈な輝きを纏う閃光が天に迸ほとばしる。

			　凝縮された魔力は上空まで突き抜けると、やがて霧散し光の粒子となって辺り一帯に降り注ぐ。その頃にはもう、元凶となったダークビーストは跡形もなく送還が完了していた。

			　ようやく一安心したところで、唸り声をあげ傷口の塞がった足で無理矢理に起き上がったコカトリスの姿が三人の目に入った。狂ったように咆哮するコカトリスは、片翼と片足を失いながらも圧倒的な狂気を見せ付ける。

			「手負いとはいえ、油断は禁物ですよ」

			「分かっている」

			　その迫力に、レイナードとヨアヒムは気を引き締め直して構え、向かい立つ。

			「下がっておれ。こやつの相手は、わしが引き受けたのじゃからな」

			　ミラは二人を手で制しながら、コカトリスに視線を向けた。すると唐突に、二十体近い黒騎士が出現し、瞬く間にその周囲を取り囲む。

			「むっ！」

			「これはまた……」

			　突然現れた黒騎士の集団に、レイナードとヨアヒムは驚愕の表情を見せる。軍に配属されている召喚術士どころか、エルダー代行のクレオスですら、一瞬でこれだけの黒騎士を同時に召喚する事は不可能なのだ。

			　賢者の弟子という肩書きが、どういった意味を持つのか。その底知れなさに二人が言葉を失っている間に、事は決着した。

			　傷だらけでも膂力に勝るコカトリスだが、それを上回る数の暴力に膝を屈し再び地に倒れる。するともうコカトリスに抗あらがう術はなく、群がる黒騎士によって再生力では補いきれない斬撃と刺突を全身に浴びる。コカトリスの身体の所々から血が噴き出し、大地を瞬く間に赤黒く染めていく。

			　一見すると蠢く黒い小山のように見えるそれは、もはや集団私刑とでもいった様相を呈していた。

			　ダークビーストの置き土産である光の雨は、余程の魔力が凝縮されていたのだろうか未だ降り続いている。振り返れば、極彩色溢れる花畑に煌きらめく光の粒が舞い、風がそっと撫でればまるで天使が微笑んでいるかのように、きらきらとささめく。

			　天国と地獄に挟まれたような場所で、レイナードとヨアヒムは、そっと天国側に顔を向けた。
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			　魔獣コカトリスは無事に、黒騎士の集団によって討伐された。後始末を引き受けたヨアヒムが魔術でコカトリスとレッサーデーモンの死骸を焼いている時、あからさまに残念そうな表情をしたガレットが合流する。まだ、撃ち足りないようだ。

			　そうこうして任務を終えた一行は、何事もなかったと朗らかに笑いながら帰路に就いた。

			


			　時刻は、夕方だろうか。ミラは報告がてらアルカイト城の執務室で、遅めのおやつをつつきながら寛いでいた。ソロモンはといえば、ヨアヒムが帰り道で書き上げた報告書に目を通し、ミラの主観による報告にも耳を傾けては相槌を打っている。

			「レッサーデーモンがコカトリスを呪うか。確かにこの三十年の間で、そんな話は聞いた事がないねぇ。そもそもレッサーデーモンの出現自体が、十年振りなくらいだし」

			「そうじゃったか。いったい、なんだったのじゃろうな。そのまま霧散するかと思うておったら、まさかの展開じゃった」

			「それは、ご苦労様」

			　昔と今、そこには大きな違いが無数に存在している。ミラにしては初めてでも、この世界では周知の事実という事もありえるのだ。だが、怨念体が生物を呪うというのは、ソロモンも初めて聞く出来事であった。

			「レッサーデーモンか。どこから出てきたんだろうね」

			　読み終えた報告書を机に置くと、ソロモンは思案げに呟いた。

			「どこからじゃろうな。あれが関わるとろくな事がないからのぅ」

			「そうなんだよねぇ。とにかく、おかしな事になる前に出所だけでも突き止めとかないと」

			「ふーむ、出所か」

			　ソロモンは溜息をつきながら椅子に深く座り直すと、ミラもまたソファーに深く背を預け考え込むように唸る。レッサーデーモンはゲーム時代、一部のクエストにしか姿を現さない存在であった。その関連クエストは大抵バッドエンドになったものだ。

			　ミラは、かつての出来事を思い返しながらもおやつのクッキーを頬張る。

			　口いっぱいのクッキーを紅茶で流し込んだ時、ある人物の姿が脳裏に浮かぶ。

			「そうじゃ、あの者はなんという名じゃったかのぅ……」

			「ん、誰の事だい？」

			　思い出したはいいが肝心の名前が出てこず、ミラは眉根を寄せて言葉尻をすぼめていく。相変わらず名前覚えの悪いミラに、ソロモンは少し懐かしい思いを抱きながら聞き返した。

			「ほれ、大量の聖水を抱えてレッサーデーモンを追いかけ回しておった、ＮＰＣの悪魔学者がおったじゃろう」

			「ああー、ハワードか」

			「そうじゃ、それじゃ！」

			　ソロモンが即座に忘れていた名前を出すと、ミラは半分齧かじったクッキーを持ったままソロモンに指先を向けて、正解だといわんばかりに頷いた。

			「んー、確かもう亡くなってるんじゃなかったかな。初登場時から既に随分な歳だったしね」

			　悪魔に関する研究をしていたハワード。彼は聖水で薬茶を淹いれては皆に振る舞うような、飄ひょう々ひょうとした高齢の男であった。

			「そうじゃったのか。何かしら知っておるかと思ったんじゃがのぅ」

			　ミラは、その事実に勢いを削がれながらもクッキーを口に運ぶ手は止めない。すると再び妙案を思いついた。

			「亡くなったというなら、あれじゃな。確か故人と話せる鏡があったじゃろう」

			「ああ、暗あん丞じょうの鏡だね。でもあれは、何かしら生前に強い繋がりがあるか、念のこもった遺品がないと話せなかったよね」

			「うーむ、そうじゃったな」

			　クエスト程度の繋がりでは強いとはいえず、遺品があるはずもない。ミラは不ふ貞て腐くされ気味に紅茶を啜すすりながら、ぼんやりと視線を彷徨さまよわせた。

			「そういえば、鏡が呪われていたなんてクエストもあったよね」

			「あったのぅ。確か、その途中でハワードと出会ったのじゃったな」

			「そうそう、いきなり聖水をかけられてね」

			　暗丞の鏡をキーワードに、かつての懐かしい時代を思い出したソロモン。そうして二人は暫く、思い出話に花を咲かせるのだった。

			


			「あ、そうだ」

			　ふとソロモンが何かを思いついたように声を上げると「どうしたのじゃ」とミラが返事をする。

			「ルミナリアの乱入で中断になってたよね、君達の残りを探す事について」

			「そういえば、そんな話しておったのぅ」

			　誰をどうやって探すか。先日、その事について話し合おうとした矢先に、ルミナリアが執務室にやってきたのだ。ミラもその事を思い出すと、ティーポットから紅茶を注いで、靴を脱ぎソファーに足を伸ばし長期戦の構えを取った。

			「して、探すのは良いが、どこにおるか分かっとるのか？　手掛かりでもなければ、あやつ等は捕まらんじゃろう」

			　ミラの言うとおり、九賢者は変わり者ばかりの集まりである。おそらく気の向くままにフラフラとしているのであろう。どこにいるかなど、それこそ本人でなければ分かりようもない。

			　探すといっても、そんな放浪者をどう探せばいいのか。ティーカップを傾けるミラは、現実となったこの世界をまだ把握しきれていないからと自分に言い訳して、ソロモンに丸投げの姿勢だ。

			「暗丞の鏡だよ。それでこの話の事を思い出したんだ。鏡がどこにあったか覚えているかい？　一人だけ予想つきやすいのがいるよね」

			　言われて考え始めるミラ。故人を映す暗丞の鏡は、どこかの神殿の地下にあったはずだとまで思い出して、そこで一人の人物が脳裏をよぎった。

			「そうか、ソウルハウルじゃな」

			「うん、正解」

			『巨壁のソウルハウル』死霊術の塔のエルダーで、病的なまでの不死っ娘愛好家だ。

			　プレイヤーの間で地下墓地と呼ばれるダンジョン『古代神殿ネブラポリス』の深くに暗丞の鏡はある。かつてそこを皆で冒険していた頃、ソウルハウルがパラダイスだと称した事があった。数多くの不死系の魔物が集まるそのダンジョンは、正に彼にとっての聖地だろう。

			　オンライン状態だが塔にはいない。ならばソウルハウルのいそうな場所として、調べる価値は十分にある。

			「それで折角だからさ、探しに行くついでに、ダメ元でいいからハワードと話せないか試してみてよ」

			「ふむ、ならば聖水を大量に持っていってみようかのぅ」

			「いいね、ある意味彼の代名詞だからね」

			　そう言って笑い合う二人。そこには常人には理解出来ない、プレイヤー共通の笑いのポイントがあったようだ。

			「しかし地下墓地となると、少し遠いのぅ。飛び島が使えれば良かったのじゃが」

			「そこら辺は君なら……いや、こっちでバックアップするよ。といっても一応極秘任務だがら、千里馬車や住両馬車とかは出せないけど」

			　ソロモンは何かを言いかけて止めると、援助は惜しまないと続ける。自分で気付き驚く楽しみ。ソロモンの胸中には、自分が三十年生きてきた世界をミラに満喫して欲しいとの願いがあった。

			「千里馬車？　住両馬車？　なんじゃそれは」

			「ああ、千里馬車は君が塔から乗ってきた馬車だよ。中々速かったでしょう。術式装具で馬の負担を徹底的に減らしているからね。うちの国で最速の馬車なんだ」

			　得意げにそう言ったソロモンは、胸を反らしにこやかに笑顔を浮かべる。

			「確かに速かったのぅ。飛び島ほどではないが」

			「あんなチートアイテムの事は忘れた方がいいよ。今だから分かるけど、あれは反則だった」

			　ソロモンがチートというだけあって、浮遊大陸の移動速度は航空機に匹敵する。

			　魔導工学の結晶であるアーマードジープですらその足元にも及ばない。それですら、魔封石を湯水のように使うという燃費の悪さである。ゆえに、世界ではまだ馬車が主流の移動手段として利用されている。

			「住両馬車の方は速度では千里に劣るけど、馬車内の居住空間に力を入れた一品なんだ。簡単に言うとキャンピングカーの馬車バージョンかな」

			「ほう、それはいいのぅ」

			　ミラは、緩やかに走る馬車の中でベッドに寝転がりアップルオレを呷あおりながら、長閑のどかに流れる景色を眺めている自分を思い描きつつ紅茶を啜る。

			「是非、住両馬車に乗ってみたいものじゃな」

			「まあいつか乗せてあげるよ」

			「なんじゃ、ケチじゃのぅ。地下墓地まで送ってってくれてもいいじゃろうに」

			「そうしてあげたいのは山々だけど、さっき言ったとおり極秘任務だからね。千里馬車や住両馬車は、特別製なんだ。国家に関わる事とか、王族の送迎とか、そんな風に使うものだから。多分、行く先々ですごい目立つ事になるよ」

			「……それは勘弁じゃな」

			「でしょ。まあ普通な感じの馬車を用意しておくよ」

			「うむ、分かった」

			　ミラは頷いて答えると、クッキーを口に放り込む。

			　だが次の瞬間、執務室の扉が勢い良く開き、それに驚いたミラは激しくむせ返った。

			「任務、完了！」

			　一声と共に姿を現したのは、燃え盛るような赤髪を靡なびかせポーズを決めるルミナリアだ。ミラはその姿を忌々しげに睨みながら、紅茶を呷る。

			「ご苦労様」

			　ソロモンは、片手を上げて労いの言葉をかけると、机の上の地図にちらりと視線を落とし、魔物の群れが現れた残りの四箇所を再確認する。そこからの完了報告はまだなく、今も戦闘継続中である。だがそれに問題はない。むしろ、ミラとルミナリアが早すぎるだけである。

			「お、もう帰ってたのか。オレが一番だと思ったのにな」

			　ルミナリアは扉を閉めると、涙目で紅茶を注いでいるミラの姿を目にして声を上げる。

			「惜しかったね。あと一時間くらい早ければ勝ちだったよ」

			「一時間かー。完全に足の差が出たなー」

			　慣れたように執務机の端に腰をかけるルミナリアに、いうほど残念そうな様子はみられない。

			「またアーマードジープに乗ったんだよな。どうだった？」

			　ルミナリアは明らかな訳知り顔で、そう訊いた。ミラは紅茶を飲み干してからその顔を憎たらしそうに見据える。

			「どうもこうも、シートベルトがないのは明らかな欠陥じゃろう。それとガレットは教習を受けた方が良いな」

			　ミラはソロモンにも視線を投げかけて冗談半分に、だがもちろん半分は本気で言った。

			「だよな？　ほらみろ。やっぱり付けるべきだろ」

			「うーん、分かったよ。考慮してみるよ」

			　ソロモンは渋々といった表情で頷くと、執務机の引き出しから、迷彩柄のヘルメットを取り出した。

			「戦車帽も味があると思うんだけどなぁ」

			　そう呟きながら戦車帽を被るソロモンは、不ふ貞て腐くされながらも、どこか誇らしげであった。

			


			「ところで、その件についてなんだけど」

			　そう前置きして、ソロモンは机の上から一枚の紙を取り出し立ち上がると、まるで親におねだりをする子供のようにミラに擦り寄った。

			「よりよいアーマードジープ運用のためと、アコードキャノンの実験分も含めて精錬石と魔封石を相当数作って欲しいんだ。素材の方は揃ってるよ！」

			　そう言って差し出された紙には、種類や必要数が細かく書かれていた。魔導工学は国益の他、自身の趣味にも関係しているためか、ソロモンの表情は生き生きとしている。

			「ふむ。結構多いのぅ。して魔封石のランクはどのくらいじゃ？」

			　ミラが受け取った紙を一いち瞥べつしてからそう言うと、ソロモンは更に笑顔を輝かせた。

			「出来れば高い方がいいけど、まずは量かな。ああ、でも五個くらいは三等級のがあるといいなぁ」

			　魔封石のランクというのは、その石に込められた力の度合いを表すものだ。一がもっとも高く、七がもっとも低い。素材によって限界があるため、一等級の魔封石は、その土台となるものもかなり希少だ。

			「まあ構わん。だが、それならば塔に戻った方が早いかも知れんのぅ。精錬石程度ならば倉庫に腐るほど置いてあるはずじゃし、精錬水晶と精錬魔晶、魔封石もそこそこのが揃っておるはずじゃ」

			「流石だね。君がもっと早く来てくれていれば、もう10式も形になっていたかも」

			　魔封石の生産量が、魔導工学の進歩と密接に関わっている。ソロモンの言う事は大袈裟ではなく、精錬技術の開発者が倉庫に溜め込んでいた精錬品があれば、今よりも一段階、二段階は当然進んでいた事だろう。

			「必要なら、マリアナあたりに言えば良かったじゃろう。わしがいなくてもマリアナは入れるしのぅ、アイテム整理も任せっきりじゃったからな」

			　塔の私室にある倉庫を利用するには、当然私室に入らなければいけないのだが、そこに入れるのは、その塔のエルダーと補佐官のみとなっている。

			「いや……それがね。一度あるんだよね、倉庫に精錬石と魔封石はないかって聞いた事が。あればいくつか貰えないかってさ」

			　ソロモンは苦笑しながら言うと、くるりと身体を返してソファーに腰かけた。

			「そうじゃったか。なんじゃ、もしや使い切ってしまったのか？」

			「あー……それがね。まったく聞いてくれなかったんだ。君のものは、たとえ僕相手だろうと勝手に渡せないって。君は絶対に戻ってくるから、戻ってきた時に不都合がないように、ここを守るのが使命だってさ。……泣きながら言われちゃ、もう無理に命令する訳にもいかないしねぇ」

			「そうそう。オレも一緒にいたんだけど、あの頑なさは死んでも守りきるつもりだろうな」

			「そうじゃったか……」

			　二人の言葉を聞いたミラは、長い間自分を待ち続けていたマリアナの事を改めて想う。

			（せめて、マリアナには話しておくべきかのぅ）

			　寂しそうに俯いている、サファイアのように綺麗な髪の少女が脳裏に浮かぶ。その顔を上げられるのは多分、自分自身。女の子を泣かせたままにするのは、自分の目指す理想の男に程遠い。そう思い至ったミラは、次に会う時には、自分がダンブルフであることを打ち明けようと決意する。自分の事など度外視して一時の恥よりも大切な事なのだと心に刻んだ。

			「まあそういう訳。倉庫にある分は、君の判断に任せるよ。とりあえず今は、さっき言った分だけで充分だから。あとで、精錬室に案内するね」

			「ふむ。ならば寝る前にでも作っておくとしよう」

			「そのセリフ、ここの精錬技師に聞かせたら卒倒しそうだな」

			　机の上に腰かけるルミナリアは、両手で身体を支えるようにして上体を反らして、さも楽しそうな笑顔で言う。城にいる精錬技師は日夜、作業に追われている。そんな者達がミラの精錬速度を見てしまったら、再起不能に陥る恐れがありそうだ。

			「……材料と精錬台を寝室に運ばせておくよ」

			　ソロモンはその情景を思い浮かべると、一人でこっそり精錬して欲しいと伝える。ミラは「構わん」と答えながらティーカップをテーブルに置いた。

			「しかし、あれじゃな。なんだったら自給出来た方がいいじゃろう？」

			「まあ、そう出来るのが一番かもしれないけどね。中々技術向上に手間取ってるみたいで、今の生産ペースでもギリギリなんだ。何かいい方法でもあるかい？」

			　ソロモンは、どこか期待に満ちた目をミラに向ける。

			「まあ努力次第じゃがな。紙とペンはあるか？」

			「うん、えっと。はいこれ」

			　ソロモンは、机の上から万年筆と、机の棚から羊皮紙を一枚取り出しミラに渡した。

			「ちょっと待っておれよ」

			　それらを受け取り、テーブルに広げると、ミラは羊皮紙に記号や文字を書き込んでいく。

			「まあ、こんなものじゃろう。あとで、これを精錬技師とやらに見せてやってくれ」

			「ふーむ。なんじゃこりゃ。オレにはまったく理解出来ん」

			　ミラから羊皮紙をひったくると、ルミナリアはそこに描かれた図形と記号相手に顔をしかめた。そして早々に白旗を掲げると、ソロモンに羊皮紙を押し付ける。

			「これは……うーん。精錬関係だって事は分かるけど。これを見せればいいんだね。了解したよ」

			「うむ、頼んだぞ」

			　ミラが羊皮紙に書き上げた図形と記号は、前々から考案して研究していた新しい精錬台の構図だ。細かいところは省略して欄外に特記事項として走り書きがしてある。

			　後々、これが魔導工学の躍進に一役買うものになるとは、まだ誰も想像してはいなかった。

			「さって、それじゃあ捜索の件だけど。馬車の方はもう手配しといたから、明日の早朝には地下墓地に向けて出発出来るよ」

			　ソロモンは言いながら、戦車帽を脱いで大事そうに引き出しに戻す。

			「なんとも早いのぅ。もう数日くらいゆっくりしたいところじゃが」

			　ミラは、うんと伸びをして、全身を使い疲れていると主張する。

			「そう？　ならもう少しここに留まるかい？　君の事を考えて早めに用意したんだけど」

			「わしのためじゃと？」

			　いぶかしむようにソロモンに視線を投げかけるミラ。早く行く事が自分にとってなんの得になるのか見当がつかなかった。

			「うん。君が暫くここにいてくれるなら、それはそれでうちの侍女が喜ぶだろうけど、君としては余り嬉しくないだろうと思ってね」

			「なんじゃそれは。どういう事じゃ」

			「侍女長から聞いたんだけどね。君の着ていたローブを見てインスピレーションが湧いたとかで、侍女総動員で君の服を作っているみたいだよ」

			　ソロモンがとても愉快そうに笑顔を浮かべると、ルミナリアもまたにやにやしながら「良かったな」と笑う。

			「明日、夜明けと共に出発しよう」

			「ふふふ。分かった。そう伝えておくよ」

			　なんちゃって魔法少女風の衣装から受けたインスピレーションで作られた服など、まともなものになるはずがない。ミラは早々に逃げ出す事を決意する。

			「物好きな奴らじゃ……」

			　ミラは心底呆れたように言ってから、すくっと立ち上がった。

			「便所はどこじゃ？」

			「その扉の先にあるよ」

			　ミラが訊くと、ソロモンは執務室の隅にある小さな扉を指し示す。

			「ちと借りる」

			　その一言と共に、ミラはそそくさとその扉を開けて先の部屋に入っていく。テーブルの上には空になったティーポットと、クッキーが数枚残っていた。

			


			「王ともなると、便所だけで家賃十万はしそうじゃな」

			　少しして、ミラは清々しく、だが非常に庶民的な言葉を口にしながらお手洗いから戻った。するとそこを、爽やかな笑顔で待ち構えていたルミナリアに即捕獲される。

			「なら次は、百万はしそうな風呂に行こうか」

			　そうして小脇に抱えられたまま、ミラは大浴場に連行されていった。

			


			　風呂からあがったミラは、ソロモン、ルミナリアと共に夕飯を済ます。その後は場所を執務室に移し親友同士の他愛のない会話で、随分と長い時間盛り上がった。

			　そんな中、ソロモンのミリタリー談義がちらちらと顔を覗かせ始めたあたりで、ミラがふわりと欠伸をする。

			「お、もうこんな時間か」

			　眠たげなミラの様子にルミナリアが時刻を確認すると、もうじき日付が変わるあたりであった。

			「早いものじゃな」

			　ミラもまた同じように確認すると、飲みかけのアップルオレを呷ってから大きく伸びをする。

			「じゃあお開きにしようか。続きはまた今度って事で」

			「あー、うむ、そうじゃな」

			　ミリタリー談義の続きとなれば退屈この上ないが、日を置けば忘れるだろうと、ミラは適当に頷いた。

			「寝室は昨日と同じだけど、場所は覚えているかい？」

			「うむ、大丈夫じゃ」

			　ミラはアップルオレのビンをこっそりソファーに残したまま立ち上がり、扉に向けて歩き出す。

			「では、お先にのぅ」

			「はーい、おやすみ」

			「明日早いなら、今夜の営みは程々にしてしっかり寝ておけよ」

			「お主と一緒にするでない。おやすみ」

			　微笑を浮かべるソロモンといつものにやけた表情のルミナリアに視線を送ると、ミラは就寝の挨拶と共に執務室をあとにした。
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			　日が昇り、僅かに城下が賑わい始める頃。

			　半分目を覚ましたミラは、覚醒しきっていない頭のままふらふらとトイレへ向かい用を済ます。そして、そのままベッドに戻り倒れ込むと、同時に何かが跳ねてミラの手に被さった。

			「なんじゃこれは……」

			　手に触れた物を掴み払いのけようとしたミラは、薄く開いた瞳で、ぴょこんと飛び出たウサギの耳を認識して飛び起きた。同時に、足元に落ちていた一枚の紙が目に留まる。

			『寝巻きを用意しました。是非お召し下さい。侍女一同より』

			　感じた事のない戦慄がミラを襲う。

			　今のミラは、下着姿である。その原因がこれだ。ウサギの着ぐるみのようなパジャマが、この書き置きと共に用意されていたのだ。当然の如く、ミラは見て見ぬ振りをした。

			　昨日ソロモンに聞かされた、侍女達が夢中になってミラの衣装を作成中であるという言葉が脳裏をよぎる。これは、その第一弾だったのだ。無駄に仕事が早すぎる侍女達の本気が垣間見える出来栄えといえるだろう。

			　ミラは大慌てでメニューを呼び出し現在時刻を確認する。そこには、朝の八時四十五分と表示されていた。

			　完全に出遅れたといってもいい時間だ。

			　嫌な想像しか浮かばないミラの脳内は、警報を発しながら次の一手を模索し始める。しかし、それは寝室の扉をノックする音が小さく響いた事により強制終了した。

			「ミラ様、おはようございます。お召し物をお持ち致しました」

			　少し弾んだ女性の声が扉の向こう側からかけられる。それはもはや逃れようのない運命をミラに幻視させた。

			（間違いなく持ってきておる！）

			　ミラは慌てて室内を見回すが、代わりに着られるものはウサギパジャマと、風呂上がりに着せられた可愛らしいワンピースくらいしかない。打開策を必死で求めるミラだったが、そこへ時間切れの合図が届く。

			「返事がありませんね。まだ起きていないのでしょうか。朝食が冷めてしまいますので、これは私が直々に起こして差し上げないといけません。ええ、いけません」

			　棒読みの演技を挟んでから、寝室の扉が開く。

			　そこで侍女が真っ先に目にしたのは、ミラの小さなお尻だった。

			　軽くパニック状態に陥ったミラは、何を考えたのがベッドに頭を突っ込んだ。それだけだった。頭隠して尻隠さず、それを自らの身で示していたのだ。

			「ミーラーさーま。おはようございます」

			　小走りに駆け寄った侍女は、上質な羽毛の布団をそっと捲り上げ、苦笑を浮かべるミラに笑顔で再び挨拶を告げる。

			「う……うむ。おはよう」

			「ミラ様付きの侍女としてお世話させて頂く事となりました、リリィと申します。今後ともよろしくお願いしますね」

			「そ……そうか」

			　ミラは余りにも馬鹿げた自分の行動を恥じながら、侍女リリィの手にした、なんちゃってではない魔法少女風衣装に心底頭を抱え苦悶するのだった。

			　白と黒を基調とし、生地の量は抑え目にしたゴスロリチックなその衣装。白いノースリーブと短めの黒のフレアスカートを合わせたワンピースに、ローブの前を開いた形状のコートを羽織り完成となる。ミラの意思はほぼ尊重されず、とてもとても可愛らしく着飾らされた魔法少女ミラ。フリルとリボンがより一層際立っていた。

			　唯一聞き届けてもらえたのは、レース付きの下着ではなく、今穿いているような無地のもので勘弁して欲しいという事だけだ。

			


			　着替えが終わったあと、ミラは城内にある唯一の男子禁制の領域、侍女区画の一部屋に強制連行され無数の侍女に囲まれていた。

			「はい、ミラ様。ばんざいして下さい」

			　メジャーを手にしたリリィに言われ両手を挙げるミラ。その目は既に正気を失い、言われるがままに従う傀く儡ぐつと化している。

			　現在は胸のサイズを測られている最中だ。パンツはまだ融通は利くが、ブラの方はしっかりとサイズに合ったものを選ばないと後々問題が起こる。そのようにリリィに力説されて「もう好きにせい……」とミラは諦めの言葉を呟き今に至る。

			　とはいえ実際にミラ自身も激しい運動をしていなかった分まだ表面化していなかったが、ローブが擦れる感触を何度も感じていた。リリィの他、侍女達からは、それが続けば少し触れるだけでも激しく痛むと半ば脅迫じみて言われたが、今ではもうどうでもいい事だ。

			「とても良い形をしていますね。羨ましい……」

			「そうか……」

			　大まかに測り終わったリリィはミラの後ろに回り、その二つの膨らみを両手で優しく包み込み的確にサイズを計測する。

			（この拷問はいつまで続くのじゃろう……）

			　心ここにあらずなミラの意思に反して、胸のサイズを細部まで把握したリリィが指示を飛ばすと、すぐさま他の侍女がサイズピッタリのブラを持ってくる。

			「どうですかミラ様。痛かったり息苦しくはありませんか？」

			「うーむ。どうにも落ち着かんのぅ」

			「それは大丈夫です。初めは皆、そのようなものなんですよ」

			　優しく整え着付けられると、僅かな圧迫感と共に自身の姿にミラは盛大に溜息をついた。

			　衣服に無頓着な大事な客人を、誠心誠意もてなす侍女達。本人達は嬉々として楽しんでいるだけのように見えるが、そこはやはりプロ、手際といい作業の連携といい申し分なかった。

			　侍女達は胸だけではなくミラの全身の寸法を瞬く間に測り終えると、今回着せた目測による服よりも完璧なコスチュ……服を仕上げられると息巻く。次に城を訪れる時こそが本番だという事に、ミラはまだ気付いていない。

			


			　侍女達に見送られると、ミラはリリィに案内されて食堂で朝食を摂った。パンにスープ、サラダとフルーツジュース等、軽めながらもバランスの良い食事に人心地がつく。

			　食堂の一角で、幸せそうにフルーツジュースをちびちびと啜すする魔法少女。優しそうに見守る食堂のおばちゃんと、笑み崩れているリリィ。想像以上に似合っている服装は自然と周囲の視線を集めていた。

			　ミラはフルーツジュースを飲み終えると、ようやく顔を上げて自身に集中する視線に気付く。

			（なんじゃ……これは見られておるのか？）

			　警戒感を露わにするミラだったが、うろたえ辺りをきょろきょろと見回す様は、女性達の庇護欲を煽るだけであった。事実、ミラの小動物のような挙動にリリィが身悶えている。

			　とはいえ人目に慣れていないミラにしてみれば、ただの悪目立ちでしかない。居心地の悪さを感じたミラは勢い良く立ち上がり、振り返らずに食堂を飛び出した。

			


			　食堂を出たあとリリィに宥なだめられ、執務室へと案内される。

			「ソロモン様、ミラ様をお連れしました」

			　リリィが扉をノックして声をかける。

			「うむ、入れ」

			「失礼します」

			　ソロモンの返事のあと、リリィは静かに扉を開き一礼。ミラが執務室に入ると、そっと扉を閉めて外で待機する。

			「やあ、おはよう」

			「うむ、おはよう」

			　ミラは挨拶を返し、心底疲れた様子でソファーに転がる。少女の衣装を目にしたソロモンは、口元を手で覆いながら肩を震わせた。ミラはそんな少年をじろりと睨にらみつける。

			「良く眠れたかい？」

			「うむ。侍女どもから逃げる間もない程にな」

			　不ふ貞て腐くされ気味にミラが返すと、ソロモンは完全に笑みを零す。

			「似合ってるよ。流石は、うちの城の侍女達だね」

			「普通のローブならば、なんの問題もなかったのじゃがな」

			　ミラはスカートの裾を持ち、ひらひらとさせながら苦笑する。実際、一日二日で仕上げたとは思えない出来栄えだ。

			「それはそうと、夜のうちに頼んだものを作っておいてくれたようだね」

			「うむ。ああ、そういえば部屋に置きっぱなしじゃったな」

			　言われて思い出すミラ。昨日の夜に寝室に戻ったミラは、そこに既に用意されていた精錬素材と台を使い手早く頼まれ事を済ませていたのだ。

			「君が部屋を出たあとに侍女が届けてくれたよ。これで暫くは有意義な実験が出来る。ありがと」

			「この程度構わん」

			　ミラは当然だといわんばかりに答えると、どうにも慣れない胸部の感覚を気にしながらソファーの背もたれに身体を預ける。

			「ああそうだ。忘れないうちに、これを渡しとくよ」

			　言いながら袋を投げ渡すソロモン。袋からは、じゃらりと小さな金属音がした。

			「ふむ、なんじゃこれは」

			　ミラは受け取った袋を振って鳴らしながら問いかける。

			「お金だよお金。今後の軍資金さ」

			「なんじゃそういう事か。しかし金なぞもろうても、困らぬ程にはあるからのぅ」

			「あ、そうなんだ。塔の倉庫にでも貯金してたの？」

			「何を言うておる。手持ちに……」

			　そう言いミラは金を取り出そうとするが、そこで停止する。ゲームの時の感覚で百リフほど出そうとしたが出てこないのだ。ちなみにリフとは、この世界の通貨の単位である。

			「あ、気付いちゃった？　もしかして今、気付いちゃった？」

			　ソロモンがいたずらっぽく笑みを浮かべる。

			　慌ててステータス欄を開き所持金を確認しようとするが、本来そこにあったはずの所持金を表す数字が完全に抜け落ちていた。ミラの脳内に戦慄が走る。

			「わしの金はどこにいったのじゃ……」

			「浮遊大陸と同じだよ。電子世界の波に飲まれて消えたんじゃないかな。大多数の見解によると、お金はアイテムとは違うからアイテムボックスには入らない。つまり別枠だね。今までは、ゲームのシステムで管理されていたけどゲームじゃなくなった今、そのシステムは働かない。つまり、そういう事らしいよ」

			「なんて事じゃ……わしの二億……」

			　ソロモンの説明を半分ほど聞き流しながら、ミラはソファーに倒れ込んだ。

			「結構貯めてたんだね……まあ僕も当時は同じ思いだったよ……」

			　浮遊大陸の件で再び心を抉えぐられた二人は、暫く語らず天を仰ぐのだった。

			


			「そういう訳で、お金は実物を持ち歩かないと使えないから、まあ昨日の報酬代わりにでもと思ってそれを渡したんだ。とりあえず十万リフ入れておいたから、上手くやり繰りしてよ。そういうの得意でしょ」

			　ミラの受け取った袋には、いくつかの貨幣が入っている。金貨が一枚、ミスリル貨が三枚、銀貨が三枚、コバルト貨が四枚、銅貨が十枚だ。それぞれ、金貨が五万、ミスリル貨が一万、銀貨が五千、コバルト貨が千、銅貨が百リフとなっている。

			「十万……十万か……」

			「ほらもう、忘れて忘れて。君ならすぐに稼げるさ。僕ももう忘れたから。忘れたから……」

			　ゲームのシステム上、金銭は奪う事は出来ないのと、デスペナルティによるロストもアイテムボックスだけで金銭に影響はない。なので倉庫等に保管しておく必要がなかったのだ。それが裏目に出たという事になる。

			「さて、それとさっき自分で言って思い出したんだけど、君はこっちに来たあとアイテムボックスを使ったかい？」

			　蘇ったソロモンは、三十年前にもなるので忘れかけていたゲーム時代との変化を思い出す。

			「何度かあるが、それがどうしたのじゃ？」

			「その様子じゃ気付いてないみたいだね」

			　そう言いソロモンは机の上の万年筆を取り、それをまた投げ渡す。ミラは弧を描きながら飛来する万年筆を受け取ると、目線の位置で止める。

			　見たところ、なんて事のない普通の万年筆だ。とはいえ、王が使っているくらいなので細かい細工がしてあったりと高級品である事は窺える。

			「これがどうしたのじゃ？」

			「アイテムボックスに入れてみて」

			　何でそんな事をとは思ったが、ミラは言われたとおりにアイテムボックスを呼び出して万年筆を入れようとする。だがそれは、ミラの想像に反してぽとりと地面に落ちてしまった。

			「ぬ、これはどういう事じゃ」

			　床に転がる万年筆を見つめながら、ミラはアイテムボックスを凝視する。空きもあり特に問題は見当たらない。どういう事か理解出来ずに、視線をソロモンに向けた。

			「さっきお金についてゲームのシステムが管理してたって言ったよね。実は、アイテム自体もそのシステムで管理されていたみたいなんだ」

			　ソロモンは立ち上がり万年筆を拾い上げると、自分のアイテムボックスを開く。

			「ゲームだった頃は万年筆や羽根ペンは雑貨アイテム、剣とか鎧は武具アイテム、宝石や金属は素材アイテムって感じで分類されてたよね」

			　そう言いながらソロモンは、ミラにも見覚えのある剣を取り出してみせる。

			「ゲームが現実になってから少しして、この世界の法則を解明するために一部のプレイヤーが集まって研究施設を作ったんだ。そこでは色々な調査実験が行われていて、それで、アイテムというのはゲームのシステムにより自動で分類が割り振られていたという事が判明したんだ。で、アイテムボックスはその名のとおり、アイテムに分類されたものしか入れられないという訳で」

			　言いながらソロモンは棚から一冊の本を取り出し、ミラに見せるように翳かざす。

			「ゲームのシステムが働いていない今、万年筆は雑貨アイテムではなく、この本は書籍アイテムじゃない。つまりアイテムボックスには入れられない。ちなみに、今既にアイテムボックスに入っているものは、分類済みとなっているから問題はないよ」

			　そう言って、ソロモンは一度取り出した剣を、アイテムボックスに戻してみせた。

			「なんとも不便じゃな。となると、手ぶらで旅する事も出来んというのか」

			　ミラは聞かされた事実に大いに嘆く。これから問題児ばかりを探しにいくのだ、旅に必要な物資は嵩かさ張ばる事間違いなしだろう。

			「でもね、アイテムボックスが利用出来なくなってから半年で、画期的な方法が開発されたんだよね」

			「ほう……なんじゃそれは」

			　もったいぶったように言うソロモンに、ミラは急かすように視線を向ける。

			「要は、システム頼りだった事を手動でやればいいんだ。それで、研究の末に開発されたのは、【無形術：アイテム化】。この術をアイテムに使うと、各種のアイテムに分類されてアイテムボックスに入れる事が出来るようになるんだ」

			「つまりその術があれば、今までと同じように使えるという事か」

			「そゆ事。簡単だから今、教えちゃうね」

			「うむ、頼む」

			　書類を本棚から取り出したソロモンは、それをミラの前のテーブルに広げた。そこには術の習得のための手順が細かく記入されており、ミラは、すぐさま習得にかかる。

			


			　三十分後、アイテム化の術を問題なく習得したミラは万年筆に術をかけて、アイテムボックスに入った事を確認すると満足そうに頷く。

			　それから一通りアイテム化を試したミラは、ソファーに戻り一息ついた。

			「それで地下墓地の方なんだけどね。昔とは違って、ダンジョン全般は冒険者総合組合が管理しているんだ」

			　ソロモンはミラに頼んだ、これからの任務についての話を切り出す。

			「総合組合？　なんじゃそれは？」

			　アイテムボックスから、適当に入れていたもろもろを取り出しながら、ミラは聞き返した。

			「この世界が現実になってから、一般人や力のない者が無闇にダンジョンに入って命を落とさないようにって出来た組織だよ」

			「ほう……そのようなものがのぅ。だがそれはダンジョンの財宝を独占したいとかではないのか？」

			「昔にちょっとした事件があってね。……子供が一人亡くなったんだ」

			「ふむ、そうか……」

			　僅かに落ちるソロモンの声のトーンで、なんとなくだが納得するミラ。

			　ダンジョンとは、外ではなく内に広がるフィールド全般の事を指す。そこには、財宝秘宝が眠っているが、外のフィールドに比べて遥かに強い魔物や野生の動物が跋ばっ扈こしており、危険な場所となっている。それでも魅力は大きく、様々な思惑の者達がダンジョンに潜り、二度と日の光を浴びる事のない闇へと落ちていく事も珍しくない。

			　ゲームの時代ならば、誰もが気にしなかっただろう。だが現実となった今、看過出来ない事件が起こる。

			　子供がダンジョンに足を踏み入れたのだ。病気の母を助けるため、特別な薬の素材となる花を採るために。

			　夜になっても帰ってこない子供を、大人総出で探した。結果、ダンジョンの少し奥へ入ったところで、食い散らかされ原形を留めていない、子供の死体が発見されたのだ。その手には一輪の花が握られており、その事を聞いた母は、暫くしてあとを追うように息を引き取ったという。

			　現実となった世界。ＮＰＣは、もうそこに暮らす本物の命そのものであり、その死は感情を伴い事実として人の心に残り続ける。

			　その事件を聞いたあるプレイヤーは、そんな悲劇が二度と起こらないようにとダンジョンを管理するための組織を作り上げた。それが『冒険者総合組合』だ。

			　ダンジョンに入りたい。ダンジョンの中にある素材が欲しいけれどどうにかならないか。などといった皆の声を聞いた結果、今ではダンジョンの管理だけではなく、様々な依頼を実力者達に斡旋する組織となっている。

			　次第に組織は巨大になり、国家間の諍いに関与しない事と魔物の掃討作戦時に協力するという条件で、各国に支部を置く事を許されていた。

			「まあそういう訳で、君ならもちろん術士組合だよね。これ推薦状」

			　ソロモンは一通の封筒を手に歩み寄ると、笑顔でミラに差し出した。

			「なんじゃ、これで入れるのか？」

			　ミラは推薦状を受け取りながら表と裏をざっと眺め、早速アイテム化を使いアイテムボックスに放り込む。推薦状は書類アイテムに分類された。

			「いや、それはただの推薦状。ダンジョンに入れるのは、組合所属の冒険者だけなんだ。それもダンジョンの難易度ごとにランクがあってね、地下墓地はＣランク以上だったかな。このランクっていうのは、組合にある様々な依頼を達成して、その成果によって実力が認められると上がるんだよ。君に分かりやすく言うと冒険者ギルドとかそんなもの。むしろゲーム時代にこの定番システムがなかったのが、今思えば不思議なもんだよね」

			「確かにそうじゃな。ランクを上げて、より難易度の高い依頼を受ける。そういうゲームも楽しかったのぅ」

			　少しゲームじみた要素の登場で、ミラのテンションが僅かに上昇し始める。

			「その推薦状は君の身元と実力を保証するってもの。本来新規登録後はＧランクから始まるんだけど、それがあればすぐＣランクって訳。ちなみにいくら国王様な僕でも組合管理に融通出来るのはここまでが限界って事だね」

			「なるほどのぅ。まあ十分じゃろう」

			　アイテムボックスの整理を終わらせたミラは、そう言いながら実験に利用した細々としたものを、そっとテーブルの端に寄せる。

			「ちなみに組合は窓口が二つあって、戦士組合と術士組合ね。まあ名前通りで、仕事の斡旋内容が違うよ」

			「ふむ。して、組合とやらはこの街にもあるのか？　早速登録しにいかねばな」

			「うん、あるよ。というより、大抵の街にあるね。馬車で送る予定の、地下墓地近くの街にもあるよ。でもいいの？　登録から冒険者証発行まで、丸一日かかるけど」

			　意味ありげに笑顔を浮かべるソロモン。ミラはその表情に一抹の不安を覚える。

			「なんじゃそうか。それならばもう一晩……」

			　ここでミラの脳裏に今朝の惨事が蘇る。丸一日の猶予を与えられた侍女達が、どんな力作を手にやってくるのか想像もつかないのだ。ソロモンの意を理解したミラは、どうしたものかと策を巡らせる。

			　街の宿で一泊。しかし、馬車に乗るために城を訪れた時に捕獲される可能性大。街の外に馬車を待たせていても、侍女も待っていればその時点でアウトだ。

			　色々と悩んだ結果、一日の猶予がまず致命的だという結論に落ち着き、早々に出発する決意を固めるミラ。

			「至急、馬車の支度を頼む」

			「ふふふ。準備はもう出来てるから、いつでも出発出来るよ」

			　ミラは勢い良く立ち上がると、ソロモンと共に執務室を出た。

			


			　リリィを伴って、ミラとソロモンは城の厩舎にやってきた。そこには馬が二頭と、塔から城に来た時よりも一回り程大きな馬車があった。傍には大きなバスケットとカバンを手にした侍女と、御者役を務めるガレットが待っていた。

			「なんとも……良く会うのぅ」

			　アーマードジープでハンドルを握るガレットの姿を思い出しながら、ミラは表情を引きつらせる。

			「おはようございます。ミラ様。アーマードジープほどではありませんが、今回の馬車も素晴らしい一品なんですよ！　これの御者が出来るなんて感無量です」

			　ガレットは一礼すると、一見平凡に見える馬車を紹介するように両手を広げ、陶酔気味な笑みを浮かべる。

			「馬車がどうとかは、もうどうでも良い。安全運転でよろしくのぅ」

			　ミラがそう心からの願いを口にすると、ガレットは「もちろんじゃないですか」と清々しい笑顔で答えた。

			


			「では、気を付けてな」

			「うむ」

			　ソロモンと短く挨拶を交わし、リリィにぎゅっと抱きしめられてからミラは馬車に乗り込む。それから、侍女がカバンとバスケットを馬車内に運び込んだ。

			「お気を付けていってらっしゃいませ。ミラ様。バスケットには道中の食事を、こちらのカバンにはお着替えを用意させて頂きました」

			「う……うむ、そうか。ありがとう……」

			　一礼してから馬車を降りる侍女。ミラは中身の想像もつかない……いや、想像したくないカバンを見つめながら、何度目か分からない溜息をついた。

			　馬車がゆっくりと走り出すとミラはほっと胸を撫で下ろしてから、アップルオレを取り出し口を付ける。

			　窓の外に流れる景色は緩やかに速度を増す。そこから望める町並みは、かつての頃より随分と様変わりしており、ミラはそんな見慣れない風景をぼんやりと眺めながら、口に広がる甘みを噛み締めた。

			


			　ミラを見送ったあと、ソロモンは慌しく動き始める。

			　魔物の群れの侵攻に隠れていたレッサーデーモンの不穏な行動は、今までの経験上放置するには不安要素が多過ぎるものだ。

			　更に、その目的地であった白い柱のある花畑。そこはエンジェルドロップという特殊な薬草が採れるところではあるが、プレイヤー達にとってはそれ以上でも以下でもない場所である。だが今回の件により、その場所には別の何かが隠されている可能性が浮上した。

			　調査隊の編成に、レッサーデーモンに関する情報の収集。ソロモンはそれらを手早く指示しながら、ミラを乗せた馬車が向かった先に広がる空を見上げて微笑んだ。

		

	



りゅうせんひろつぐ




今を時めく中二病患者です。

すでに末期なので、完治はしないだろうと妖精のお医者さんに言われました。

だけど悲観せず精一杯生きています。

来世までで構いませんので、覚えておいていただけると幸いです。




藤ふじちょこ




千葉県出身、東京都在住のイラストレーター。

書籍の挿絵やカードゲームの絵を中心に、いろいろ描いています。

チョコレートが主食です。







			ＧＣノベルズ

			賢者の弟子を名乗る賢者 １

			



			著者　りゅうせんひろつぐ

			イラスト　藤ちょこ

			装丁　マイクロハウス

			発行　株式会社マイクロマガジン社



			〒１０４-００４１　東京都中央区新富１-３-７ヨドコウビル


			　編集部　ＴＥＬ ０３-３５５１-９５６３／ＦＡＸ ０３-３２９７-０１８０

			　販売部　ＴＥＬ ０３-３２０６-１６４１／ＦＡＸ ０３-３５５１-１２０８

			　ＵＲＬ　http://micromagazine.net/



			


			著作権　©2014 Ryusen Hirotsugu

			


			当ファイルは、ＧＣノベルズ『賢者の弟子を名乗る賢者　１』（２０１４年７月７日　初版発行）に基づいて作成しております。

			


			本書に関するアンケートにご協力ください。
ご協力いただいた方全員に、書き下ろし特典をプレゼント！

			ＵＲＬ　http://micromagazine.net/me/

			※一部対応していない機種もありますが、スマートフォンにも対応しています。

			※サイトへのアクセス、登録・メール送信時の際にかかる通信費はご負担ください。

			


			本書は小説投稿サイト「小説家になろう」(http://syosetu.com/)に掲載されていたものを、加筆の上書籍化したものです。

			この物語はフィクションであり、実在の人物、団体、地名などとは一切関係ありません。

			


			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

		

	







OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ


		１


		２


		３


		４


		５


		６


		７


		８


		９


		10


		11


		12


		13


		14


		15


		16


		17


		18


		19


		20


		21


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
DWwHITBAOADI
BEHET  ox |






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
ﬂﬁ#ﬂ@%?%ﬁﬁi%ﬂﬁ#ﬂ o h/@,?ﬁhUZJO)\ s ERA0) ) onke





